
 

 

JSAF 外洋 特別規定２００９ - ２０１０ 

Japan Sailing Fadeｌaition Special Regulations 
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（モノハルおよびマルチハル艇の外洋レースを統括する） 

モノハルおよびマルチハルの外洋レーシングヨットにおける構造上の特徴、ヨットの装備品、乗員

の装備品および訓練の基準 

 

 

 

 

Based on ＩＳＡＦ Special Regulations ２００９ - ２０１０ 
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アペンディックス 

アペンディックスＡパートⅠとⅡは最低基準であり、アペンディックスＢからＧは助言、アペ

ンディックスＨとＪとＫとＬは最低基準である。 

アペンディックスＡ 

パートⅠ  ヨットマンのためのライフラフトの最低限仕様 

       （０１／２００３以前に購入されたライフラフトに適用） 

パートⅡ  ヨットマンのためのライフラフトの最低限仕様 

アペンディックスＢ ・・・・ＩＳＯその他の標準へのガイド 

アペンディックスＣ ・・・・スタンダードインスペクションカード 

アペンディックスＤ ・・・・クイックストップとライフスリング 

アペンディックスＥ ・・・・低体温症状 

アペンディックスＦ ・・・・ドローグ（シーアンカー） 

アペンディックスＧ ・・・・トレーニング 

アペンディックスＨ ・・・・外洋レース主催組織へのＩＳＡＦ規定 

アペンディックスＪ ・・・・インショアレースのためのカテゴリー５ 

アペンディックスＫ ・・・・可動、可変のバラストを装備したヨットのための最低限仕様 

アペンディックスＬ･････ インショアレースのためのカテゴリー６ 

アルファベットの索引 

特別規定小委員会は１９６７年に、当時新たに結成された外洋規則調整委員会で、後のＯＲＣ（ｏffshore Ｒacing Ｃ

ouncil）、現在のｏffshore Ｒacing Ｃonｇｒｅｓｓにより設立された。外洋レースが世界一周やマルチハルの活動まで広

がりを見せるようになり、特別規定もそれに対応してレースを７つのカテゴリー分けるようになっている。トレーニングの

項目は１９９９年に取り入れられ、ＲＹＡ，ＡＹＦ、ＳＴＣＷの意見を勘案してモデルトレーニングコースが２００３年に紹介

された。新しいライフラフとの基準（アペンディックスＡパートⅡ）は２００２年に紹介された。インシショア規定（アペンデ

ィックスＪは２００３年に）（アペンディックスＬは２００８年に）採用された。アペンディックスＫの可動・可変バラストの規定

は２００４年に採用された。特別規定は２年ごとに見直され、再発行されている。翻訳と改定、特定のカテゴリーや特定

のボートタイプに関する特別規定の抜粋はＩＳＡＦのウェブサイト（www.sailing.org/specialregs）から入手可能である。

コンピュータープログラミング担当のボブ マクファーソンの協力に感謝をする。 

 

 ＩＳＡＦ registered office :  

Ａriadne Ｈouse Ｔown Ｑuay. Ｓouthampton Hａｍｐｓｈｉｒｅ Ｓ０１４ ２ＡＱ Ｇreat Ｂｒｉｔａｉｎ 

     Tel ＋44 2380 635111  fax ＋44 2380 635789  sail@isaf.co.uk www.sailing.org. 
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１、安全委員会 

  JSAF外洋統括委員会安全委員会      

           連絡住所 東京都渋谷区神南1丁目1番地1号 〒150－8050    岸記念体育館 

                財団法人 日本セーリング連盟 外洋統括委員会安全委員会 

 

 

２．参照事項 

 ＩＳＡＦ安全委員会はＩＳＡＦ Special Regulationに関する変更、修正などの最終的な責任を持つ。 

日本のＪＳＡＦ外洋統括委員会安全委員会はＩＳＡＦーSRの翻訳に加えて、ＩＳＡＦ 安全委員会と連絡を取り、国内の

事情に合わない面は変更を加えてJSAF特別規定として発行することとした。 

よって和文特別規定は正文であり、参考和訳ではない。 

原文（英文）ＩＳＡＦ－SRはOffshore Racing Congressの著作権で保護されている。但し日本語特別規定は正式に、ORC

とＩＳＡＦからその翻訳の権利とリプリントの権利を許可されている。もし、JSAFに加盟しない団体が英文ＩＳＡＦ－SRもし

くはＪＳＡＦ－ＳＲのリプリントを必要とする場合にはJSAFの許可を得なければならない。 

不明な、もしくはあいまいな内容について、その解釈を必要とする場合には、要求すれば、ＩＳＡＦ委員会によってその

都度解釈が出される事になっている。必要に応じてはその解釈はインデックスを付けられSRに追加される、 

日本の場合には、そのような問い合わせはJSAF外洋統括委員会安全委員会―ＪＳＡＦ国際委員会経由で集中管理と

したい為、JSAF外洋統括委員会安全委員会へE-Mail アドレスanzen-offshore@jsaf.or.jpへ送付戴きたい。 

 

 

３．著作権 

この規定をコピーする場合はナショナルオーソリティーとレース主催者は 

・ コピーの著作権者の許可をＩＳＡＦとＯＲＣから得ること（通常は無料である） 

・ コピーには著作権者の同意を明記すること 

・ 相容れない条項を削除する変更を行う場合にはその旨明記すること 

・ コピーの控えをＩＳＡＦとＯＲＣに提出すること 

公式の解釈はこのSRそのものよりも優先され、ＩＳＡＦのウエブサイト（www.sailing.org/specialregs）に見出し、番号、

日付をつけて掲載される。 

 

 

用語と略語 

見出しの記号：Ｍｏはモノハル艇、Ｍｕはマルチハル艇を意味する。 

＃＃はカテゴリー５と６を除いて、全てのタイプの艇の全てのカテゴリーに適用される。 

カテゴリー５の特別規定はアペンディックスＪに記載する。 

カテゴリー６の特別規定はアペンディックスＬに記載する。 

男性に対応する表現は、男性、女性の双方を意味する。 

補注と勧告はイタリック体で表現する。 
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管理 

この外洋特別規定はＩＳＡＦ特別規定小委員会に以下の条件で管理される。 

ＩＳＡＦ規定１５．２５．６ 特別規定小委員会は  

（ａ）ＯＲＣ社のライセンスのもとに外洋レースを統括するＩＳＡＦ特別規定の維持、改定、変更に責任を持つ。 

    安全に関係する緊急な自然現象で短期間で規定を変える必要がおきない限り改定は該当年の１月に発行され

る改定版とともに２年ごとに行われる。 

 （ｂ）安全と耐航性の基準に関係する外洋レースの発展を見守る 

小委員会の委員の名前と連絡先に関してはＩＳＡＦイヤーブックを参照されたい。 

質問に関してはtechnical@isaf.co.ukにＥメールされたい。 

 
 

                               ２００９．０３．２５   アペンディクスＣ 訂正 

                                            アペンディクスＥ 訂正 
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特別規定図式ガイド 

 

 

 

 

             

 

 

 本ＩＳＡＦ－ＳＲは２００８年１月から２００９年１２月まで有効 

（ＪＳＡＦ－ＳＲでは２００９年４月から２０１０年３月まで有効） 
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第１章ー基本規定と定義 

 

１．０１ 目的と利用法 カテゴリー

１．０１．１ この特別規定の目的は、外洋でレースをするモノハルとマルチハルのヨットに対し、共

通の最小限備えるべき備品と設備基準、トレーニングの基準を制定することである。プ

ロア（非対称カタマラン）はこの規定に含まれない。 

＃＃ 

１．０１．２ この規定は、各国の法規、ヨットレース規則およびクラス協会やレーティングシステム

の規定にとって代わるものではなく、むしろそれらを補強するものである。このルール

での備品の位置及び作動状態についての制限に対して、艇の責任者は注意された

い。 

＃＃ 

１．０１．３ 外洋レースを行なうすべての組織が国際的に採用されているこの特別規定を採用す

ることを強く推奨する。レース委員会は各レースの諸条件にもっとも適合していると考

えられるカテゴリーを選ぶことができる。 

＃＃ 

１．０２ 艇の責任者の責任 ＃＃ 
１．０２．１ 艇と乗組員の安全の確保は、艇の責任者の避けられない責任であり、艇の責任者は

所有艇を最良の状態で十分な耐航性を有するように保持し、荒天の海にも対抗できる

体力と適切なトレーニングを積んだ、経験十分なクルーを乗り組ませるように万全をつ

くさねばならない。艇の責任者は船体、スパー、リギン、セール及びすべての備品を確

実に整備し、また安全備品が適正に維持格納され、それらの使用法と置き場所をクル

ーに熟知させておかなければならない。 

＃＃ 

１．０２．２ この特別規定の制定、レース主催者による使用、およびこの規定に基づく検査の実施

によって艇の責任者の完全かつ無限の責任は何ら軽減されるものではない。 

＃＃ 

１．０２．３ レース参加。レースに参加するか、またはレースを続けるかについての艇の決定の責

任は、その艇のみにある。ＲＲＳ－４条 

＃＃ 

１．０３ 用語・略語の定義  

１．０３．１ 本文中の用語の定義 ＃＃ 

 

表１ 

エージデート 最初に進水した月／年 ＃＃ 

ＡＩＳ Ａutomatic Ｉdentification Ｓystem ＃＃ 

CEN 欧州標準化委員会 ＃＃ 

ＣＰＲ 心肺蘇生術 ＃＃ 

コーミング コーミング高さは、コックピットが海水で完全に満たされ、海水が流れ出る状態で

艇が浮いていると仮定したときの、コックピットの後ろから流れ出る水面限界線ま

でを含む 

＃＃ 
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DSＣ デジタル選択通信 ＃＃ 

EN 欧州規格 ＃＃ 

ＥＰＦＳ Electronic Position-Ｆixing Ｓystem ＃＃ 

EPIRB Emergency Position-Indicating Radio Beacon ＃＃ 

ＦＡステーション トランサムの上の角とシアーラインが交わるところの横方向の計測点 ＃＃ 

荒天用衣料 着用者に乾いた状態を維持させる衣料で、ジャケットとズボンを着用するタイプか

両者が一体となっているもの  

＃＃ 

GMDSS Grobal maritime distress & safety System（全地球規模海難救助ｼｽﾃﾑ） ＃＃ 

ＧＮＳＳ Ｇlobal Ｎavigation Ｓatellite Ｓystem ＃＃ 

GPIRB GPS 位置測定システムを内蔵したEPIRB ＃＃ 

ＩＴＵ 国際電話網 ＃＃ 

ＧＰＳ 全地球位置システム ＃＃ 

ハッチ ハッチという意味はハッチ装置全体及び装置を構成する部品としてのフタ、カバ

ー、ドアを含んでいる。（部品自体もハッチと記述する。） 

＃＃ 

ＩＮＭＡＲＳＡＴ インマルサット国際有限会社、民間会社でＧＭＤＳＳの衛星通信で緊急及び安全

通信を提供することに加えて音声／ＦＡＸ・データーの一般通信を提供する。 

＃＃ 

IMO International Maritime Organization（国際海事機構） ＃＃ 

ＩＭＳＯ 国際携帯電話衛星機構で独立組織。インマルサットのＧＭＤＳＳへの公的義務を

監視しその内容をＩＭＯに報告する政府間機構 

＃＃ 

ISAF International Sailing Federation（国際セーリング連盟） ＃＃ 

ISO International Standard Organization（国際標準規格） ＃＃ 

ライフライン デッキの廻りをガードレール/ガードラインとして張り巡らされたワイヤー ＃＃ 

LOA 艇の全長、パルピット、バウスプリット、ブームキンなどは含まない。 ＃＃ 

LWL 荷物積載時水線長 ＃＃ 

モノハル 艇体のどのセクションでの深さがセンターライン方向へは減しない艇体の事 ＃＃ 

可動バラスト 鉛か水あるいはほかの物質で、重量を増やし復元力あるいはトリムに影響を与え

ること以外に艇に対する実際の機能を持たず、艇体の横断方向に移動するがレ

ース中は重量を変化させないバラスト 

＃＃ 

ＯＲＣ Ｏffshore Ｒacing Ｃongress（外洋レース評議会）かってはＯffshore Ｒacing Ｃ

ouncilと称した 

 

＃＃ 

ＯＳＲ Ｏffshore Ｓpecial Ｒegulation(s) 

外洋特別規則（本書ではＳＲと略記している） 

＃＃ 

恒久的な取りつけ

（Permanently 

Installed） 

取りつけるものが造り付け（例えばボルトでとりつけられ、もしくは溶接で接合さ

れ、もしくはガラスのようにはめ込まれている等のように）られた状態であるか、取

りつけられた状態でレース中に取り外せないことを言う。 

 

＃＃ 

ＰＬＢ Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｌｏｃａｔｏｒ Ｂｅａｃｏｎ ＃＃ 

PROA 非対称カタマラン ＃＃ 
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ＲＲＳ セーリング競技規則 ＃＃ 

ＳＡＲ 海難救助（捜索と救助） ＃＃ 

ＳＡＲＴ 海難救助発信機 ＃＃ 

シリーズデート プロダクションヨットのシリーズ艇の1号艇が進水した月/年 ＃＃ 

SOＬAS 海上における生命安全協定（Safety of Life at Sea Convention） ＃＃ 

セーフティーライン 強固なポイントに安全ハーネスを固定する為のテザー ＃＃ 

強固に固定された

（Securely Fastened） 

荒天か、もしくは艇が180度のロールオーバーした場合においても、固定されたも

のが安全に保持されるよう、例えばロープもしくは蝶ねじなどによって固定されて

いる状態を言う。その状態からレース中、必要に応じ、取り外し、また再取り付けで

きなくてはならない。 

 

＃＃ 

固定バラスト 鉛か水あるいはほかの物質で、重量を増やし復元力あるいはトリムに影響を与え

ること以外に艇に対する実際の機能を持たず、位置の移動をせずレース中は重

量を変化させないバラスト。 

＃＃ 

固定型セーフティー

ライン 

ハーネスにつけられる通常のセーフティーラインンより短いセーフティーラインン

でワークステーション（通常の作業エリア）に固定的にクリップされるもの。 

＃＃ 

可変バラスト 復元力あるいはトリムを変化させるために水を注入し、レース中に重量を変化させ

たり位置を移動するバラスト。 

＃＃ 

１．０３．２ ｓｈａｌｌとｍｕｓｔは強制的Ｓｈｏｕｌｄとｍａｙは任意 ＃＃ 

１．０３．３ ヨットとボートという言葉は同義とする ＃＃ 

 

 

第２章ー規定の適用と基本条件 

２．０１ イベントのカテゴリー                         

厳しい条件下で大洋を横断するレースから、囲われた海面でのショートコースの 

デイレースまで様々なタイプのレースがあるが、そのような様々なレース環境での 

最低限の安全基準と要求される装備の違いを定めるために7個のカテゴリーが決め

られている。 

＃＃ 

２．０１．１ カテゴリー０： 

大洋間レースで、一時的に通過する場合はのぞいて、気温または水温が５℃以下

になる地域を通過するレースを含む。レース艇は非常な長期間にわたって完全に

時給自足せねばならず、幾度もの荒天にたえうる能力と他からの援助を期待せずに

深刻な事態に対処する備えを有しなければならないレース。 

 

ＭｏＭｕ０ 

２．０１．２ カテゴリー１： 

陸が遠く離れた外洋での長距離レースで、レース艇は長時間にわたって完全に自

給自足せねばならず、幾度もの荒天にたえうる能力と、他からの援助を期待せずに

深刻な事態に対処する備えを有しなければならないレース 

ＭｏＭｕ１ 
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２．０１．３ カテゴリー２： 

海岸線に添って、あるいは陸からあまり遠く離れない、または囲われていない大きな

湾や湖で行なわれる長日程のレースで、レース艇には程度の高い自給自足能力が

要求されるレース。 

ＭｏＭｕ２ 

２．０１．４ カテゴリー３： 

開放された水域で、コース中に比較的囲われた水面や海岸線に近いところが多い

レース。 

ＭｏＭｕ３ 

２．０１．５ カテゴリー４： 

短いレースで、陸に近く、比較的温暖なあるいは囲われた水域で行なわれるレー

ス。通常は昼間に行なわれる。 

ＭｏＭｕ４ 

 

２．０１．６ カテゴリー５(インショアレースのためのカテゴリー)  

カテゴリー５の全特別規定が記載されているアペンディックスＪを参照のこと。記号

＃＃はカテゴリー５を含まない。 

 

２．０１．７ カテゴリー６（インショアレースのためのカテゴリー）  

カテゴリー６の全特別規定が記載されているアペンディックスＬを参照のこと。記号

＃＃はカテゴリー６を含まない。 

 

２．０２ インスペクション                                                        

ヨットは随時検査される。この特別規定に従っていないヨットは、レース出場を拒否

されるか、または失格とされるか、あるいはナショナルオーソリティーかレース主催

団体が定める罰則の適用を受ける。 

＃＃ 

２．０３ 基本条件  

２．０３．１ すべての必要備品は下記の条件を備えていなくてはならない： ＃＃ 

    ａ） 正常に機能すること ＃＃ 

    ｂ） 定期的にチェックされ、清掃され、維持されている事 ＃＃ 

    ｃ） 使用しないときには劣化を最小限に押さえるよう収納されている事 ＃＃ 

    ｄ） 即座に使用できる場所にあること ＃＃ 

    ｅ） 使用目的、ヨットの大きさに適合する型式、寸法、容量のものであること  

２．０３．２ 重量物 ＃＃ 

    ａ） バラスト、バラストタンクそれに関係する備品は恒久的に取りつけられていなければ

ならない。 

＃＃ 

    ｂ） 可動型の重量備品、例えばバッテリー、ストーブ、ガスボトル、タンク、           

工具箱、アンカー及びチェーンなどは強固に固定されていなければならない 

＃＃ 

    ｃ） SRに規定されない重量物についても適切な強度で恒久的に取りつけられるか、強

固に固定されなければならない。 

 

２．０３．３ 航海灯を使用すべき時間 ＃＃ 

    ａ） 航海灯（本ＳＲ３．２７）は国際海上衝突予防法（パートＣおよび技術付則１）の規定に

したがって点灯しなければならない。  

ヨットは国際海上衝突予防法に要求される時刻に舷側灯と船尾灯を点灯しなくては

ならない。 
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第３章ー構造上の要点と復原力、固定された装備品 

３．０１ 構造強度、バラスト、リグ  

 ヨットは強固に建造され、水密でなければならない。特にハルとデッキ 

およびキャビン収納部は激浪やその衝撃および転覆の状態にもたえうるものでなけ

ればならない。またヨットは適正なリグが装備され、バラストが取付けられ、完全な

耐航性を持ち、かつ以下に述べる基準に合致していなくてはならない。 

シュラウドは常にしっかりと取り付けられていなくてはならない。 

＃＃ 

３．０２ ハルの完全な水密性  

３．０２．１ デッキ、コーチルーフ、窓、ハッチおよびその他の全ての部品を含むハルは全体とし

て本質的に水密でなければならず、いかなる開口部も同様にこの全体としての水密

性を即座に、確実に保つことができなければならない。 

＃＃ 

３．０２．２ インスペクションもしくは保守の目的で作られた完全防水型のハッチで通常のトリム

において水線より上にあるものを経由する場合を除き、センターボードケースとダガ

ーボードケースあるいは同様の部分はハルの内側に開口部を持ってはならない。 

＃＃ 

３．０２．３ カンティングキールの軸はＳＲ３．０２．１に適合する水密缶体の中に完全に収まって

なくてはならない。カンティングキールシステムを稼動させたり制御するため、ある

いはそのほかの目的での水密缶体への進入ルートはＳＲ３．０２．２に適合していなく

てはならない。 

＃＃ 

３．０２．４ 可動バラストシステムは作動のための手動での第二システムを装備していなくては

ならない。このシステムは第一のシステムがダウンしたときに、セーリング時のキー

ルにかかる全荷重を制御する能力を有していいなくてはならない。ここで言うダウン

とはシステム全体の電気的、油圧的、機械的なダウン、システム全体を搭載する構

造体のダウンを含んでいなくてはならない。システムは敏速に作動でき、いかなるヒ

ールアングルでも作動できなくてはならない。本システムはキールをセンターライン

上に固定できるようになっていることが望ましい。 

＃＃ 

３．０３ ハルの構造標準（スカントリング） ＭｏＭｕ０１２

表２ 

ＬＯＡ 最も早いシリーズ ／ エージデート レースカテゴリー 

全て １／８６以降 ＭｏＭｕ０，１ 

１２ｍ（３９．４ｆ）超え １／８７以降 ＭｏＭｕ２ 

１２ｍ（３９．４ｆ）以内 １／８８以降 ＭｏＭｕ２ 

 

３．０３．１ 表２で示されたヨットは次の内のいずれかの規定に一致して設計、製造、維持、改

装、修理されていること。 

 

ＭｏＭｕ０１２ 

ａ） the EC Recreational Craft DirectiveのカテゴリーＡ(CEマークを取得していること)

または 

ＭｏＭｕ０１２ 

9 / 77 2009/3/25改訂版



ｂ） 外洋ヨットの建造と等級付のためのＡＢＳガイド、ヨットがＡＢＳで発行された設計

承認書かＡＢＳガイドに一致していることを述べた艇の設計者と製造者の署名入り

の書類を艇ごとに積んでいる場合。 

ＭｏＭｕ０１２ 

ｃ） ＩＳＯ１２２１５カテゴリーＡ、ＩＳＯスタンダードに一致していることを述べた艇の設計

者と製造者の署名入りの書類がある場合 

ＭｏＭｕ０１２ 

ｄ） 上記ａ）ｂ）ｃ）に書かれている内容を満足できない場合で、レース主催者かクラス

ルールで受け入れる場合を除き、そのヨットが上記ａ）ｂ）ｃ）の規定を満たしている

というヨットデザイナーか上記スタンダードに精通している人間の署名入り書面が

ある場合 

ＭｏＭｕ０１２ 

３．０３．２ ヨットで、ハル、デッキ、コーチルーフ、キールもしくはラダーなどに関するする重要

な修理や変更がなされた場合には、表２で規定されたヨットは上記のいずれかの

方法により証明され、さらにその証書を艇に積んでいなければならない。 

ＭｏＭｕ０１２ 

３．０４ モノハル艇のスタビリティー（復元力） Ｍo０１２３４ 

３．０４．１ 乗組員による復元に関する努力のあるなしに拘わらず、ヨットは転倒した位置から

自己復元できること。自己復元はリグが傷ついていてもいなくても可能なこと。 

ａ）可動ないしは可変バラストシステムの場合、転倒した状態からの復元方法に関

する文章による指示書が目立つところにはっきりと掲示されていること。すべての

乗員は復元の一連の手順に関して習得していなくてはならない。 

Ｍｏ０ 

３．０４．２ ヨットは転覆に抗するように設計され建造されていること。 Ｍｏ０１２３４ 

３．０４．３ レース主催者は厳守すべき最低限のスタビリティーまたはスタビリティー／浮力の

指数を示す事が出来る。 

ＯＲＣ規則と規定に示されたスタビリティーインデックスに注意する事。ＪＳＡＦでは

レース主催団体が他のハンディキャップシステムを採用している場合はそのシス

テムにも留意すること。 

Ｍｏ０１２３４ 

３．０４．４ ＩＳＯ１２２１７－２は特別規定によるカテゴリーによって行われるレースにおいて適

合性への一般的なガイドとして表３のように使われる。 

Ｍｏ０１２３４ 

表３ 
     

 
 

３．０４．５ ＩＳＯやその他の指標を使うことは転覆や沈没の危険から避けられることを保証す

るものではない 

Ｍｏ０１２３４ 

３．０４．６ 可動ないしは可変バラストシステムのヨットの場合、特別規定３．０４．４に規定する

手法はアペンディックスＫに規定する関連要求が追加される。 

Ｍｏ０１２３４ 

３．０４．７ 可変バラストのタンクは恒久的に取り付けられ、独立したバルブとポンプ（単体な

いしは複数）はいかなるヒールアングルでも手動で操作できなくてはならない。配

管システムの図面は船内に掲示されていなくてはならない。 

Ｍｏ０１２３４ 

３．０５ マルチハルヨットのスタビリティーとフローテーション 

注意事項がＩＳＯ １２２１７ー７に記載されている。 

Ｍｕ０１２３４ 

ＩＳＯカテゴリー Ａ Ｂ Ｃ  

ＳＲカテゴリー １－２ ３ ４  
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３．０５．１ マルチハル艇は、各々のハルに適切な水密バルクヘッドやコンパートメント（水に

浮く物質で恒久的に取り付けられているものも含む）を装備して安定性と浮力を維

持すること。 

片方のハルの全長の半分まで浸水した場合でも、安定した姿勢で浮いていられる

こと。（３．１３．２参照） 

Ｍｕ０１２３４ 

３．０５．２ １/９９以降に建造されたマルチハル艇については、アコモデーションの無い状態

で、全てのハルは４ｍ（13フィート3インチ）以下の間隔で、一つもしくは複数の横方

向の水密バルクヘッドによって仕切られるていること。 

Ｍｕ０１２３４ 

３．０５．３ ヨットは転覆に対抗するように設計され、建造されていること。 Ｍｕ０１２３４ 

３．０６ モノハル艇の非常出口 Ｍｏ０１２３４ 

            表４ 

ＬＯＡ 最も早いｼﾘｰｽﾞ/ 

ｴｰｼﾞﾃﾞｰﾄ 

詳細  

８．５ｍ 

（２８ｆ）以上 

1/95以降 ヨットは２つの脱出口を持たなければならない。一つは、構

造的に取付が不可能な場合を除いて最も前のマストより前

に設置すること。 

Ｍｏ０１２３４

 

３．０７ 非常口と脱出口ーマルチハル  

３．０７．１ 非常口  

 ａ） ＬＯＡ８メートル（２６．２ｆｔ）以上のマルチハルヨットのそれぞれの艇体は船室を装

備した状態で２つ以上の非常口を持たなくてはならない。 

Ｍｕ０１２３４ 

ｂ） ＬＯＡ８メートル（２６．２ｆｔ）未満のマルチハルヨットのそれぞれの艇体は船室を装

備した状態で２つ以上の非常口を持たなくてはならない。 

Ｍｕ０１２３ 

３．０７．２ 脱出用ハッチ、船底クリッピングポイントとハンドホールド  

      ａ） ＬＯＡ１２ｍ（３９．４ｆ）以上のマルチハルヨットの船室を持つ全ての胴体は以下を満

足しなくてはならない。 

ⅰ転倒した艇体から出たり入ったりする脱出用ハッチを持つこと。 

ⅱ１／０３以降に進水したマルチハルヨットはすべての脱出用ハッチは直径４５０ｍ

ｍ以上の有効開口を持つこと。それが円形でない場合には乗組員が衣類を完

全に着装していても通り抜けることができるような開口をもつこと。 

ⅲ１／０３以降に進水したマルチハルヨットでは全ての避難用ハッチは上記３．０７．

２ ａ）ⅱを満足しなくてはならない。 

ⅳ全ての避難用ハッチはヨットが転覆している場合にウオーターラインの上にくる

ようになっていること。 

ⅴ１／０１以降に進水したマルチハル艇は、その避難用ハッチをミッドシップもしく

はそのごく近くに位置させなければならない。 

ⅵ１／０３以降進水したカタマランヨットの全ての避難用ハッチはヨットの中心線に

近い側の側面になければならない。 

 

Ｍｕ０１２３４ 
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      ｂ） １／０３以降進水したＬＯＡ１２ｍ（３９．４ｆ）以上のトリマランヨットは少なくとも２個以

上の３．０７．２ ａ）ⅱに規定する大きさの脱出用ハッチを持たなくてはならない。 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｃ） 全ての避難ハッチは出場しようとするレースの６ヶ月以前に内外から開放してみな

くてはならない。 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｄ） マルチハルヨットは、船底に乗員の全員が掴まれる適切な手すり状のものか、クリ

ッピングポイントを設置しなくてはならない。（トリマランではそれらは中央船体を囲

むようになっていなくてはならない） 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｅ） カタマランヨットで中央船体を持つもので１/０３以降に進水したものは、船底に中

央胴体を囲むようにして、乗員の全員が掴まれるか、安全に命綱を固定できる手

すり状のものを設置しなくてはならない。 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｆ） カタマランヨットで中央船体を持つものは、左右の胴体には避難場所を設け、中央

船体に直近の側面に設けた、胴体の内外から開閉できる避難ハッチから入ること

が出来ることを推奨する。 

Ｍｕ０１２３４ 

３．０７．３ ＬＯＡ１２ｍ（３９．４ｆ）以下のマルチハルヨットは上記３．０７．２ ａ）ｂ）ｃ）に適合する

か、あるいは３．０７．３ ａ）ｂ）に適合する脱出口を持たなくてはならない。 

Ｍｕ２３４ 

      ａ） 船室を持つ全ての胴体には脱出用の開口をあけるための適切な工具を、開口を

あけるべき場所の近傍に即座に使える状態で紐とクリップで艇体に固定して保管

していなくてはならない。そして 

Ｍｕ２３４ 

      ｂ） 全ての胴体の脱出用の開口を開けるべき位置には、艇体の内外にその開口位置

をしめす外形線と「脱出口はここをカット」という文字を明記しなければならない。  

Ｍｕ２３４ 

３．０８ ハッチ及びコンパニオンウェイ  

３．０８．１ 最大船幅ステーションより前方には蓋やカバーが内側に開くハッチを設けてはなら

ない。０.０７１m2（１１０平方インチ）より小さな舷窓はその限りではない、個数も問

わない。 

＃＃ 

３．０８．２ ハッチは以下を満足しなくてはならない。  

      ａ） ９０°にヒールした状態でも水面上にあるように配置すること。 

船内に開いているロッカーのハッチもこの規定に含まれる。ヨットはそれぞれの開

口が０．０７１㎡（１１０インチ２）以下であるという条件の下で最大４個（センターライ

ンの両側に２個づつ）のこの条件を満たさないハッチを持つことが出来る。２００９年

１月以降のシリーズボートから有効になるので、ヨットのデザイナーか他の者で浸

水分析を行った者の説明書を搭載しておくこと。この規則のための船舶の排水量

基準は軽排水量船舶基準ＬＣＣ（ＥＮ ＩＳＯ８６６６スタンダード及びＥＮ ＩＳＯ１２２１

７－２の３．５．１に適合すること）である。 

Ｍｏ０１２３４ 

 

 

     ｂ） 恒久的に取付けられたものであること ＃＃ 

      ｃ） 即座に閉じることができ、１８０°転覆しても確実に閉鎖された状態を保てなければ

ならない。 

＃＃ 

３．０８．３ コンパニオンウェイハッチがシアーラインより下方に及んでいる場合、以下を満足

しなくてはならない 

 

      ａ） コックピットが後方で開放している艇には認められない。（3.0９.６参照） ＃＃ 
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      ｂ） シアーラインのレベルまでせき止められるようになっていなければならない。この

せき止めの装置（例えばウオッシュボード）が使われている場合でも、このコンパニ

オンウェイは艇内への出入りが可能でなければならない。 

＃＃ 

３．０８．４ コンパニオンウェイハッチは以下を満足しなくてはならない  

      ａ） 強固に締め切っておく装置で、転覆の際において、艇外からも艇内からも操作でき

るものである事。 

＃＃ 

      ｂ） 何らかの固定装置を持つ事 ＃＃ 

       ⅰ ハッチが開閉のどちらの場合であってもその位置にしっかりと保持できなければな

らない。 

＃＃ 

       ⅱ ハッチは使用中でも使用中でなくても、艇外に流出の恐がないように、レース期間

中はラニヤードなどで艇体に連結していなくてはならない 

＃＃ 

       ⅲ 転覆の際には船内から外部への出口にならなければならない。 ＃＃ 

３．０９ コックピット ＩＳＯ１１８１２に注意事項の記載あり  

３．０９．１ コックピットは構造的に堅牢で、あらゆるヒール角度で速やかに自然排水（セルフド

レーニング）ができ、艇体の部分として、恒久的に一体でなければならない。 

＃＃ 

３．０９．２ コックピットは完全に水密でなければならない。即ち、コックピットの艇体の開口部

は、すべて強固にしっかりと締め切ることができなければならない。 

＃＃ 

３．０９．３ ビルジポンプはコックピット排水管に接続してはならない。  

コックピット排水管の最小サイズに付いては3.０９．８参照 

＃＃ 

３．０９．４ コックピットの床はＬＷＬより２％ＬＷＬ以上、上方になければ 

ならない。（ＩＭＳヨットで１／０３以前に進水のヨットは少なくとも２％Ｌ以上ＬＷＬより

上方になくてはならない。） 

＃＃ 

３．０９．５ バウ、側面、中央、スターンのいかなるウェル（凹部）も３．０９に規定するコックピッ

トと見做される。 

＃＃ 

３．０９．６ コックピットが船尾へ開口している場合 後方開口部の面積は、コックピット最大深

さ×コックピット最大幅の５０％より小さくてはならない。 

＃＃ 

３．０９．７  コックピット容積  

  

 

               表５ 

 

最も早いエージ／ 

シリーズデート 

詳細 レース 

テゴリー 

４／９２以前 もっとも低いコーミングより下にあるすべてのコックピットの合計全容

積は６％× ＬＷＬ×Ｂ×ＦＡすなわち（水線長×最大幅×コックピッ

トに平行するフリーボード高さの６％）を超えてはならない。 

ＭｏＭｕ０，１

４／９２以前 もっとも低いコーミングより下にあるすべてのコックピットの合計全容

積は９％×ＬＷＬ×Ｂ×ＦＡすなわち（水線長×最大幅×コックピット

に平行するフリーボード高さの９％）超えてはならない。 

ＭｏＭｕ 

２、３，４ 
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４／９２以降 上記の各カテゴリーの規定を適用する。ただし最低コーミングの決

定に当たっては、ＦＡステーションより後方のものは対象としない。ま

た、ワーキングデッキより後方に延長されたコックピットの部分はコッ

クピット容積の計算に使用してはならない。 

＃＃ 

      注：ＩＭＳレーティングのヨットはＬＷＬ、最大船幅、×コックピットに平行するフリーボード高さの代わりに、ＩＭＳレ

ーティングルールに規定されているＬ、Ｂ、ＦＡを使う。 

３．０９．８ コックピット排水                                     

３．０９．１参照 コックピット排水口の断面積の総和（ゴミ取り網がある場合はその

後ろ部分）は以下のとおりでなくてはならない 

＃＃ 

      ａ） 最も早いエージ／シリーズデート１／７２以前のヨット、あるいはＬＯＡ８.５m（２８ｆ）

以下のヨットには、２×直径２５mm（１インチ）または相当サイズで障害のない開口 

＃＃ 

      ｂ）  最も早いエージ／シリーズデート１／７２以降のヨットは、４×直径２０mm（３／４イン

チ）または相当サイズで障害のない開口 

＃＃ 

      ｃ） ＪＳＡＦではコックピット後端部に開閉式蓋を持つ場合は、蓋と艇体との隙間を上記

ａ）ｂ）における開口とみなす。 

＃＃ 

 

３．１０ シーコックまたはバルブ 

喫水線（ＬＷＬではなくなった）より下部の船底開口部にはすべてシーコックまたは

バルブを取付けなければならない。ただし必要なデッキスカッパー、スピードメー

ター、測深計等の開口部は、必要に応じてその穴をふさぐ手段が準備されていれ

ばよい。 

＃＃ 

３．１１ シートウィンチ 

シートウィンチは、これを操作する人が、実質的にデッキより下に入らないと操作で

きないように取付けてはならない。 

＃＃ 

３．１２ マストステップ 

キール上にステップのあるマストの下端は、マストステップまたは付近の構造物に

固着されていること。 

＃＃ 

 

３．１３ 水密バルクヘッド 

マルティハルではＳＲ３．０５も参照のこと 

Ｍｕ０１２３４ 

３．１３．１ ヨットのハルにはバウからＬＯＡの１５％以内でＬＷＬの先端より後方の位置に水密

の「クラッシュ」バルクヘッドが設置してあるか、ハルのＬＯＡの前方３０％が独立気

泡の発泡浮力材で恒久的に満たされていること。 

Ｍｏ０ 

Ｍｕ０１２３４ 

３．１３．２ 要求されるどの水密バルクヘッドも水圧に対して強固に製造されていて、隣接する

水密区画へいかなる水漏れもあってはならない。 

Ｍｏ０ 

Ｍｕ０１２３４ 

３．１３．３ ヨットには船体のＬＯＡの船首、船尾から１５％以内にある全てのバルクヘッドに加

えて、少なくとも２つの横方向の主要な水密バルクヘッドがあること。 

Ｍｏ０ 

３．１３．４ 点検の為あるいは排水ポンプ操作の為の外部デッキへの出口はハルの横断面を

バルクヘッドで仕切っている全ての水密構造の区画に対し必要。なお一番端のク

ラッシュ区画については外部デッキへの出入り口は不用。 

 

Ｍｏ０ 
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３．１３．５ 全ての水密バルクヘッドにはアクセスハッチが用意されていること。（「クラッシュ」

バルクヘッドは除く）また１／０３以降に進水したヨットではアクセスハッチには恒久

的に取り付けられた締まり金物が設置されていること。 

Ｍｏ０ 

      ａ） 水密バルクヘッドのアクセスハッチには恒久的に取り付けられた締まり金物が設

置されていることが望ましい。 

Ｍｏ０ 

      ｂ） アクセスハッチは５秒以内でしっかりと締め切ることができることが望ましい。 Ｍｏ０ 

３．１３．６ 以下のことが強く推奨される。 Ｍｏ０ 

      ａ） スターンに最端部の「クラッシュ」バルクヘッドが設置されていること。もし実用に問

題がないなら、スターンのクラッシュバルクヘッドはラダー軸の前にあることが好ま

しい 

Ｍｏ０ 

      ｂ） いかなる主要な区画の一つがが冠水した場合でも、デッキへ直接アクセスできる

ドライな区画の中でクルー全員に２週間分の食物と場所の提供が可能であること。 

Ｍｏ０ 

      ｃ） それぞれの水密区画の間の区画には船体内の区画外から操作できる手動式排水

手段を持つこと。 

Ｍｏ０ 

３．１４ パルピット、スタンション、ライフライン、  

注意事項がＩＳＯ１５０８５に記載されている。 

 

３．１４．１ マルチハル艇の特有な設計によりライフライン、スタンションおよびパルピットに関

する特別規定をそのまま適用するのは実際的ではない場合は、落水の危険を最

小限にするという目的に沿って、モノハル艇の特別規定に可能な限り近づけるこ

と。 

Ｍｕ０１２３４ 

３．１４．２ 特別規定に規定されるライフラインはピンと張られたものでなくてはならない。 ＃＃ 

      ａ） 目安としては支持点の中間点で５０Ｎ（５．１Ｋｇ，11.2lbf）の力を 

かけても５０ｍｍ以上は変形しないこと。 

＃＃ 

3.14．3 以下のことが装備されていなくてはならない。           ＃＃ 

      ａ） バウパルピットは垂直の高さと開口に関して表７を満足していなくてはならない。 

バウパルピットは開いていてよいがそのパルピット間と艇体のいかなる部分でも 

開口は 360ｍｍ（14,2ｉｎ）より大きくてはならない。 

（この要求は360ｍｍの円をその開口にあてて確認できる）英文原文には概念図

（省略）がある。 

Ｍo０１２３４ 

 

 

      ｂ） スターンパルピット（スターンパルピットに代わって表７を満足するように適切に配

置されたライフラインでもよい）が設置されていること。 

Ｍo０１２３４ 

      ｃ） ライフラインはスタンションで支持され、パルピットと共にワーキングデッキの周囲

を囲むように人間の落水防止に効果的な連続した囲いを形成しなくてはならない。

ライフラインは恒久的に2.20ｍ（86.6ｉｎ）を超えない間隔で支持され、支持している

スタンションの外側を通ってはならない。 

＃＃ 

      ｄ） パルピットのアッパーレールは、ワーキングデッキ上で表７に示される上段のライフ

ライン以上の高さを有すること。 

＃＃ 

      ｅ） バウパルピットの上段のレールは開閉できるものでも良いがレース中は確実に閉

じていなければならない 

＃＃ 
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      ｆ） パルピットとスタンションは恒久的に取り付けられていなくてはならない。ソケットや

スタッドがある場合は、これらは通しボルト、接着、または熔接によらなければなら

ない。これらに取り付けるパルピットおよびスタンションはライフラインがなくても機

械的に保持できるように装着されなければならない。ソケットやスタッドがない場合

は、パルピットとスタンションの固着は通しボルト、接着、または熔接によらなけれ

ばならない。 

＃＃ 

      ｇ） パルピットとスタンションの基部は最大船幅の５％または１５０mm(6in)の大きい方

の数値以上に、ワーキングデッキの端より内側に取付けてはならない 

＃＃ 

      ｈ） スタンションの基部はワーキングデッキより外側に取付けてはならない。このルー

ルの意図では、スタンションやパルピットの基部にはスタンションやパルピットのチ

ューブがぴったりはいるスリーブやソケットは含むがハルやデッキに取り付けられ

るベースプレートは含まない。 

＃＃ 

      ｉ） ライフラインによる完結する囲みがワーキングデッキにあるスタンションとパルピッ

ト基部によって完全に支えられているという条件があれば、ライフライン端部と端部

支柱はワーキングデッキより後方の船体に固定してもよい。 

＃＃ 

      ｊ） ライフラインは必ずしもバウパルピットに固定されなくてもよいが、その場合ライフ

ラインは十分強度のあるスタンションを通すか、それに固定されてバウパルピット

の内側にオーバーラップしなければならない。この場合上段のライフラインとパル

ピットの間隔は１５０mm（６in）を越えてはならない。 

＃＃ 

      ｋ） スタンションは下記の場合を除きまっすぐで垂直でなければならない。 ＃＃ 

       ⅰ デッキより上方５０mm（２in）以内では、スタンションがデッキまたはベースから出た

所からの水平移動距離が１０mm (3/8in)以下であること。 

＃＃ 

       ⅱ スタンションはデッキより５０mm(2in)以上の上方でのどんな点でも垂直より傾きは

１０°以下であること。 

＃＃ 

ｌ） デザインはＩＳＯ１５０８５にも適合させることを強く推奨する  

３．１４．４ マルチハルヨットにおけるパルピット、スタンション、ライフラインの規定  

以下の規定に適合していること 

 

      ａ） トリマランにおいては、バウパルピットに繋がるライフラインはスタンションによって

支えられメインハルを一周していること。このライフラインはネットやメインハルのア

ウトボード用のクロスビームによって、途切れていてもかまわない。 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｂ） トリマランにおいてはネットがメインハルのバウパルピットのベースに繋げられてい

る場合には、パルピットの頂点からクロスビームの中間点かその外側まで伸びる

追加のライフラインをつけること。 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｃ） トリマランのアウトリガー上の主操舵もしくは非常用の操舵の位置は、コックピット

があるかないかに関係なく、操舵位置を中心とする直径３ｍの範囲でライフライン

で保護されていなければならない（この測定にはライフラインはぴんとはられてい

て、曲がった状態で計ってはならない。） 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｄ） カタマランにおいてはそれぞれのハルにはライフラインをバウからスターンまで装

備し、加えて横方向のライフラインを装備することにより落水防止のためにワーキ

Ｍｕ０１２３４ 
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ングエリヤを囲んで連続した有効な柵を形成すること。                   

前方または後方クロスビームを持たないカタマランはネットの前後両端に横方向

のライフラインを装備すること。これらのライフラインはバウとスターンのパルピット

か艇体上部主要構造部に取り付けること。帯状織物、革帯、またはロープ（最小径

６ｍｍ）で２つのライフラインとネットをジグザグに結ぶようにすること。 

３．１４．５ ライフラインの高さ、垂直方向の開口寸法、本数  

                     

         表７ 

ＬＯＡ 最も早いｴｰｼﾞ

/ｼﾘｰｽﾃﾞｰﾄ 

最低基準  

８.５m（２８ft）

未満 

1/92前 ライフラインは、ワーキングデッキより４５０mm（１８in）以上の

高さで１本タイトに張られていること。ライフラインの垂直方向

の開口寸法は５６０mm（２２in）を越えてはいけない。 

ＪＳＡＦでは中間ライフラインの装備を推奨する。   

＃＃ 

８.５m（２８ft）

未満 

1/92以降 上記の仕様に加えて、中間のライフラインがある場合を除き、

垂直方向の開口は３８０mm（１５in）を越えてはならない。 

＃＃ 

８.５m（２８in）

以上 

1/93前 ライフラインは２段でタイトに張られていること。上段はワーキ

ングデッキより６００mm（２４in）以上の高さであること。ライフラ

インの垂直方向の開口は５６０ｍｍ（２２in）を越えてはらない。 

＃＃ 

８.５m（２８f ）

以上 

1/93以降 上記のの仕様に加えて、ライフラインの垂直方向の開口は３８

０ｍｍ（１５in）を越えてはならない。 

＃＃ 

全て 全て 中間のライフラインがあるヨットは、中間のライフラインはワー

キングデッキより２３０mm（９in）より低くてはいけない. 

＃＃ 

 

 

３．１４．６ ライフラインの最小直径、要求される材質、仕様  

      ａ） ライフラインはステンレスの撚り線で次の表 8 に規定 

される太さでなければならない。ライフラインはコーティングなしであること。また、

ぴったりとフィットしたスリーブ（鞘管）を使用してはならない。 

＃＃ 

 上記の３．１４．６（ａ）にかかわらず、時おりにスリーブを使用することはかまわな

いが定期的に点検のために取はずさなくてはならない。 

＃＃ 

      ｂ） ３１６グレードのステンレスワイヤーを推奨する。 ＃＃ 

      ｃ） ライフラインをしっかりと張るために合成繊維のきつく張ったロープをラニヤードと

して使ってもよいが、その場合ラニヤードによる部分の長さは１００mm（４in）を越

えてはならない。このラニヤードは少なくとも年１回取り替えること。 

＃＃ 

      ｄ） ライフラインの囲みを構成するすべてのワイヤー、附属品、固定点及びラニヤー

ドはすべての場所で、少なくともライフラインのワイヤーに必要な破壊強度を持つ

こと 

＃＃ 
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            表８                

ＬＯＡ 最小直径  

8.5m(28ft)未満 3mm(1/8 in ) ＃＃ 

8.5m-13m 4mm(5/32 in ) ＃＃ 

13m(43ft)以上 5mm(3/16 in ) ＃＃ 

           

 

３．１４．７ パルピット、スタンション、ライフラインの材質の規定 ＃＃ 

 

表９ 

最も早いｴｰｼﾞ/ 

ｼﾘｰｽﾞﾃﾞｰﾄ 

詳細  

1/87以前 スタンション、パルピットライフラインの材質にはカーボンファイバーは推奨

しない。 

＃＃ 

1/８８以降 スタンション、パルピット、ライフラインの材質はカーボンファイバー製であ

ってはならない。 

＃＃ 

 

３．１５ マルチハル ネット、トランポリン  

３．１５．１ ネットという言葉はトランポリンと読み替えらることができる。              Ｍｕ０１２３４ 

        ネットは以下の条件を満たさなければならない Ｍｕ０１２３４ 

      ａ） 実質的に水平である事 Ｍｕ０１２３４ 

      ｂ） ネットは耐久性があり、水を通す織物か、穴の大きさが全方向に５．０８ｃｍ（２イン

チ）より大きくない網目状の織物であること。連結部分はすり切れないよう計画する

こと。ネットとヨットとの結合部は足を引っ掛ける危険性の無いようにすること。 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｃ） ネットは横および縦方向の支持索の上に規則的な間隔を置いてしっかりと固定さ

れていること。またはボルトロープにきれいに縫い合わされていること。 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｄ） ネットは海上で通常に活動している状況の時だけでなくヨットが転覆して逆さまの

状態の時でも全クルーの体重を持ちこたえられる物であること。 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｅ） ネットを結びつけるのに使われるラインは１本ごと独立し、１本のラインについて４

カ所以上の艇体への固定点を持たないことを推奨する。 

Ｍｕ０１２３４ 

３．１５．２ クロスビーム２本のトリマラン  

      ａ） クロスビームを２本持つトリマランは中央胴体の両側にネットがあり、次の部分をカ

バーすること  

 

      ｂ） クロスビームと中央胴体とアウトリガーで作られる長方形 Ｍｕ０１２３４ 

      ｃ） 中央パルピットの後端と前方クロスビームの中間点、クロスビームと中央胴体の交

点で作るそれぞれ二つの三角形 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｄ） コックピットの最後部あるいはステアリングポジション（どちらか後ろに位置する

方）、後方クロスビームの中間点、後方クロスビームと中央胴体の交点で作るそれ

ぞれ二つの三角形 

Ｍｕ０１２３４ 
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      ｅ） ３．１５．２．ｄの要求は、コックピットコーミングもしくはライフラインがあって、それが

表７の最小高さの要求を満たしている場合は除く 

Ｍｕ０１２３４ 

３．１５．３ クロスビーム１本のトリマラン  

      ａ） クロスビーム１本のトリマランは中央胴体とアウトリガーの間の部分にネットを持つ

こと 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｂ） クロスビームとアウトリガーの交点から中央胴体のパルピットの後端と中央胴体の

コックピットの最後部あるいはステアリングポジション（どちらか後ろに位置する方）

の２点を結ぶ直線で作る、中央胴体左右の２つの三角形 

Ｍｕ０１２３４ 

３．１６ カタマラン  

      ａ） カタマランではネットの表面には全体として次のような制限がある。 Ｍｕ０１２３４ 

      ｂ） 横方向はともにハルまで。 Ｍｕ０１２３４ 

      ｃ） 縦方向はフォアステーの基部の位置を艇軸に対して横断する位置から、ブームが

中央にある場合のブームの最後端の位置まで。中央胴体が水面上に位置するカ

タマランはトリマランの規定を満足すること 

Ｍｕ０１２３４ 

３．１７ トーレールあるいは足止め  

３．１７．１  艤装品の取付け部を除き、マストから前側のフォアデッキの周囲には高さ１イン

チ（２５ミリ）以上のトーレールを恒久的に取付けなければならない。取付け位置

は、ワーキングデッキの端よりその場所の船幅の半分の1/3より内側にあってはな

らない。 

Ｍｏ０１２３ 

３．１７．２ 下記も適用する Ｍｏ０１２３ 

       

             

 表１０ 

ＬＯＡ 最も早いｼﾘｰｽﾞ 

/ ｴｰｼﾞﾃﾞｰ

ﾄ 

最低基準  

全て Ⅰ/８１前 ２０mm（３／４in）以上のトーレールで認められる   Ｍｏ０１２３

全て 1/93前 トーレールの代わりに２５mm（１in）以上５０mm（２in）以

下の高さのライフラインを追加してもよい（ただし中間の

ライフラインに数えることはできない） 

Ｍｏ０１２３

全て 1/94以降 トーレールはスタンション取り付けベースの垂直軸にで

きるだけ近づけて設置しなければならないが、その場所

の船幅の半分の1/3より内側にあってはならない。 

Ｍｏ０１２３

 

３．１８ トイレット  

３．１８．１ 恒久的に取付けられたトイレット。                           ＭｏＭｕ０１２ 

３．１８．２ 恒久的に取付けられたトイレットまたはそれように使えるバケツ ＭｏＭｕ３４ 

３．１９ 寝台（バンク）  

３．１９．１ 寝台は恒久的に取付けられたもので、申告された乗員おのおの１個あてあること   ＭｏＭｕ０ 
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３．１９．２ 恒久的に取付けられた寝台 ＭｏＭｕ１２３４

３．２０ 炊事用装備  

３．２０．１ 炊事用ストーブは恒久的に取り付けられた物、もしくは安全強固に取付けられたも

ので、安全にその場に行けて、航海中に安全に操作できる燃料閉止装置を有する

ものものであること。   

ＭｏＭｕ０１２３

３．２１ 飲料水タンク及び飲料水 ＭｏＭｕ０１２３

３．２１．１ 飲料水タンク ＭｏＭｕ０１２３

      ａ） ヨットは恒久的に取付けられた水を供給するポンプ及び水タンクを備えること。水

タンクは：  

ＭｏＭｕ０１２３

       ⅰ 少なくとも3区画に分割して水を供給できる                       ＭｏＭｕ０ 

       ⅱ 少なくとも2区画に分割して水を供給できる                       ＭｏＭｕ１ 

３．２１．２ 飲料水  

       ａ） ヨットは一人当たり１日３リッターの飲料水を想定される航海の期間中供給するの

に必要な装置をもつこと。（これには造水器と水の入ったタンクを含む） 

ＭｏＭｕ０ 

３．２１．３ 非常用飲料水                                          ＭｏＭｕ０１２３

      ａ） 専用に定められて、封印されている１つか複数の容器に入った少なくとも９リットル

（２英ガロン、２.４米ガロン）の非常用飲料水を用意すること。ＪＳＡＦでは使用者が

補給後再封印することも可とする。 

ＭｏＭｕ０１２３

      ｂ） 動力式の造水器がない場合、想定される航海期間中一人当たり１日１リットルを供

給するのに必要な量のの飲料水を二つ以上の容器に入れて用意すること。 

ＭｏＭｕ０ 

      ｃ） 動力式の造水器を搭載している場合、想定される航海期間中一人当たり１日５００

ｍｌを供給するのに必要な量の飲料水を二つ以上の容器に入れて用意すること 

ＭｏＭｕ０ 

      ｄ） マストが倒れた場合も含めて、飲料用に雨水を集める装置を用意すること ＭｏＭｕ０ 

      ｅ） すべての飲料水と脱塩装置は転覆時にも容易に手が届くように配置すること Ｍｕ０ 

３．２２ ハンドホールド  

乗員が海上で安全に移動できるようにデッキ下にハンドホールドが適切に設置さ

れていること。 

ハンドホールドは破断することなく横方向の１５００Ｎの力に耐えなければならな

い。 

ＩＳＯ１５０８５に注意が記載されている 

＃＃ 

３．２３ ビルジポンプ及びバケツ  

３．２３．１ コックピット後部が艇外へ開口していない艇は、ビルジポンプからコックピットに排

水してはならない。 

＃＃ 

３．２３．２ ビルジポンプはコックピット排水管と接続してはならない。（3.0９．１） ＃＃ 

３．２３．３ ビルジポンプとそのごみ取り装置はその補修や詰まったくずを取り除く為、容易に

到達しやすい所になければならない 

＃＃ 

３．２３．４ ビルジポンプに恒久的に固定されたハンドル以外のハンドルは、ラニヤードまたは

固定装置あるいはそれらに類する方法で、不測の紛失を避けられるようになって

いなくてはならない。 

＃＃ 
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３．２３．５ 以下の装備がなされていること  

      ａ） 恒久的に取り付けられた２個の手動ビルジポンプで、１台はデッキ上で、もう１台は

デッキ下で操作できるように設置すること。各々のビルジポンプは、コックピットシ

ート、ハッチ、及びコンパニオンウェイをすべて閉じた状態で使用できなければな

らない。このポンプには２つのポンプを同時に働かせても充分な排水容量を持つ

排水管（一本または複数）が恒久的に取り付けられていなくてはならない。 

Ｍｏ０１２ 

      ｂ） 手動のビルジポンプが１個デッキ上かデッキ下に恒久的に取り付けられ、コックピ

ットシート、ハッチ、及びコンパニオンウェイをすべて閉じた状態で使用できなけれ

ばならない。ビルジポンプは恒久的に取り付けられた排水管に接続されていなくて

はならない。 

Ｍｕ０１２ 

      ｃ） マルチハルの艇体は全ての水密区画からポンプで水をくみだせる用意がなくては

ならない（不浸透性の浮力体で満たされている場合は除く） 

Ｍｕ０１２３４ 

      ｄ） 恒久的に取り付けられた手動のビルジポンプ１台がコックピットシート、ハッチ及び

コンパニオンウェイをすべて閉めた状態で使用できなくてはならない。 

Ｍｏ３ 

      ｅ） 手動のビルジポンプ１台                                    Ｍｏ４ 

      ｆ） ２個の少なくとも９リットル（２英ガロン、２.４米ガロン）以上の容量のある頑丈な作り

のバケツ。各々ラニヤードを付けること  

＃＃ 

３．２４ コンパス  

３．２４．１ 以下のものを装備しなければならない  

      ａ） コンパスは磁気型のマリンタイプで艇の電源から独立して作動するもの。船体に正

しく取付けられており、自差カードで修正済みであること。 そして 

＃＃ 

      ｂ） 手持ちのコンパス１台                 ＭｏＭｕ０１２３

３．２５ ハリヤード  

マストは各々セールを上げることのできる２本以上のハリヤードを持たなくてはなら

ない。 

＃＃ 

３．２６ バウフェアリード  

閉じた形式か閉じることが可能な形式のもの、そしてクリートもしくは固定装置を持

ち曳航に適したものであること。  

Ｍｏ０ 

３．２７   航海灯（２．０３，３参照のこと）  

３．２７．１ 航海灯はセールや艇のヒールによって隠されない位置に取付けられていること。 ＃＃ 

３．２７．２ 航海灯はデッキレベルより下に取付けてはならない。また、上段のライフラインの

直下くらいが望ましい。 

＃＃ 

３．２７．３ 航海灯の明るさの基準          ＃＃ 

    

             表１１ 

ＬＯＡ 航海灯の中の電球の明るさの最低基準ガイド  

１２m（39.4ft）未満 １０ワット ＃＃ 

１２m（39.4ft）以上 ２５ワット ＃＃ 
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３．２７．４ 上記３．２７．３にある航海灯の最低基準と同等である予備航海灯を搭載すること。

それは通常の航海灯用のものと電源および配線は分離していなくてはならない。 

ＭｏＭｕ０１２３

      ａ） 航海灯がマストトップと上段のライフラインの直下の2箇所にあり、２バッテリーの

切り替え式電源の場合は可とする。（太字はＪＳＡＦ規定） 

ＭｏＭｕ３４ 

３．２７．５ 航海灯の予備電球を持つこと。航海灯が電球によらないものの場合はそれに適当

なスペア―を持たなければならない。 

＃＃ 

３．２８ エンジンと発電機と燃料  

３．２８．１ しっかりとカバーされた推進用インボードエンジンを 

装備し、恒久的に取り付けられた排気系統、燃料系統 

及び燃料タンクを装備しなければならない。 

Ｍｏ０１２ 

Ｍｕ０ 

３．２８．１．１ 上記３・２８・１に適合する推進エンジンを装備するか、船外機で付属する燃料タン

クと燃料供給システムを持ち、全て強固に固定されたものを装備しなくてはならな

い。 

Ｍｏ３４ 

３．２８．２  ３．２８．１に適合する推進エンジンを装備するか、 

ＬＯＡ１２ｍ（３９．４ｆｔ）未満のマルティハル艇においては、上記か燃料タンク、燃料

系統システムを恒久的に装備された船外機を装備しなくてはならない。 

Ｍｕ１２３４ 

      ａ） 電源用の独立した発電機の設置は任意であるが、装備する場合は恒久的に装備

されたものであり、しっかりとカバーをされ恒久的に装備された排気系統、燃料タン

ク、燃料系統システムを持たなくてはならない。この発電機は３．２８．３（ｃ）と（ｅ）に

適合しなくてはならない 

ＭｏＭｕ０１２３

３．２８．３ 推進用エンジンについて特別規定で要求されるものは以下のとおり  

      ａ） 最低（１．８×√ＬＷＬ（ｍ））ノット、もしくは（√ＬＷＬ 

（ｆｔ））ノットの艇速を出せること。                             

ＭｏＭｕ０１２３

      ｂ） レース公示に規定される最低量の燃料の搭載が規定されない場合には、レース期

間中のバッテリーチャージをまかなえ、上記最低スピードで８時間以上の機走が出

来る燃料を搭載する事。 

ＭｏＭｕ０１２３

      ｃ） 荒天による影響から適切に保護されている事 ＭｏＭｕ０１２３

      ｄ） 電気的始動が唯一のエンジンスタート方法である場合、独立したバッテリーを持た

なければならない。このバッテリーはエンジンスタートの目的が優先される。 

ＭｏＭｕ０１２３

      ｅ） それぞれの燃料タンクは燃料閉鎖バルブを持たなければならない。また内部に恒

久的に設置された内張りや裏打ちが無い限りフレキシブルタンクを燃料タンクとし

て使用してはならない。 

ＭｏＭｕ０１２３

３．２８．４ バッテリー  

      ａ） 搭載されたすべての充電型のバッテリーは電解液が漏れる恐れのないシールドタ

イプとすること。搭載されたその他のタイプのバッテリーに関してはその使用期限

を考慮して２００６年１月現在その使用を認めるがそれらは可及的速やかにシール

ドバッテリーに取り替えられることを強く推奨する。ＳＲ３．２８．４（ｂ）参照 

ＭｏＭｕ０ 

      ｂ） シールドタイプのバッテリーを装備することを強く推奨する。ただしこの場合は当該

バッテリーに適合する充電装置の仕様を製造会社が明確にすることが望まれる 

ＭｏＭｕ１２３ 
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３．２９ 船舶用無線、ＥＰＦＳ（Ｅlectronic Ｐosition-Ｆixing Ｓystem）、ＲＡＤＥＲ、ＡＩＳ（Ａ

utomatic Ｉdentification Ｓystem） 

現在の特別規定を使用する間はＧＭＤＳＳやＤＳＣの規定は小型船舶には搭載義

務品とはならないが、艇の責任者は新しい通信設備を準備する際にはこれらを含

んだ機器を考慮することを推奨する。 

ＭｏＭｕ０１２３

３．２９．１  次ぎの項目は搭載しなければならない ＭｏＭｕ０１２３

      ａ） 船舶用無線送受信機（レース公示に規定される場合にはサットコムの端子付）そし

て 

ＭｏＭｕ０１２３

       ⅰ 常用アンテナがマストに装着されている場合は他の非常用アンテナを持つ事 ＭｏＭｕ０１２３

      ｂ） 船舶用無線送受信機がＶＨＦの場合は。 ＭｏＭｕ０１２３

       ⅰ 

       ⅱ 

 

       ⅲ 

２５Ｗの出力を持つこと 

マストヘッドアンテナを持ち、等価損失が４０％以下の同軸ケーブルを装備するこ

と 

以下のタイプと長さの同軸ケーブルが３．２９．１（ｂ）ⅱに適合する。 

（ａ）15ｍ（50ｆ）まで―タイプＲＧ８Ｘ（mini8）、 

（ｂ）15-28ｍ（50-90ｆ）―タイプＲＧ８Ｕ、 

（ｃ）28-43ｍ(90-140ｆ)―タイプ 9913Ｆ（適合するコネクターを使用のこと、ＵＳサプ

ライヤーＢelden から入手可能）、 

（ｄ）43-70ｍ（140-230ｆ）―タイプＬＭＲ600（特製コネクターを使用のこと、ＵＳサプ

ライヤーＴimes Ｍicrowave から入手可能） 

以下の日本国内同等品も可とする。 

ＲＧ８Ｘ  ＝３Ｄ－２Ｖ    ＲＧ８Ｕ  ＝５Ｄ－２Ｖ   ９９１３Ｆ ＝１０Ｄ－２Ｖ 

ＬＭＲ６００＝ｘｘ６００  

 以上ＪＳＡＦ参考 

ＭｏＭｕ０１２３

       ⅳ ７２チャンネルを備えること。（このチャンネルは国際的に船間波として用いられ、こ

のチャンネルをヨットが日常的に使用することによって、すべての外洋レーシングヨ

ットが世界中で用いることのできるヨット間のチャンネルとして認められる様にな

る。）ＪＳＡＦでは７４（海岸局加入の場合）、７１チャンネルを追加する 

ＭｏＭｕ０１２３

       ⅴ ３．２９．１ ｂ）にもかかわらずカテゴリー０のレースに参加しているヨットは３．２９．１ 

ｂ）ⅰとⅱに適合し、すべての国際チャンネルとすべてのＵＳ舶用チャンネルをカバ

ーしＩＴＵ（国際電話通信連盟）のクラスＤに適合する船舶用ＶＨＦのＤＳＣ（デジタル

選択呼出し）を装備すること 

ＭｏＭｕ０ 

      ｃ） 内部電池式で、水密タイプか防水カバーを持った少なくとも２個のハンディータイプ

の衛星電話装置を持つこと。使用していない状態のときはグラブバッグに収納して

あること（４．２１参照） 

 

ＭｏＭｕ０ 

      ｄ） 水密タイプか防水カバーを持った、少なくとも２個以上のハンディータイプ舶用ＶＨ

Ｆトランシーバーでそれぞれが５ｗ以上の出力のものを持つこと。使用していない

状態のときはグラブバッグに収納してあること（４．２１参照） 

ＭｏＭｕ０ 
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      ｅ） 水密タイプか防水カバーを持った、ハンディータイプの舶用ＶＨＦトランシーバーを

持つこと。使用していない状態のときはグラブバッグか緊急用コンテナーにに収納

してあること（４．２１参照） 

Ｍｏ１Ｍｕ１２３

４ 

 

      ｆ） 主たる舶用通信装置から独立したラジオで、気象通報が受けられるものを装備す

ること 

＃＃ 

      ｇ） １２１．５ＭＨｚを含む一つ以上の航空用周波数を運用できる防水でハンディータイ

プの無線通信装置の装備を強く推奨する。全てのＳＡＲ（海難救助）の航空機が船

舶用ＶＨＦを持つとは限らないので、これによりヨットと海難救助の航空機との交信

が可能になる。使用していない状態のときはグラブバッグに収納してあること（４．２

１参照） 

ＭｏＭｕ０ 

      ｈ） すべての乗員が適切な個人用ユニットを携帯しているので（５．０７参照）、落水者

救助用にＰＬＢ（個人用位置確定ビーコン）かＥＰＩＲＢの方位を確定するための１２

１．５ＭＨｚで使用するＤ／Ｆ（方向探知機）を装備すること                 

ＭｏＭｕ０ 

      ｉ） ＥＰＦＳ（Ｅlectronic Ｐosition-Ｆixing Ｓystem）（たとえばＧＰＳ）を装備すること ＭｏＭｕ０１２３

      ｊ） スタンダードＣの衛星端末（ＧＭＤＳＳ）を恒久的に装備し、レース期間中は常に電

源を入れておくこと。レース委員会が名簿の管理を行輪なければならない。 

ＭｏＭｕ０ 

      ｋ） 中波/短波の舶用ＳＳＢ通信機（ＧＭＤＳＳ/ＤＳＣ）で、１２５Ｗ以上の送信出力と1.6

から29.9ＭＨｚの周波数帯域を持ち、常設のアンテナとアースを持つものを装備す

ること 

ＭｏＭｕ０ 

      ｌ） 少なくとも４ｋＷ以上のＰＥＰで水面から７メートル以上の高さに装備されたアンテナ

を持つレーダーを恒久的に装備すること。レーダーアンテナは直径５３３ｍｍ 

以上であること。レーダーはヨットがヒールしたときでもアンテナが本質的に水平で

あるように設置すること。１/０６以前に装備されたレーダー装置の場合は３．２９ 

Ｌ）の規定の内容に可能な限り近づけること 

ＭｏＭｕ０ 

      ｍ） クラスＡのＡＩＳを装備すること ＭｏＭｕ０ 

      n） 日本においては、３．２９．１にかかわらず、通話可能な範囲のレースにおいては

VHFに代わって携帯電話を認める。携帯電話は 

ⅰ）艇のバッテリーないしはその他の方法で充電出来る事もしくは予備バッテリー

を持っていること。           

ⅱ）専用のポリウレタンなどの水密ケースを備える事 

ⅲ）可能な限り外部アンテナを持つ事  

 

ＭｏＭｕ３ 

３．２９．２ ヨットは能動型、受動型を問わずリフレクター（反射器）を装備していない場合は、

船舶用レーダーによる捜査や追跡の対象となることを覚悟していなくてはならない 

＃＃ 

      ａ） ＡＩＳ装置（自動自己確認システム）が小型船舶を含むしかるべき船舶に搭載を義

務付けられている国々の海域においては、監視責任者の関心は強制的あるいは

切迫して法的執行を行おうとしている 

 

＃＃ 
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第４章ーヨットの可動装備とその補充                          

（飲料水と燃料は３．21と３．28参照） 

 

４．０１ セール文字とセールナンバー  

４．０１．１ ＩＳＡＦ国際クラスおよび公認されたクラス以外のヨットはＲＲＳ７７と本ＳＲア

ペンディックスＧの要件にできるだけ近づけなくてはならない。ＮＡにより割

り当てられたセールナンバーの場合はこの限りではない。 

＃＃ 

４．０１．２ メインセールに表示されるナンバーと文字は、ナンバーのないセールがセットさ

れているときでも別の手段によって示すことができなければならない。 

＃＃ 

４．０２ 船体のマーキング（色彩表示） Ｍｏ０１Ｍｕ０１

２３４ 

４．０２．１ SAR（海難救助）による位置確定をより確実にする為  

      ａ） コーチルーフあるいはデッキで最も見やすいところに出来る限り１箇所で４㎡以

上のピンク、オレンジ、黄色の蛍光色の塗装を施すこと 

ＭｏＭｕ０ 

 

      ｂ） コーチルーフあるいはデッキで最も見やすいところに出来る限り１箇所で１㎡以

上のピンク、オレンジ、黄色の蛍光色の塗装を施すことを推奨する 

ＭｏＭｕ１ 

４．０２．２ マルティハルはぞれそれの胴体で転覆したときに見やすい船底部分に視認性

の高い色彩（たとえば蛍光色のピンク、オレンジ、黄色）の塗装を１㎡以上施す

こと 

Ｍｕ０１２３４ 

４．０２．３ 水面下のぶら下がった部分の１箇所に視認性の高い色彩の塗装を施すことを推

奨する 

ＭｏＭｕ０１ 

４．０３ 軟木の木栓 

艇体を貫通して開いている穴には、穴のサイズに適合する、柔らかい木で出来

たテーパー状の木栓を取りつけるか、ごく近くに収納する事。 

＃＃ 

４．０４ ジャックステイ、クリッピングポイント、固定されたセーフティー・ライン  

４．０４．１ 以下の要件を満たさなくてはならない  

      ａ）  ジャックステイ 

以下を満足しなくてならない 

ＭｏＭｕ０１２３ 

       ⅰ セーフティーハーネスをしっかりと取付ける場所として、艇の中心線に対して左

舷と右舷のデッキ上に、デッキを貫通するボルトもしくは溶接されたデッキプレ

ートもしくはデッキに取り付けられた強固な金具を使って常時ジャックステイを取

り付けなくてはならない  

ＭｏＭｕ０１２３ 

       ⅱ ジャックステーは１×１９のワイヤーで最小直径５mm（３／１６in）以上のステンレ

ス製かまたは同等の破断強度。を持つ帯紐からなること 

ＭｏＭｕ０１２３ 

       ⅲ ステンレスのワイヤーを使用する場合、コーティングのないもの、そしてスリーブ

に入っていないものを使用すること 

ＭｏＭｕ０１２３ 

       ⅳ 破断強度２０ｋＮ（２０４０kgf,４５００lbf）以上の帯紐を推奨する ＭｏＭｕ０１２３ 

       ⅴ マルチハルの場合には転覆の際に使用する最低２本のジャックステイを艇の底

部に装備すること 

Ｍｕ０１２３ 
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４．０４．２ クリッピングポイント 

以下を装備すること 

 

      ａ） クリッピングポイントは乗員が長時間作業する場所、例えば舵、シートウィンチ、

マストなどの近くには通しボルトか甲板に溶接で固定され、または他の適切で十

分な強度のある部分に取り付けること 

ＭｏＭｕ０１２３ 

     ａ）－１ 上記ａ）の項目を推奨する。 ＭｏＭｕ４ 

      ｂ） ジャックステイと固定されたセーフティーラインで乗員に以下のことを可能にさ

せること               

ＭｏＭｕ０１２３ 

       ⅰ デッキに上がる前にハーネスをクリップでき、デッキから降りてからクリップを外

すことができること 

ＭｏＭｕ０１２３ 

       ⅱ 乗員はクリップしたままの状態か、少なくとも最小限のつけ外しのクリップ動作で

デッキ上のワーキング位置とコックピットの間を移動できなくてはならない 

ＭｏＭｕ０１２３ 

      ｃ） ジャックステイを使わないでも、少なくとも3分の2のクルーが同時にクリップ出来

なければならない 

ＭｏＭｕ０１２３ 

      ｄ） アウトリガーにラダーがあるトリマランの場合は、乗員がハーネスを付けたまま

操舵装置に届くことができるように、デッキ艤装品や操舵装置の一部ではない

十分な数の適切なクリッピングポイントを装備すること 

Ｍｕ０１２３ 

      ｅ） 注意： Uボルト型のクリッピングポイントについては５．０２．１（ａ）参照       ＭｏＭｕ０１２３ 

４．０５ 消火器 

以下のように装備すること 

 

４．０５．１ ２個以上の消火器を各々異なる適切で取り出しやすい場所に設置すること。日

本国内においてはＪＣＩの検査を満足するものであること。 

ＪＳＡＦではボンペット相当の自動消火器は個数としては認められない。 

＃＃ 

４．０５．２ ３個以上の消火器でおのおの２ｋｇ以上の粉末式か同等のもの。そのうちの少な

くとも１個は機械スペースの出火に対応できること。 

ＭｏＭｕ０ 

４．０５．３ すべての裸火の調理器そばには消火用毛布 ＭｏＭｕ０ 

４．０６ アンカー  

４．０６．１ アンカーは下表のとおり搭載されること ＃＃ 

                                     

             表１２ 

ＬＯＡ 詳細 レースカテゴリー

すべて アンカー、アンカーチェイン、ロープの仕様は関連するクラス

ルールあるいはクラス別協会（例えばロイド、ＤＮＶ等）のルー

ルによること 

ＭｏＭｕ０ 

８.５m（２８ft）以上 即座に使用できる状態で、適当な組み合わせのロープとチェ

ーンを備えた2組のアンカーを備える事。 

MoMu123 

８.５m（２８ft）未満 即座に使用できる状態で、適当な組み合わせのロープとチェ

ーンを備えた１組のアンカーを備える事。 

MoMu123 

すべて 何時でも取り出せる１個のアンカー MoMu4 
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日本版特別規定に対しORCーSR委員長（現ＩＳＡＦ－ＳＲ）から以下の解釈を承認されている。 

ここで「即座に使用できる状態」とは、アンカーとチェーンはシャックルで繋がれている事、ロープは 

チェーンに繋がれている必要はないが、整然とコイルされている事をいう。 

４．０７  フラッシュライト  

４．０７．１ 以下を装備すること  

      ａ） 予備電池及び予備電球を持つ防水型でハイパワーのフラッシュライトかスポット

ライト 

ＭｏＭｕ０１２３ 

      ｂ） 予備電池及び予備電球を持つ防水型のフラッシュライト ＃＃ 

      ｃ） ４．０７．１（ｂ）の防水型のフラッシュライトがグラブバッグか緊急用コンテナーに

収納されていること 

Ｍｕ３４ 

      ｄ） 予備電球を持ち、デッキでもコックピットでも即座に使用できる状態の防水型の

強力かつ高機能ハンドランプ。艇の電源につながれていること 

ＭｏＭｕ０ 

４．０８ 救急マニュアル、救急キット ＃＃ 

４．０８．１ 適切な救急マニュアルを搭載のこと。             

ナショナルオーソリティーの規定がない場合は、下記の本の最新版が推奨され

る 

＃＃ 

      ａ） Ｉnternational Ｍedical Ｇuide Ｆor Ｓhips                        

(Ｗorld Ｈealth Ｏrganization Ｇeneva) 

ＭｏＭｕ０１ 

      ｂ） Ｆirst Ａid at Ｓea.  

By Douglas Justin and Ｃolin Ｂerry 

   (published by Ａdlard Ｃoles Ｎautical, Ｌondon) 

ＭｏＭｕ２３４ 

      ｃ） Ｌe Ｇuide de la medecine, a distance, 

by Ｄocteur Ｊ Ｙ Ｃhauve, (published by Ｄistance Ａssistance ＢＰ３３ Ｆ-Ｌ

a Ｂaule,cedex,Ｆrance ) 

英訳半も入手可能 

＃＃ 

      ｄ） セーリングにおける救急医療キットと対応マニュアル 福田義一    （日本セ

ーリング連盟）  

＃＃ 

      ｅ） とっさの手当てがいのちを救う（日本赤十字社） ＃＃ 

４．０８．２ 救命救急キットを用意すること ＃＃ 

４．０８．３ 救急キットは、携行している説明書のガイドラインに従った内容を持ち、必要な

医薬品を保管し、船の状況、航海の期間、乗船人員数に相応しいこと 

＃＃ 

４．０８．４ 乗員の少なくとも二人が 

乗員の少なくとも一人が、 

救急処置の有効な上級証明書を有するか同等の能力を維持し、低体温症をふ

くむ海上で起きる救急活動の実施や医学的な助言を得るための通信設備の運

用に親しんでいることが望ましい。これらのクルーはＳＲ６．０１に要求されるトレ

ーニング受けているべきである。 

ＭｏＭｕ１ 

ＭｏＭｕ２ 

４．０８．５ 乗員の少なくとも一人が救急処置や低体温症や適切な通信システムに慣れ親

しんでいること。（６．０２．７、６．０３．３，６．０３．４参照） 

＃＃ 
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４．０８．６ 医療訓練に関しては６．０５参照 ＭｏＭｕ０ 

４．０９   フォグホーン  

 フォグホーンを装備すること ＃＃ 

４．１０   レーダーリフレクター 、 

ＡＩＳ（Ａutomatic Ｉentification Ｓystem） 

本規定のレーダーリフレクターは日本国内で入手が困難であり推奨とする。従

前のものも可とする。（ＪＳＡＦ） 

 

４．１０．１ 受動型レーダーリフレクター（いかなる動力も使わないタイプ）を装備すること。 ＃＃ 

        

ａ） 

もしレーダーリフレクターが8面体であるなら、その対角線の最小長さは456ｍｍ

（18in）、８面体で無い場合は記載されたＲＣＳ（レーダー横断面）が10㎡以下で

ないこと。水面上の最小有効高さは4.0ｍ（13ft）であること。 

＃＃ 

        

ｂ） 

４・１０・１、４・１０・２と本項で規定されているパッシブ型（受動型）とアクティブ型

（能動型）装置は本来Ｘバンド（９ＧＨｚ）での使用を目的としている。 

＃＃ 

４．10．２ ヨットからの最も効果的なレーダー反射はＲＴＥ（Ｒader Ｔarget Ｅnhancer）を使

用することによって得られる。この装置は義務付けられている受動型レーダーリ

フレクターに補足して装備されることが望ましい。ＲＴＥはＩＴＵ―Ｒ１１７６の推奨

に適合する。ＲＴＥの使用を強く推奨する 

ＭｏＭｕ１２３４ 

      ａ） ＲＴＥはＩＴＵ―Ｒ１１７６にしたがって設置すること ＭｏＭｕ０ 

        

ｂ） 

受動型レーダーリフレクターの設置やＲＴＥの運用は状況に応じて責任者が決

定すること 

＃＃ 

４．１０．３ 改定されたＩＳＯ8729（改定は１/０６に進行中）に適合する受動型レーダーリフレ

クターは以前のモデルや重量５ｋｇ以内で７５０ｍｍ高さ、直径３００ｍｍの円筒

型機種よりも改善された作動を示す。ＩＳＯ８７２９が発行されたときには本ＳＲの

レーダーリフレクターに関する規定は見直され、変更される予定である 

＃＃ 

４．１０．４ Ｓバンド（３ＧＨｚ）レーダーは船舶でＸバンド（９ＧＨｚ）レーダーの予備としてよく

使われている。Ｓバンドでは従来型のリフレクターやＲＴＥはＸバンドで得られる

反射の１／10程度の感度しか得られない。 

＃＃ 

４．１１   航海装備  

４．１１．１ 海図 

航海用海図一式（電子式のみは不可）、灯台表および海図作業用具一式を装

備すること 

＃＃ 

４．１１．２ 予備の航法システム 

航海士は結果として全体的な信頼性が推測航法やＥＰＦＳ（Ｅlectronic Ｐ

osition-Ｆixing Ｓystem）のみにおかれることがないようにするために、航海装置

のバックアップとして六分儀、天測暦、計時装置あるいは十分な予備航法装置

を携行することを推奨する。（Ｖolpe Ｒeport at 

www.navcen.uscq.gov/archive/2001/Ｏct/ＦinalＲeport-v4.6.pdf参照） 

ＭｏＭｕ０１ 

４．１２   安全備品配置表   恒久的に耐水性のある材料で書かれた、基本的安全備

品に関する収納配置表を最も見やすい主船室に示しておかなくてはならない。 

＃＃ 
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４．１３   測深儀または測深索   

４．１３．１ 測深儀または測深索を装備すること ＭｏＭｕ１２３４ 

４．１３．２ 二つの互いに独立した音波探知機を装備すること ＭｏＭｕ０ 

４．１４   速度計または距離測定儀（ログ） 

速度計または距離測定儀（ログ）を装備すること 

ＭｏＭｕ０１２３ 

４．１５ 応急操舵装置  

４．１５．１ 応急操舵装置は以下に従って装備しなければならない  

      ａ） 通常使われる操舵装置が、金属で出来ていて破損する事が有り得ないと考えら

れるティラーである場合を除いて、舵軸に取付けることのできる非常用ティラー 

ＭｏＭｕ０１２３ 

      ｂ） クルーはいかなる海況のもとでも、ラダーがなくなってしまったときには、他の操

舵方法を知っていなくてはならない。そしてヨット上での有効な代替方法が最低

１つ証明されていなければならない。インスペクターはその方法を実際に行なっ

てみるように要求することができる。 

本項目は実際に行ってもらうことを推奨する。（ＪＳＡＦ） 

ＭｏＭｕ０１２３ 

 

４．１６   工具と予備部品 

静索（スタンディングリギン）を艇体から速やかに外すか切断することができる

工具を含む、工具と予備部品を用意しておかなくてはならない。 

＃＃ 

４．１７   ヨット名 

ライフジャケット、クッション、ライフブイ、ライフスリング等、浮力のある様々なも

のにはヨット名が記入されていなくてはならない。 

 

＃＃ 

４．１８    マリングレードのレトロリフレクティブ材 

ライフブイ、ライフスリング、ライフラフトおよびライフジャケットにはマリングレー

ドのレトロリフレクティブ材（回帰性平行反射材）が取り付けてあること。 

特別規定５．０４，５．０８参照 

 

＃＃ 

４．１９   ＥＰＩＲＢ  

４．１９．１  ４０６MHz EPIRBを装備する事 ＭｏＭｕ１２ 

    ａ） ２個以上の４０６ＭＨｚＥＰＩＲＢが装備されていること ＭｏＭｕ０ 

    ｂ） ４０６MHz EPIRBには内装ＧＰＳを設置していること、 

また１２１．５ＭＨｚの位置確定用発信機を装備してあることを推奨する。 

ＭｏＭｕ０１２ 

 

    ｃ） 全ての４０６MHzは適切な公的機関に正式に登録さ れなくてはならない ＭｏＭｕ０１２ 

    ｄ） ＥＰＩＲＢは設置許可がおりたときと、少なくとも年１回は製造会社の仕様に従っ

て発信試験を行わなくてはならない。 

ＭｏＭｕ０１２ 

    ｅ） ４０６ＥＰＩＲＢの登録メンバー表はレース主催者によって即使用が可能な状態で

維持されることが望ましい。 

ＭｏＭｕ０１２ 

    ｆ） 艇体放棄があった場合のあとのサルベージなどをやりやすくするために、海難

救助機関に使われていない周波数による位置通報送信装置（例えばアルゴス

のビーコンなど）の設置が考慮されるべきである。 

Ｍｕ０１２ 
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    ｇ） 121.5ＭHｚの電波は、もはや救難警報用には推奨されない。衛星系の121.5ＭH

ｚのEIPIRBはいずれなくなる予定である。121.5ＭHｚのビーコンは局地的な位置

追尾システムとして船舶搭載用Ｄ/Ｆ（方向探知機）システムや海難救助部門に

のみ今後も使用される。 

タイプＥのＥＰＩＲＢはもはや維持されておらず、ただちに撤去されるべきである。 

 

ＭｏＭｕ０１２ 

        

ｈ） 

搭載Ｄ/Ｆに関する３．２９．１（ｅ）、個人用ＥＰＩＲＢｓ（ＰＬＢｓ）に関する５．０７．１

（ｂ）を参照のこと 

ＭｏＭｕ０ 

４．２０   ライフラフト ＭｏＭｕ０１２ 

４．２０．１ ライフラフトの構造と収納備品 

本規格のものは日本国内で入手が可能となるまではＪＣＩの検査を満足するも

ので可とする。 

 

        

ａ） 

ライフラフトが１個無くなった場合や使用不能になった場合でも、乗員全員が乗

ることのできる収容能力が残っているような十分な個数のライフラフトを装備し

ていること  

         

ＭｏＭｕ０ 

        

ｂ） 

４人収容のライフラフトで手提げ型のかばんに納まるものを除き、ライフラフトは

ＳＯＬＡＳＬＳＡの１９９７規定４章かその後の版に適合すること。ＳＯＬＡＳライフ

ラフトは最低ＳＯＬＡＳ”Ａ“パックに収納されていること。      

ＭｏＭｕ０ 

４．２０．２ ライフラフトは以下の規定に適合し、乗員全員を運ぶ収容能力を持つこと ＭｏＭｕ１２ 

        

ａ） 

４．２０．１ ｂ）（ＳＯＬＡＳ）。あるいは ＭｏＭｕ１２ 

        

ｂ） 

１/０３以前に製造されたライフラフトは本ＳＲのアペンディックスＡパートⅠ（ＯＲ

Ｃ）。あるいは 

ＭｏＭｕ１２ 

        

ｃ） 

本ＳＲのアペンディックスＡパートⅡ（ＩＳＡＦ） 

レース主催者によって異なるように規定されない限り、ライフラフトの床は断熱

財を持つこと。あるいは 

ＭｏＭｕ１２ 

        

ｄ） 

ＩＳＯ９６５０パートⅠタイプⅠグループＡ（ＩＳＯ）。すべてのライフラフトが最低パッ

ク２（２４時間以内）を持ち、そして 

ＭｏＭｕ１２ 

       ⅰ 半剛性の乗り込みはしごを持ち、そして ＭｏＭｕ１２ 

       ⅱ 圧力ホースがラフトへの乗り込みを妨げることがないように配置され、そして ＭｏＭｕ１２ 

       ⅲ すべての乗り込みはしごにラフトを上向きに起こす手段が装備されていて、そし

て 

ＭｏＭｕ１２ 

       ⅳ ライフラフトが単一バラストポケット（海水が入る 訳註）の形式の場合、ライフラ

フトはその他の手段でＩＳＯ９６５０に適合し、バラストポケットの製造会社の考案

する適切な強度試験に合格すること。そして 

ＭｏＭｕ１２ 

       ⅴ ４．２０．２ ｄ） ⅰ～ⅳに適合することをライフラフトの証明書に明示すること ＭｏＭｕ１２ 

４．２０．３ ライフラフトのパッキングとその収納 

ライフラフトは以下の条項のいずれかを満足すること 

ＭｏＭｕ０１２ 
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      ａ） 移動型の硬質コンテナーか缶体に入っていてワーキングデッキ上に置くかコッ

クピットに置く。あるいは 

ＭｏＭｕ０１２ 

      ｂ） 移動型の硬質コンテナーか缶体に入っているか手提げ型のかばんに入ってい

て、ライフラフト専用につくられた収納部で、コックピットかコックピットやデッキの

そば、あるいはトランサムに開口する、強固な区画に収納されていて以下のよう

になっていること 

ＭｏＭｕ０１２ 

       ⅰ それぞれの格納庫は水密にできているか、自動排水できるもの（この自動排水

区画はワーキングデッキ面より完全に上部にある場合、あるいはトランサムの

収納部から排水が独立して船外へ出るものを除きコックピット容積の一部として

算定される。 ３．０９参照）。 

そして 

ＭｏＭｕ０１２ 

    ⅱ それぞれの格納庫のカバーは水圧がかかった状態でも容易に開けられること。

そして 

ＭｏＭｕ０１２ 

ⅲ 格納庫はライフラフトの出し入れが素早く容易に行えるように設計され作られて

いること。あるいは 

ＭｏＭｕ０１２ 

ⅳ 製造年あるいはシリーズデートが６／０１以前のヨットでは、ライフラフトは重量が

４０ｋｇを超えない場合、手提げ型のかばんに収納されコンパニオンウェイに近

いデッキの下に収納されているものも可とする 

ＭｏＭｕ１２ 

ⅴ マルティハルのライフラフト収納場所はヨットが転覆しているかいないかに関わ

らず直ちに持ち出して浮かべることが出来るべき状態でなくてはならない 

Ｍｕ０１２ 

ｃ） すべてのライフラフトのもやい綱はヨットの上の強固なポイントに恒久的に結索

されていることが望ましい。 

ＭｏＭｕ０１２ 

４．２０．４ ライフラフトの進水 ＭｏＭｕ０１２ 

        

ａ）   

各ライフラフトは１５秒以内にライフラインのところまで持ち出すことができるか、

水中に浮かばせることが出来なくてはならない 

ＭｏＭｕ０１２ 

        

ｂ）   

重量４０Kgを超える各ライフラフトは引きずるか滑らせるかして、特別な揚重装

置を使わずに海に出せるような方法で格納されていること 

ＭｏＭｕ０１２ 

 

４．２０．５   ライフラフトの保守点検と検査 ＭｏＭｕ０１２ 

           重要情報     最近の事例によると梱包されたライフラフトは傷つきやすく、

落とされたとき（たとえばヨットからマリーナのポンツーンへ）あるいは乗員の体

重や重量物（たとえばアンカー）に乗っかられたとき深刻な損傷を受けやすい。

損傷は内部で重量物の鉄の炭酸ガスボンベが近接する浮力体チューブ材の皮

膜に擦り傷や裂け目をつけたりすることによって起きる。ＩＳＡＦはこの問題の調

査を始め、当面の判断として手提げかばんに梱包されたライフラフトは年１回の

整備証書を維持することを義務付けた。ライフラフトは何らかの損傷あるいは劣

化の兆候（梱包の底面を含む）が見られた場合は整備を受けることが望ましい。

艇の責任者はライフラフトの扱いに最大限の注意を払うことを指示することが望

ましく、梱包の上に「乗らない」「海面に進水させるとき以外は落とさない」の規則

を採用することが望ましい。 

ＭｏＭｕ０１２ 
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ａ）   

保守点検か検査の証明書、あるいはそのコピーはヨットに保管しておくこと。各Ｓ

ＯＬＡＳライフラフトもしくは手提げかばん梱包のライフラフトは製造会社か当該

製造会社の認めるサービス機関から発行された新品あるいは整備済みの正規

の証書を所持しなくてはならない。 

ＭｏＭｕ０１２ 

        

ｂ）   

特別規定アペンディックスＡパート１（ＯＲＣ）により製造された強固なコンテナー

もしくは缶体に収納されたライフラフトは毎年整備されなくてはならない。あるい

は製造会社が仕様でそのように指示している場合は、毎年検査を受け（開梱す

る必要はない）、ラフトの製造会社の認めたサービス機関から検査の結果が満

足するものであったことを確認する書類を艇内に所持しなくてはならない。 

ＭｏＭｕ０１２ 

        

ｃ）   

特別規定アペンディックスＡパートⅡ（ＩＳＡＦ）により製造された強固なコンテナ

ーもしくは缶体に収納されたライフラフトは毎年整備されるか、あるいは製造会

社が仕様でそのように指示している場合は、使用開始から第１回目の整備は３

年を越えてはならず、２回目の整備は最初の整備から２年を越え手はならない。

その後の整備は１２ヶ月を越えない範囲で行われなくてはならない。 

ＭｏＭｕ１２ 

ｄ） ライフラフト整備証明書には製造時の仕様を明記していなくてはならない。ＳＲ

４．２０．２参照 

ＭｏＭｕ１２ 

４．２１ グラブバッグ  

４．２1．１ ライフラフトを持たないマルチハルヨットのグラブバッグあるいは緊急用コンテナ

ー 

Ｍｕ３４ 

        

ａ）   

ライフラフトを持たないマルチハルヨットは通常の場合か転覆している場合かに

かかわらず、いつでも行ける防水区画室か、グラブバッグに最低基準の以下の

ものを搭載してあること。グラブバッグは固有の浮力を持ち、外側に０．１㎡以上

の蛍光オレンジ色の塗装を施し、ヨットの艇名を書き、ラニヤードとクリップをつ

けてあること。 

Ｍｕ３４ 

   ｂ）   注意：以下のもので、すでに特別規定で搭載を義務付けられている場合は二重

に搭載しなくて良い。この条文はそれらのグラブバッグへの搭載のみを義務づ

ける。              

Ｍｕ３４ 

ｃ）   防水型の手持ち舶用ＶＨＦ送受信機と予備バッテリー           Ｍｕ３４ 

      ｄ）   防水型の手持ちフラッシュライトと予備バッテリー、予備電球 Ｍｕ３４ 

      ｅ）   2個の赤色パラシュートフレアー、3個の赤色ハンドフレアー Ｍｕ３４ 

     ｆ）   防水型のストロボライトと予備バッテリー Ｍｕ３４ 

      ｇ）   ナイフ Ｍｕ３４ 

４．２１．２     ライフラフトに搭載するグラブバッグ ＭｏＭｕ０１２ 

      ａ）   ヨットはライフラフトの中に、最低限の以下のものを収納したグラブバッグを搭載

することを推奨する。グラブバッグは固有の浮力を持ち、外側に０．１㎡以上の

蛍光オレンジ色の塗装を施し、ヨットの艇名を書き、ラニヤードとクリップをつけ

てあること。 

ＭｏＭｕ０１２ 

      ｂ） 注意：以下のもので、すでに特別規定の他の条項で搭載を義務付けられている

場合は二重に搭載しなくて良い。この条文はそれらの搭載のみを義務づける 

ＭｏＭｕ０１２ 
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４．２１．３     グラブバッグに保管することを推奨される備品  

      ａ）   

  

2個の赤色パラシュートフレアー、3個の赤色ハンドフレアー、折り曲げ点灯型

（ポッキリタイプ）のケミカルライトスティック（赤色フレアーはＳＡＯＬＡＳに順ず

る） 

ＭｏＭｕ１２ 

ｂ） 

         

防水型の手持ちＥＰＦＳ（Ｅlectronic Ｐosition-Ｆixing Ｓystem）(ＧＰＳなど)でヨッ

トに搭載のグラブバッグ少なくとも１個の中に入れておくこと 

ＭｏＭｕ１２ 

c)   

      

ＳＡＲＴ（Ｓearch and Ｒescue Ｔransponder Ｂeacon）を少なくとも１個はヨットに

搭載のグラブバッグに入れておくこと 

ＭｏＭｕ１２ 

ｄ） ４０６ＭＨｚ/１２１．５ＭＨｚ兼用タイプかタイプ“Ｅ”ＥＰＩＲＢ（ＳＲ４．１９．１参照）をヨ

ットに搭載のグラブバッグ少なくとも１個に入れておくこと 

ＭｏＭｕ１２ 

      ｅ)   水の入った再封印可能なコンテナーか手動の脱塩機と水容器 ＭｏＭｕ１２ 

      ｆ）   防水型の手持ち舶用ＶＨＦ通信機と予備電池 ＭｏＭｕ０１２ 

      ｇ）   防水型の手持ちフラッシュライトと予備バッテリー、予備電球 ＭｏＭｕ０１２ 

      ｈ）   ドライスーツ、保温断熱手段、サバイバルバッグのいずれか ＭｏＭｕ０１２ 

         

ｉ）   

ライフラフト用の二つ目のシーアンカー（ライフラフトがそのパックの中に予備シ

ーアンカーを持っている場合はその限りではない）（ＩＳＯ１７３３９に標準推奨）、

自在継ぎ手、直径９．５ｍｍ以上のロープ30ｍ以上 

ＭｏＭｕ０１２ 

      ｊ）   2個の安全缶切り（必要ならば） ＭｏＭｕ０１２ 

        

k）   

少なくともチューブ２本の日焼け止めを含む救急キット。中身は水に濡れた状態

で実用上支障なく使用可能なこと。救急キットははっきりと明示してあり再封印

可能なこと 

ＭｏＭｕ０１２ 

ｌ）   信号鏡 ＭｏＭｕ０１２ 

      m）   高エネルギー食（カテゴリー０では一人当たり最低10,000ｋｊを推奨） ＭｏＭｕ０１２ 

      ｎ） ナイロン紐、ポリエチレンの袋、船酔い止め錠剤（一人当たり最低6錠を推奨） ＭｏＭｕ０１２ 

      ｏ）   防水型の手持ち航空用ＶＨＦ送受信機（レースエリヤで妥当な場合） ＭｏＭｕ０１２ 

      ｐ）   水の入った再封印可能なコンテナーに加えて手動の脱塩機と水容器        ＭｏＭｕ０ 

      ｑ）   携帯型の衛星電話と防水カバー、内部電池               ＭｏＭｕ０ 

      ｒ）   ストロボライト ＭｏＭｕ０ 

      ｓ）   乗員全員のすでに持っている医療状態に合わせた必要な医薬品 ＭｏＭｕ０ 

      ｔ）   乗員に眼鏡使用者がいる場合の予備の割れない眼鏡 ＭｏＭｕ０ 

      ｕ）   ペンのついたウェット型のノート ＭｏＭｕ０ 

      ｖ）   口で吹くタイプの強力なホイッスル ＭｏＭｕ０ 

        

ｗ）  

6個のＳＯＬＡＳ型の赤色パラシュートフレアー、3個の白色パラシュートフレア

ー、2個のＳＯＬＡＳ型のオレンジスモークフレアー、折り曲げ点灯型（ポッキリタ

イプ）のケミカルライトスティック 

ＭｏＭｕ０ 

      ｘ）   防水型強力トーチ（フラッシュライト）と予備電池、予備電球 ＭｏＭｕ０ 

        

ｙ）   

防水型の手持ちＥＰＦＳ（Ｅlectronic Ｐosition-Ｆixing Ｓystem）(例えばＧＰＳな

ど) 

ＭｏＭｕ０ 

      ｚ） ＳＡＲＴ（Ｓearch ａｎｄ Ｒescue Ｔransponder） ＭｏＭｕ０ 
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     ａａ）   ４０６ＭＨｚタイプかタイプ“Ｅ”ＥＰＩＲＢで当該ヨットで登録済みのもの（ＳＲ４．１９．

２参照） 

ＭｏＭｕ０ 

４．２１．４     落水者救助要員用バッグ ＭｏＭｕ０ 

      ａ）   落水者救助要員用バッグは水中救助当番が落水者の救助を容易に行えるよう

に、主コンパニオンウェイの手の届く範囲に即座につかえる状態で収納されて

いることを推奨する 

ＭｏＭｕ０ 

      ｂ）   ５０メートルの浮力のある８ミリロープ ＭｏＭｕ０ 

      ｃ）   １対の足ひれ ＭｏＭｕ０ 

      ｄ）   １個の半自動のライフジャケット ＭｏＭｕ０ 

      ｅ） 冷たい水中での落水者救助に際して適切な効果のある衣料 ＭｏＭｕ０ 

 ４．２２      ライフブイ   

４．２２．１     以下のものをヘルムスマンの手の届くところにあって、すぐ使えるようにしておく

こと 

＃＃ 

      ａ）   自己点火灯とドローグ付きのライフブイ、もしくはドローグ無しで自己点火灯がつ

いているライフスリング  

＃＃ 

      ｂ）    （ａ）に加えてライフブイ１個に下記の内容を備え、ヘルムスマンの手の届くとこ

ろにあって、すぐ使えるようにしておくこと。 

ＭｏＭｕ０１２ 

       ⅰ） ホイッスル、ドローグ、自己点火灯 ＭｏＭｕ０１２ 

       ⅱ） ポールと旗．ポールは延びたり縮んだりしないものか 

又は全自動で２０秒以内に一杯に伸び切るもの（手で伸ばすものは不可）。 

ポールと旗はは３m（１０ft）の浮くロープでライフリングにつながれ、旗が１.８m（６

ft）以上の高さで翻っていられるバランスを有するバラストを付けているもの。 

ＭｏＭｕ０１２ 

       ⅲ） ライフブイには蛍光色の染料を詰めたシーマーカー（水中で少量ずつ漏出する

もの）を装備すること。 

ＭｏＭｕ０ 

４．２２．２ ２つ以上のライフブイ（あるいはライフスリング）を備えている場合、少なくとも１

つは恒久的な浮力（フォーム等）を備えたものでなければならない。 

ＭｏＭｕ０１２ 

４．２２．３   全ての膨張式ライフブイあるいは全自動式装置（例え 

ば圧縮ガスで伸びるポールつきの旗）は製造会社の 

使用説明書に従って定期的に整備を行うこと 

＃＃ 

４．２２．４ 全てのライフブイまたはライフスリングはマリングレー 

ドのレトロリフレクティブ材（レーダー反射材）を取り付 

けてあること（ＳＲ4.1８参照）。 

＃＃ 

４．２３   信号焔  

４．２３．１ 信号焔は SOLAS ＬＳＡ規定第３章視覚信号に適合 

し、有効期限の刻印がある場合はその期限を過ぎて 

はならず、当該刻印がない場合は４年を過ぎて使 

用してはならない 

＃＃ 
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 表１３  （日本文注：２００９では白煙筒がなくなった） 
赤色パラシュートフレア 

 ＬＳＡⅢ３．１ 
赤色ハンドフレア 

ＬＳＡⅢ３．２ 
オレンジ色発煙信号

ＬＳＡⅢ３．３ 
レースカテゴリー 

    ６ ４ ２ Ｍ０Ｍｕ０，１ 
    ４ ４ ２ Ｍ０Ｍｕ２，３ 

 ４ ２ Ｍ０４ 
    ２ ４ ２ Ｍｕ４ 

 
   上記に拘らずＪＳＡＦ－ＳＲにおいてはＭ０Ｍｕカテゴリー２，３，４は下表によることができる 

         表１３－２                                        

信号 

紅炎 
小型船舶

用自己点

火灯 

小型船舶用

自己発煙信

号 

小型船舶

用火せん

発煙浮

信号 
レース 

カテゴリー

備考 

２ １ １ ４ ２ Ｍ０Ｍｕ２ 近海セット 

１ １ １ ２ １ Ｍ０Ｍｕ３ 沿海セット 

１ １ １ ２ １ Ｍ０Ｍｕ４ 沿海セット 

      

 

４・２３．２ 衝突を避けるために、以下の灯火が装備され常に使えるようになっていなくて

はならない。 

＃＃ 

ａ） 防水型の白色トーチ（フラシュライト）と予備バッテリーと予備電球 ＃＃ 

ｂ） 防水型の強力白色スポットライト（サーチライト）と予備バッテリーと予備電球 ＃＃ 

４．２４       ヒービングライン ＃＃ 

      ａ）   長さが１５mー２５m（５０ftー７５ft）で、コックピットからすぐ使える位置に置くこと。 ＃＃ 

        

ｂ） 

スローイングソックタイプ（手投げ救助袋）を推奨している。）アペンディックスＤ

参照ること。 

＃＃ 

４．２５ コックピットナイフ  

 鞘に収めて安全に保管された強固で鋭いナイフをデッキからもコックピットから

も使える位置に装備すること。 

＃＃ 

４．２６ ストーム、ヘビーウェザーセール  

４．２６．１     

ａ） 

デザイン 

以下のことを強く推奨する。 

艇の責任者はストームとヘビーウエザーセールの最も適切なサイズの決定に

関しその艇の設計者とセールメーカーに相談する事を強く推奨する。これらの

セールは荒天下における艇の安全を確保する目的のためのものであり、レース

における勝ち負けのためのものとは切り離すべきである。 

下記に示すセール面積の基準は最大値であり、その艇の固有な復元性やその

他の艇の性能によっては、より小さなセール面積がその艇に適合する事を認識

すべきである。 

＃＃ 
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４．２６．２ 視認性（目立つこと）  

        

ａ）   

以下のことを強く推奨する。ストームセールは外部から一番見分けやすい色（蛍

光色のピンクもしくはオレンジまたは黄色）の生地で作られるか、セールの両面

に同様の一番見分けやすい色のあて布をする事。トライスルの代わりに回転式

のウィングマストが使われている場合は両面に同様の一番見分けやすい色を

貼る事。 

＃＃ 

４．２６．３ 材料  

         

ａ）   

ストームジブならびにトライスルにアロマティックポリアミド、カーボン、もしくはそ

れに近い繊維は使用してはならない。スペクトラやダイニーマまたはそれに近い

材料は許される。 

＃＃ 

         

ｂ） 

以下を強く推奨する。ヘビーウエザージブについてアロマティックポリアミド、カ

ーボン、もしくはそれに近い繊維を使用しないことを推奨する、スペクトラとダイ

ニーマは許容される。 

＃＃ 

４．２６．４ 以下の装備が準備されている事  

      ａ）   ストームセールとヘビーウエザーセールをシーティングするデッキ上の適切な

個所。 

＃＃ 

      ｂ）   ストームジブまたはヘビーウェザージブをステーに装着する手段はラフグルー

ブ装置からは独立していること。ヘビーウェザージブはステーへの装着用装置

がいつでも使える状態でいること。ストームジブは装着装置を恒常的に取り付け

てあること。 

＃＃ 

      ｃ）   ストームトライスルはブームに関係なく独立してシーティングが可能で、（メイン

セールのラフ長さ）×（メインセールのフット長さ）の数値の１７.５％以下の面積

であること。 

ストームトライスルはヘッドボードとバテンがあってはならない。ローテーティン

グウイングマストを持ちトライスルの代わりになる場合にはストームトライスルを

持たなくても良い。 

ＭｏＭｕ０１２ 

         

ｄ）   

ストームトライスルが4．26.4 ｃ）か４．２６．４ ｇ）で規定されている場合は、セ

ールナンバー及び文字はトライスルの両側に付けてあること、その字の大きさ

は実効性のある大きさであること。 

 

＃＃ 

 

      ｅ）   ストームジブの面積はフォアトライアングルの高さの二乗の面積の5％以下で、

ラフがフォアートライアングルの高さの65％以下であること。 

ＭｏＭｕ０１２ 

      ｆ）   ヘビーウエザージブ（フォアステイの無いヨットの場合はヘビーウエザーセール）

の面積はフォアートライアングルの高さの二乗の面積の13.5％以下で、リーフポ

イントがないこと。 

＃＃ 

      ｇ）  ４．２６．４ ｃ）に規定されたストームトライスルか、もしくはラフの長さを40％

以上リーフできるメインセールリーフ装置を備える事（ＪＳＡＦ注：展開するセ

ール部分がラフの60％未満）。 

 

ＭｏＭｕ３４ 
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     ｈ） マストにメインセールをファーリングするタイプのヨットでは、ストーム

トライスルはメインセイルがファーリングされた状態でセットできなくて

はならない。 

ＭｏＭｕ０１２ 

       ｉ） ヘビーウェザージブはアロマティックポリアミド、カーボン、もしくはそれに

近い繊維を使用しないことを強く推奨する。 

＃＃ 

      ｊ） トライスルを装着する溝（トラック）はメインセールが降下されたなら、

メインセールがメインブームの上にたたまれているいないにかかわらず 

トライスルを迅速に上げられるものでなくてはならない。 

 

ＭｏＭｕ０１２ 

４．２７ ドローグとシーアンカー ＭｏＭｕ０１

４．２７．１ 荒れた海域での長期間の航海に耐えられるために、艇に装着し展開するのに

必要なすべての備品や部品を備え、スターンから展開するドローグもしくはそれ

に代わってバウから展開するシーアンカーまたはパラシュートアンカーを装備す

る事を強く推奨する（アペンディックスＦ参照）。 

ＭｏＭｕ１ 

４．２７．２ 荒れた海域での長期間の航海に耐えられるために、艇に装着し展開するのに

必要なすべての備品や部品を備え、スターンから展開するドローグもしくはそれ

に代わってバウから展開するシーアンカーまたはパラシュートアンカーを装備し

なくてはならない（アペンディックスＦ参照）。 

 

ＭｏＭｕ０ 

 ４．２８ 落水警報 ＭｏＭｕ０ 

４．２８．１ 

         

ヨットは船室の中に鳴動すると同時に艇の航法装置に適切な信号を送る乗員落

水警報とヘルムスマンの手の届きやすいところにある発報ボタンを備えること。 

ＭｏＭｕ０ 

４．２８．２ ヨットはヘルムを取る位置から落水者の位置情報を即座に記録できるようなＥＰ

ＦＳ（例えばＧＰＳ）を装備することを推奨する。 

ＭｏＭｕ１２ 

４．２８．３ ヨットはヘルムを取る位置から落水者の位置情報を即座に記録できるようなＥＰ

ＦＳ（例えばＧＰＳ）を装備すること（２０１２年１月以降）。 

ＭｏＭｕ１２ 

４．２９ デッキバッグ Ｍｏ０ 

４．２９．１ 

           

ＲＲＳ５１可動バラストの規定がレース公示、帆走指示書、クラスルールでデッ

キバッグを認めると変更されている場合のみ、本４．２９の規定が適要される。 

 

Ｍｏ０ 

     ａ）    デッキバッグあるいはバッグはデッキ上のセール庫として装備される。 Ｍｏ０ 

     ｂ） デッキバッグは以下の構造であること。 Ｍｏ０ 

     ⅰ） 急速排水を確保する構造 Ｍｏ０ 

     ⅱ） ライフラインやスタンションなどのデッキフィッティングを妨げることなくしっかりと

固定されていること。 

Ｍｏ０ 

４．３０ ＪＳＡＦでは艇の乗員の数だけ個人用ストロボライトを常備し、常に使

用できる状態とすること 
 

♯♯ 
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第５章  個人的装備品 

５．０１ ライフジャケット （ＪＳＡＦでは本５．０１に関わらず、カテゴリーＭoＭu012以外に

おいては当分の間ＪＣＩ検査を満足するものは可とする） 

 

５．０１．１  各乗員に下記を満足するライフジャケットを装備していなくてはならない ＃＃ 

      ａ） ホイッスルを装備 ＃＃ 

      ｂ） マリングレードのレトロリフレクティブ材を装着 

（４．１８参） 

＃＃ 

      ｃ） 該乗員のハーネスの装着と両立できるもの ＃＃ 

      ｄ） インフレータブルの場合は定期的に気密をチェックされているもの。（口で膨らま

した気密チェックも可とす） 

＃＃ 

      ｅ） ヨット名か着用者名前がはっきりと書かれているもの ＃＃ 

５．０１．２ ライフジャケットは以下のことを満足していること。 ＭｏＭｕ１２３４ 

      ａ） ＩＳＯ１２０４－３（レベル１５０）に適合し、１５０Ｎ以上の浮力を持ち、意識不明の人

でも水面から約45度の角度で顔が上向きになる姿勢をしっかりと保てる構造と

なっているもの、もしくはＩＳＯ１２４０２－２（レベル２７５）に想定された、標準的な

体重より大きな人に関してはそれと同等な効果を持つもの。 

ＭｏＭｕ１２３４ 

      ｂ） 腿紐または股紐を装備すること ＭｏＭｕ１２３４ 

      ｃ） ライフジャケットにはＳＯＬＡＳ ＬＳＡ 規定２．２．３（水難救助器具コード）に従

った０．７５カンデラ以上で白色、発光持続時間８時間以上のライトを装備 

ＭｏＭｕ１２３４ 

      ｄ） インフレータブルの場合は圧縮ガスによる膨張システムつきであること。 ＭｏＭｕ１２３４ 

 ライフジャケットに関しては以下のことが強く推奨される ＭｏＭｕ１２３４ 

    ｅ） スプラッシュガード/スプレーフード装備（ＩＳＯ１２４０２－８参照） ＭｏＭｕ１２３４ 

   ｆ） ＰＬＢ装置の装備（他のタイプのＥＰＩＲＢなども含めて適切な公的機関

に登録されていること）。 

ＭｏＭｕ１２３４ 

   ｇ） ５．０１．２はＪＳＡＦでは♯♯とする ♯♯ 

５．０１．３ カテゴリー０では５．０１．２の規定を完備すること ＭｏＭｕ０ 

５．０１．４ インフレータブルの場合は予備のボンベを持つこと。もし形式上必要な場

合は予備のボンベ取り付けヘッドを持つこと 

ＭｏＭｕ０ 

５．０１．５ 全乗員の１０％以上の個数（最低１個以上）の５．０１．３に適合する予

備のライフジャケットを装備すること。そのうちの１個以上のライフジャ

ケットは落水者救助用のためにセミオートマチックのタイプであること。 

ＭｏＭｕ０ 

５．０２ セーフティーハーネスとセーフティーライン（テザー） ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

５．０２．１ 全乗員はＥＮ１０９５（ＩＳＯ１２４０１）に適合するか、または同等の2m以下のセー

フティーラインとセーフティハーネスを搭載すること 

ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ａ） 警告 単純なスナップフックを使用していると、フックに荷重がかかっている状

態でＵボルトに９０度の角度でねじられるとＵボルトからフックが外れることがあ

る。そのためにスナップフックには確実なロック装置を備えることを強く推奨す

る 

ＭｏＭｕ 

０１２３４ 
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５．０２．２  上記に加えて最低30％以上のクルーは各々以下を満足しなくてはならない ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ａ） １ｍ以下のセーフティライン（テザー）を持つか ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ｂ） ２ｍのセーフティライン（テザー）の中間にスナップフックのついたものを持つこと ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ｃ） ヨットは全乗員の１０％以上の個数（最低１個以上）の上記５．０２．１を満足

する予備のハーネスと予備のセーフティラインのセットを持たなくてならない 

Ｍｏ０ 

５．０２．３ １/０１以降に購入されたセーフティライン（テザー）については過重負担がかか

りすぎた場合に色が変わる警告糸が縫いこまれたものを使用すること。警告が

出た場合には緊急に交換する事（ＪＳＡＦでは推奨） 

ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

５．０２．４ ハーネスとライフジャケットはクルー間で互換性があること。（アジャスタブルで

体格が違うクルー間でも全員が着用可能なもの） 

ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

５．０２．５ 以下のことを強く推奨する ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ａ） 固定のセーフティラインはワークステイションの固定個所にしっかりと固定されて

いることハーネスとセーフティーラインはEN1095（ISO12401） を適用するか準

拠する事  

ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ｂ） セーフティーハーネスは腿紐または股紐付きのもの ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ｃ） 磨耗とダメージをより気がつきやすくするために、ハーネスやセ―フティーライ

ンの縫い糸について廻りの材料より、コントラストの強い色のものを使う事 

ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ｄ） Ｕボルト型のクリップポイントにおいて簡単にはフックが外れないようなスナップ

フックを使用すること（５．０２．１（ａ）参照）。またスナップフックは荷重がかかっ

た場合においても簡単に解除できるものである事（乗員は非常の場合に個人用

ナイフはセーフティーラインを切って逃げ出す場合に有効であることを覚えてお

く事） 

ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

      ｅ） 乗員はレースの前にハーネスの調整を済ませ、レース終了まで維持する事 ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

５．０２．６ 警告―セーフティーハーネスは水中の人を牽引するようには作られてはいな

い。ハーネスは身体を艇外の水中で沈む危険を防ぐか最小限にするためのも

のである。適切に調節されたセーフティーハーネスのこまめな使用は落水事故

防ぐ抜群に有効な対策である。 

 

＃＃ 

５．０２．７ ＪＳＡＦでは５．０２はＭｏＭｕ０１２３４とする（ＩＳＡＦではＭｏＭｕ０１２３である） ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

５．０３ 個人用位置灯 ＭｏＭｕ０ 

      ａ） 各乗員毎に２本のミニフレアーもしくは個人用位置灯（ＳＯＬＡＳもしくはストロ

ボ）を用意し、夜間デッキにいる乗員は一つを体に装着もしくは携帯すること 

ＭｏＭｕ０ 
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      ｂ） ＪＳＡＦでは白色、発光持続時間８時間以上で水密の個人用ストロボライトを各

乗員ごとに用意すること。 

ＭｏＭｕ 

０１２３４ 

５．０４       荒天用衣料（オイルスキン） ＭｏＭｕ０ 

      ａ） 全乗員にフード付の荒天用衣料を配備 ＭｏＭｕ０ 

      ｂ）   荒天用衣料にはマリングレードのレトロリフレクティブ材料の装着推奨する。そ

の上部と袖の部分には目立つ色をが使われていることが望ましい。４．１８参照 

＃＃ 

５．０５       ナイフ ＭｏＭｕ０ 

 全乗員にナイフを配備し、常に携行すること                        ＭｏＭｕ０ 

５．０６ 防水型懐中電灯 ＭｏＭｕ０ 

   水に浮く防水型のフラッシュライトを全乗員に配備のこと ＭｏＭｕ０ 

５．０７ サバイバル装備 ＭｏＭｕ０ 

５．０７．１     全乗員に以下のものを含む１セットづつのサバイバル用品を配備すること ＭｏＭｕ０ 

      ａ）    全身型保温スーツ（ＥＮ１９１３ー１常時着用スーツ、ＥＮ１９１３－２使い捨て用、

ＬＳＡ条項Ⅱ章２．３に注意書きあり） 

ＭｏＭｕ０ 

        ｂ）   ４０６ＭＨｚと１２１．５ＭＨｚを備えたＰＬＢ（ｐersonal Ｌocation Ｂeacon） ＭｏＭｕ０ 

      ｃ）   もし艇が３．２９．１ （ｈ）でに要求される適合する位置決定装置を搭載している

場合は、４．０７．１ ｂ）のＰＬＢに加えた個人用ユニット。 

ＭｏＭｕ０ 

      ｄ）   デッキ上にいるときに４０６ＭＨｚと１２１．５ＭＨｚ兼用のＰＬＢを携帯していること

の価値を考慮すること。落水事故のときに自分のヨットとは別の船舶が、位置を

確定するのに助けになる。 

ＭｏＭｕ０１２ 

      ｅ） すべてのＰＬＢ機器は他のＥＰＩＲＢと同様に適切な公的機関に登録されているこ

とが望ましい。 

ＭｏＭｕ０１２ 

５．０７．２ マルチハルヨットで状況に低体温症の可能性のある場合は乗員全員に全身型

保温スーツを用意することを強く推奨する 

Ｍｕ１２３４ 

５．０８ ダイビング装備  

５．０８．１ ヨットは全身用で、手袋とフィン、携帯型の給気装置を備えた少なくとも２個以上

のダイビングスーツ装備すること 

ＭｏＭｕ０ 

  

第６章 トレーニング 

６．０１ 艇長を含む少なくとも30％で２名以上の乗員は当該レースのスタートの前5年

以内の期間において、以下の６．０２の理論的練習項目と、６．０３の実際的で手

を触れて行うトレーニングを完了していなければならない 

ＭｏＭｕ１２ 

６．０1．２ 艇長を含む全乗員は６．０１のトレーニングを受けていなくてはならない ＭｏＭｕ０ 

６．０１．３ 全乗員は６．０１のトレーニングを５年ごとに受けることを強く推奨する ＭｏＭｕ１２ 

６．０１．４ レース公示で別に指示されている場合を除き、ＩＳＡＦの認定する外洋における

個人の生存訓縁コースで得られた有効な証明はレース主催者により本規定６．

０１に適合する証明として認められなければならない。 

詳細はアペンディックスＧのモデルトレーニングコースを参照のこと。       

ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２ 理論的練習のためのトレーニング項目  
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６．０２．１   安全備品の手入れと維持 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２．２ ストームセール ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２．３   損傷処理と修理 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２．４   荒天航海のクルー手順、操船、ドローグの使い方 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２．５   艇からの転落の防止と救助 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２．６   他の艇への援助供与 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２．７   低体温症 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２．８   海上捜索救難の組織と方法 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０２．９   天気予報 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０３   実際的で手を触れて行うトレーニング項目 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０３．１   ライフラフトとライフジャケット ＭｏＭｕ０１２ 

６．０３．２   火災予防と消火器の使い方 ＭｏＭｕ０１２ 

６．０３．３   通信設備（ＶＨＦ、ＧＭＤＳＳ、サットコムなど） ＭｏＭｕ０１２ 

６．０３．４   信号焔とＥＰＩＲＢ ＭｏＭｕ０１２ 

６．０４   艇上での日常訓練 ＃＃ 

６．０４．１   クルーは落水者救助を含む安全手順を妥当な期間ごとに繰り返し復習すること

を推奨する。 

＃＃ 

６．０５ メディカル トレーニング ＭｏＭｕ０ 

６．０５．１ 乗員の２人以上は簡単な絆創膏やギブス、皮膚の縫合、静脈点滴針挿入と静

脈点滴、筋肉注射、静脈注射、一時的な歯科充填が出来なくてはならない。 

ＭｏＭｕ０ 

６．０６ ダイビング トレーニング ＭｏＭｕ０ 

６．０６．１ 少なくとも３０％の乗員が、水面下の基本的な修理、落水事故に際して必要な場

合は助力が出来るほどの適切なダイビングトレーニングを受けていなくてはなら

ない。 

ＭｏＭｕ０ 
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アペンディックスＡ  

パート１ 

 

    ヨットマンのライフラフトの最低基準（１／０３以前に購入したライフラフトに有効） 

アペンディックスＡはカテゴリー０のレースに使われるライフラフトには適用しない１／０３以降に購入したライフラフトに適用される最低

基準に関しては別に印刷されている。アペンディックスＡパート２を参照 

１．０ 一般仕様 

クルー全員をのせることのできるライフラフトは以下の要求を満たすこと 

ａ）収納場所はスペシャルレギュレーション４．２０．２参照。 

ｂ）海上で人命を救うことだけのために設計され、使用されるものでなくてはならない。 

ｃ）ライフラフトはいっぱいに膨張し、キャノピー（カバー）が真上になって浮いているときに海上で安定するような

構造でなければならない。 

ｄ）ライフラフトの構造にはキャノピーも含まれる。ナショナルオーソリティーかレースノーティスで規定されたとき

はキャノピーはライフラフトが膨張するときに自動的に正しい位置にセットされること。 

このキャノピーはラフトの乗員が外に晒されていることによる傷害を防ぐだけでなく、雨水を集める手段が用意

されていること。ライフラフトのカバーの色は特に目立つ色であること。 

ｅ）ライフラフトには舫い綱が装備されていなければならない。またライフラフトの外周にライフラインが取付けら

れていなくてはならない。ライフラインはまたライフラフトの内周にも取付けられていくてはならない。 

ｆ）ライフラフトはもし逆さの位置で膨張しても一人で簡単に正しい位置に戻せなくてはならない。 

ｇ）ライフラフトの各出入り口には水中から上がることのできる効果的な手段が用意されていなくてはならない。 

ｈ）ライフラフトは海上において出会うであろう激しい消耗にも耐えることのできるように作られた容器または手下

げ式袋に収納されていなくてはならない。ライフラフトは収納用の袋または容器に入っている状態で浮かばな

ければならない。 

ｉ）ライフラフトの浮力は偶数個の分れた気室によって得られるようになっていなければならない。また、偶数個の

気室のうちの半数で、支持面積の減少なしで全乗員分の浮力が得られなくてはならない。 

ｊ）膨張時におけるライフラフトの定員は次の２つの小さい方の値と同じでなくてはならない。 

   ⅰ）主浮力チューブ容積を立方メーターで計測した値を０．０９６で割って得られる最大整数（この場合は支柱

とスオート部を除く） 

   ⅱ）床面積を平方センチメーターで計測した数値を３７２０で割って得られる最大整数。（この場合はスオ―トを

含む） 

ｋ）ライフラフトの床は防水でなければならない。ＮＡないしはレース公示で求められる場合は次のどちらかの方 

法によって寒さから効果的に断熱されなければならない。 

   ⅰ）乗員が必要と望んだならば、１つまたはそれ以上の気室をじぶんで膨張させることによる方法  

     あるいは 自動的に膨張するが、乗員によってしぼますことも、再膨張さすこともできる１つまたはそれ以上

の気室を膨張させる方法または 

   ⅱ）同様に効果的な膨張によらない他の方法 
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２．０ 備品 

ａ）少なくとも３０メートルの浮くロープがついた浮力のある救助用投げ輪 

ｂ）セーフティーナイフ１本とあか汲み１個 

ｃ）スポンジ２個 

ｄ）ライフラフトに恒久的に取付けられたシーアンカーかドローグ（もつれ防止ロープ着きＮＭＩ型を推奨） 

ｅ）パドル２本 

ｆ）浮力気室のパンク修理用具一式 

ｇ）空気ポンプまたはふいご１個 

ｈ）防水懐中電灯１個 

ｉ）ＳＯＬＡＳ３６による手持ち救難信号紅炎３本 

ｊ）ライフラフトの定員一人あたり６錠の適当な船酔止め薬 

k）プラスチックシートに記されたライフラフトで生き抜くための説明書 

ｌ）ライフラフトは乗員に有害でないガスによって膨張されなければならず、その膨張はひもを引っ張る 

  かまたは同様な単純で有効な方法で自動的に行なわれなければならない。また、空気ポンプかふいご 

  によってライフラフトの圧力を保つことができるようになっていること。 

３．０ ライフラフトへのマーキング 

３．１ ライフラフトのつぎの場所にヨット名、セールナンバーまたは識別記号をはっきり記すこと 

  ａ） キャノピー 

  ｂ） ボトム 

  ｃ） 収納袋か収納容器 

  ｄ） 証明書 

３．２ ライフラフトに記す数字と文字はできるだけ大きくし、色ははっきりと目立つ色であること。 

   すべてのラフトにはレトロリフレクティブ材（再帰性平行反射材）が張られていること。 

 

アペンディックスＡ パートⅡ 

アペンディックスＡはカテゴリー０のレース向けのライフラフトは除外する 

 

ＩＳＡＦのライフラフト仕様（ＳＲアペンディックスＡパートⅡ）はＩＳＯスタンダード９６５０が未完成

のまま２００２年に刊行されたが、外洋関係ではよく使われてきた。 

 

ＩＳＯ９６５０に関してはいまや広く入手可能になっているが、ＩＳＡＦはそれに続いてＩＳＯのスタンダ

ードをそれらの基本的見解として推進するための方針を決定した。もはや製造会社がＩＳＡＦの名の下で製

造販売することを選ばないとしても、ＩＳＡＦ仕様は選択可能な選択肢のひとつであり続けるというのがＩ

ＳＡＦの意思である。ＩＳＡＦのライフラフト仕様書の全文は www.sailing.org/specialregs にある。 

 

詳細に関してはＩＳＡＦのＳＲのテキストを参照されたい。 

 

Ｃhairman Ｓpecial Ｒegulations Ｌiferaft Ｗorking Ｐarty Ｎovember 2007 
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アペンディックスＢ 

ＩＳＯおよび他の標準規格のガイド 

 

適用と今後の方針 

関連のあるＩＳＯ、ＣＥＮ Ｎorm およびＳＯＬＡＳ規格、その他の国際的に認知されている規格が特別規

定に取り入れられた場合、それらの変更は特別規定の委員会で見直され、特別規定に取り入れてゆく。 

重大な変更は可能であれば新しいヨットや装備にのみに適用する。 

 

ＩＳＯ 

ＩＳＯ、The International Ｏrganization for Ｓtandardization は国内標準規格団体（ＩＳＯ会員団

体）の世界的連合組織である。国際標準を準備する作業は通常ＩＳＯの技術委員会を通して行われる。技術

委員会の製作した原案に関心のある各々の会員団体はＩＳＯに説明をしてもらう権利がある。各国政府系の

国際組織およびＩＳＡＦを含む国際非政府組織はＩＳＯと連絡を保ちながらこの仕事に関与する。国際標準

規格は国内の標準化団体から入手することができる。 

以下の国際標準（あるいは標準案）は本ＳＲにおいて認識されている。 

ＩＳＯ基準 内容 特別規定 

８７２９ マリンレーダーリフレクター ４．１０ 

９６５０ ライフラフト アペンディックスＡパートⅡ 

１１８１２ 防水型で急速排水型コックピット ３．０９ 

１２４０１ デッキのセーフティーハーネス 

（ＥＮ１０９５で別に刊行されている）

５．０２ 

１２４０２ 個人の浮力装置 ５．０１ 

１２２１５ 艇体構造標準 ３．０３ 

１２２１７－２ スタビリティーと浮力の評価 ３．０４．４ ３．０５ 

１５０８５ ライフライン、トランポリンネット、ス

タンション、ハーネス取り付けポイント

３．１４、３．１５ 

１１８１２１５

０８５８７２９

９６５０１２４

０１１２２１５ 

コックピットの水密および急速排水ラ

イフライン、トランポリン、ネット、ス

タンション、固定点舶用レーダーリフレ

クターライフラフトセーフティーハー

ネスハルの構造標準―準備 

３．０９３．１４、３．１５４．

１０アペンディックスＡパート２

５．０２３．０３ 

１７３３９ シーアンカー ４．２７ 

ＣＥＮ 

ＣＥＮ標準規格（Ｎｏｒｍｓ）はＣＥＮ（Ｅuropean Ｃommittee for Ｓtandardization）によりヨーロ

ッパで進められ、ＥＮ（ヨーロッパ規格）として出版されＩＳＯと密接な関係にある。特別規定では下記の

規格を認識している。 
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ＥＮ規格 内容 特別規定 

３９４，３９９ ライフジャケット付属品 ５．０１ 

３９６ ライフジャケット ５．０１ 

１０９５ セーフティーハーネス ５．０２ 

１９１３－１－３ 全身型保温スーツ ５．０７ 

 

ＡＢＳ 

外洋ヨットの等級付と建造のためのＡＢＳガイドーこのスカントリングガイド（構造標準）は、もとはＯＲＣとの協力に

よりＡＢＳ（Ａmerican Ｂureau of Ｓhipping）により出版されたものである。以前のようなＡＢＳによる設計承認サ

ービスは現在はなくなった。しかしこのガイドはＩＳＡＦ事務局から入手可能。設計者と建造者は書類によりガイド（特

別規定３．０３．１（ｂ）参照）に従ってヨットを設計し建造したことを明らかにしなくてはならない。ＩＳＯ１２２１５（これは

新しい特別規定につながっている）の策定作業は進行中である。 

ＲＣＤ 

ＲＣＤ（Ｒecreational Ｃraft Ｄirective）はいくつかの海事格付け協会を含む登録団体とＵＫのＲＹＡ（Ｒoyal Ｙ

achting Ａssociation）、アイルランドのＩＳＡ（Ｉrish Ｙachting Ａssociation）を含む団体を傘下にするＥＣの権限に

より出版されている。そしてＲＣＤはヨットの構造標準を認可し、ＥＣ域内でそのヨットはＣＥマークを付けて販売する

ことを許可されている（特別規定３．０３．１（ａ））。ＩＳＯ１２２１５（これは新しい特別規定につながっている）の策定作

業は進行中である。 

ＳＯＬＡＳ 

ＳＯＬＡＳ（Ｓafety of Ｌife Ａt Ｓea）条約はＩＭＯ（Ｉnternational Ｍaritime Ｏrganization）によって出版され、ＩＳＡＦ

はそこで評議員の立場にある。ＳＯＬＡＳ第三章、規定３．１０でＬＳＡ（Ｌife Ｓaving Ａppliances）規定（別冊で出版

されている）に言及しており、特別規定は以下のように関連表を作成している。 

 

ＬＳＡ規定 内容 特別規定 

第三章３．１ ３．２ ３．３ 信号焔 ４．２３ 

第二章２．２．３ ライフジャケットライト ５．０１ 

第四章４ ライフラフト ４．２０ 

第二章２．３ 全身保温スーツ ５．０７．１ 

第二章２．５ 体温維持方法 アペンディックスＡパートⅡ 

 

連絡先 

ＣＥＮ Ｃentral Ｓecretariat ：Rue de stassart 36  B -1050  Ｂrussels  Belgium  

ＩＳＯ Ｃentral Ｓecretariat 

1 rue de Ｖarembe  Ｃase Ｐostale 56  ＣＨ-1211 Ｇeneve 20  Ｓwitzeland 

Email:central@isocs.iso.ch  Web site www.iso.ch.  Telephone +41 22 74901 11   Fax ＋41 22 733 34 30 

ＩＭＯ Ｉnternational Ｍaritime Ｏrganization 

4 Ａlbert Ｅmbankment  London ＥＣＩ ７ＳＲ  Ｇreat Ｂritain 

Telephone ＋44 207 735 7611 
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アペンディックスＣ（09年3月ＪＳＡＦ改定） 

スタンダード インスペクション カード  １ページ（全２ページ中） 

このインスペクション カードは包括的なものではなく、レース運営組織によって利用してもらうためのガイドに過ぎ

ないことを理解すること。項目を必要に応じて補充すること。ヨットには、あらかじめこのカードを配布すること。 

艇の責任者へ、ヨットを特別規定の条件に合わせて準備し、このカードにサインすること。 

インスペクターへ、 各項目にチェックマークを入れ、必要に応じて追加報告事項を記載し、オーナーにカードを示 

した後、可及的速やかにレース委員会に返却すること。 

ヨット名              セール番号         当該レースにおける乗員数   ライフラフトの定員 

                                                     人               人 

重要： インスペクションは単にガイドとして行われるものであり、インスペクターは何らオーナーまたは艇の責任者

の完全にして無制限な責任を制限したり、減少させるものではない。 

「私は特別規定と特に当該規定中の１．０２．１、 １．０２．２、１．０２．３にある艇の責任者に関してを読み、理解し、

ここにオーナーまたは艇の責任者であると宣言します。 

署名                         

                                       日付                

     （デッキの下）バースの上に以下を提示すること             ＳＲ      チェック    カテゴリー 

セーフティーハーネスとラインの個数 ５．０２．２  ♯♯ 

新しいハーネスラインの超過荷重表示彩色糸 ５．０２．３  推奨 

エクストラハーネスラインの個数 ５．０２．２  ♯♯ 

ライフジャケットの個数 ５．０１．１  ♯♯ 

フォグフォーン ４．０９  ♯♯ 

防水型懐中電灯と予備電池と予備電球 ４．０７．１（ｂ）  ♯♯ 

防水型ハイパワー懐中電灯と適切な予備品 ４．０７．１（ａ）  ＭｏＭｕ０１２３ 

リギンカッター ４．１６  ♯♯ 

ファーストエイドキットとマニュアル ４．０８  ♯♯ 

頑丈なバケツ２個 ３．２３，５（ｆ）  ♯♯ 

消火器２個 ４．０５．１  ♯♯ 

キールに載せたマストヒールは動き止めが着いている ３．１２  ♯♯ 

エンジンは恒久的に取り付けられ、しっかりとカバーされている ３．２８．１  Ｍｏ０１２ 

ヘビーウェザージブ（装備されないリグの場合は除外） ４．２６．４（ｂ）（ｆ）  ♯♯ 

基本的安全備品の収納一覧表 ４．１２  ♯♯ 

可動重量物は所定の位置にしっかりと止めてあるか ２．０３．２，ｂ）  ♯♯ 

さらに以下のことを示すこと 

有効なライフラフトの証明書の個数 ４．２０．５ ｄ）  ＭｏＭｕ１２ 

期限内で有効か ４．２０，５ ｃ）  ＭｏＭｕ１２ 

レーティング証書にオーナー署名の有無    

レーティング証書が期限内で有効か    
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レーダーリフレクターのデータ―書（１８インチの８面体でない場

合）１０㎡以上のＲＣＳ 

４．１０，１ ａ）  ♯♯ 

海図（電子海図だけではないこと） ４．１１，１  ♯♯ 

 

構造的規定への適合 ３．０３  ＭｏＭｕ０１２ 

復元力の規定への適合 ３．０４  ＭｏＭｕ０１２ 

装備している４０６ＭＨｚイ―パブの製品番号 ４．１９，１ ｃ）  ＭｏＭｕ０１２ 

開局有無 ４．１９、１ ｃ）  ＭｏＭｕ０１２ 

トレーニングを何人の乗員が受けているか ６．０１  ＭｏＭｕ０１２ 

（デッキ上） 

（落水者） 

前回の落水者救助訓練の場所と日時 ６．０４。１  ♯♯ 

この艇で落水者救助訓練を何人の乗員に行っているか ６．０４．１  ♯♯ 

（信号焔） 

それぞれの信号焔を収納箱から出して提示 ４．２３  ♯♯ 

赤色ハンドフレアーの数、全てＳＯＬＡＳ仕様か ４．２３  ♯♯ 

赤色パラシュートフレアーの数、全てＳＯＬＡＳ仕様か ４．２３  ＭｏＭｕ０１２３ 

白色ハンドフレアーの数 ４．２３  義務ではない

オレンジ色発煙フレアーの数、全てＳＯＬＡＳ仕様か ４．２３  ♯♯ 

視覚障害者とした場合どのようにして信号焔を扱えるか ４．２３  ♯♯ 

（インスペクターからレース委員会への報告） 私は上記のヨットを   年  月  日に         の場所でイン

スペクションを行いました。 

インスペクター氏名                            署名                           

コンパニオンウエイハッチの締め切り固定装置 ３．０８．４ ｂ）  ♯♯ 

ウォッシュボードの流れ止めの提示 ３．０８．４ ｂ）ⅱ  ♯♯ 

ビルジポンプハンドルの流れ止めの提示 ３．２３．４  ♯♯ 

ストームジブかヘビーウエザージブへのシート常時装着 ４．２６．４（ａ）（ｅ）  ♯♯ 

トライスルへのシートの常時装着 ４．２６．４  ♯♯ 

トライスルはメンスルをグルーブやトラックから外さずに使用可か ４．２６．４ ｂ）  ♯♯ 

ラダーを使わない操舵装置はテスト済みか ４．１５．１ ｂ）  ＭｏＭｕ０１２３ 

レーダーリフレクターは水面上４ｍで使用できるか ４．１０．１ ａ）  ♯♯ 

航海灯は予備も含めていつでも点灯試験ができるか ３．２７  ♯♯ 

コックピットロッカーは荒天に備えて締め切れるか ３．０２．１  ♯♯ 

デッキ上を前後左右にハーネスをクリップしたままで動けるか ４．０４．２ ｂ）ⅱ  ＭｏＭｕ０１２３ 

ライフラインはたるみがないか ３．１４．２  ♯♯ 

ジャックステイを装着して見せること ４．０４  ＭｏＭｕ０１２３ 

ワークステイションのハーネス固定点の数 ４．０４．２ ｃ） 

５．０２．５ ａ） 

 

 

ＭｏＭｕ０１２３ 
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アペンディックスＤ 

 

落水 

クイックストップとライフスリング（あるいはシアトルスリング） 

 

クルーが落水した場合、救出時間が最も重要なことである。救助システムが効果的であるためには、単純 

で、電撃的早さで行なわれることである。ＵＳセーリング海上安全委員会、ＵＳ海軍大学セーリング部会、 

クルージングクラブオブアメリカ技術委員会及びワシントン州シアトリセーリング財団は共同で広範囲に 

わたる調査と海上実験を指揮し、推し進めた。これらの共同作業の結果が落水者救助方法の「クイック・ 

ストップ」である。この方法は風上へ向かうことにより、素早くボートスピードの減速を行ない、その後 

遭難者の近くで適度のスピードでマニューバリングを行なうという点において、その優秀性が認められて 

いる。優れているのは、ほとんどの場合リーチングから切り上がりその後ジビングまたはタッキングそし 

て反対のコースに戻るという、ありきたりの手順で出来ることである。 

 

クイックストップ 

１．「落水！！」と叫ぶ。そして可能ならばクルーの一人 

  に水のなかの落水者をワッチさせる。ワッチ者は 

落水者から目を離してはならない。 

２．すぐに浮力の有るものを投げ込む。配置してある 

浮力材例えばコックピットのクッション、ヘルムスマン 

のすぐ手の届くところに常置してある巻いたＰＦＤ、ラ 

イフリング等である。これらのものは落水者が捕まる 

ためだけではなく、水の上に目じるしをバラ巻いてワ 

ッチ者が見失わないようにするためのものでもある。 

落水者救助用のポール（ダンブイ）を投げ込むのに 

要する時間はとても長いものである。 

このポールは最初のマニューバがうまく行かなかった 

場合に、落水者のいる位置を示してくれる。 

３．急いで艇を風上、さらにそれ以上に向ける。 

４．ヘッドセールに裏風をいれて艇速をさらに落とす。 

５、 風向が艇の横方向になるまでヘッドセイルに裏風を入

れ続ける。 

６、アビームからブロードリーチのコースを安定して 

２～３艇身走ってからほぼデッドランにコースを変え 

る。 

７．メインセールが艇の中心かその近くにあるときにヘッドセールを降ろす。転回中もジブシートを緩めては 

いけない。ジブセールはライフラインの内側にいれておくこと。 
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８．落水者が艇の横になるまで下りのコースを維持する。 

９．ジャイブする 

１０．落水者に風に対して４５度から６０度で接近する。 

１１．ヒービングラインか他のものなどの確立された方法で落水者と連結すること。海軍大学はスローイングソック

スという方法を使っている。それは７５フィートの軽いロープと、バッグからなるもので、バックのなかにラインが収ま

っていて、投げられたらバッグに追随するので風の中でも投げることが出来る。 

１２．風上側で、効果的な救助を行なう。 

 

★ヨールとケッチ 

自艇のミズンセールを試してみること。海上実験をやっているときは、最も効果的だったのは、クイックストップの過

程の出来るだけ早く、都合の良いときに、ミズンを降ろしてしまうことであった。 

 

★エンジンを使用中の場合 

エンジンを使う必要はない、しかしエンジンをかけておくことはお薦めする、しかしクイックストップの過程ではニュ

ートラルにしておき、最終アプローチで必要になったときに使えばよい。 

 

★スピンネーカー 

同様な手順がスピンネーカーを使っている場合にも適応させて使うことが出来る。前述のインストラクションに従う

こと。艇を風に立てて、ポールを素早くヘッドステイまで出し、スピンハリヤードを素早く降ろし、セールをフォアデッ

キに集める。ターンはタックをしながら続け、落水者へのアプローチ方法を始める。 

 

ライフスリング（シアトルスリング） 

小人数クルーの時 

たった二人でセーリングをしていて落水事故が起こったときは残りの一人だけでは、救助することは非常 

に困難である。もし落水者が怪我をした場合など、船の上に戻すことは殆ど不可能と言ってもよい。 

クイックストップはその手順の

１箇所を変更すればシングル

ハンダーにも使える。それは

ライフスリングという馬蹄形の

浮器と持ち上げ用のスリング

を兼ねたものを用いることで

ある。ライフスリングは艇の全

長の３～４倍の浮くロープを付

けて、艇に取付ける。もしクル

ーが落水したら、次の手順で

行なう。 
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落水したら 

１．すぐに艇を風上に切り上げながら、クッションや他の浮くものを投げ込む。艇速を落とし、艇を止める。 

２．スターンパルピットにつり下げたライフスリングのバッグの蓋を開け、スリングを投げ込む。 

するとスリングは艇のスターンに追随しながら残りのロープが引き出されていく。 

３．いったん投げ込んだ後はスリングは艇のスターンに追随するので、艇を落水者の周りを大きく回るようにする。

ジブは風に立った状態でも面倒を見ず、裏風が入ったままにしておくこと。これは回転半径を小さくする。 

４．スリングは艇が回転することによって内側へ行こうとするのでスリングとロープは落水者の手元へ届 

く。届いたら、落水者はスリングを頭の上から被り、腕の下にする。 

５．スリングが落水者の手元に行ったら再び艇を風に立て、ヘッドセイルを降ろし、メインセイルも急いで降ろす。 

６．艇がゆっくり風下に流される間にクルーはスリングを引き落水者を引き上げる。この段階ではコック 

ピットのウィンチも使える。ウィンチで引っ張ることは落水者が艇に届き、スリングにつるされるまで続けること。 

 

落水 

吊り上げ用リグ 

１．なるべくなら風上側の、ミッドシップからクォーターのクリートかウィンチが使えるところで、スリングについている

ロープで落水者を引き上げる。 

２．必要であればウィンチを使ってロープを引き、落水者の頭と肩を水面より上に出してクリートする。 

これで落水者は安全である。 

３．３ないし４パーツのテークルをメインまたはスピンハリヤードにつける。それを約１０フィートまたは落水者をライ

フラインの上まで持ち上げるのに必要な、あらかじめ決めた高さのどちらかをマークしておき、そのマークまで

引き上げハリヤードをクリートする。 

４．下のテークルをスリングのＤリングを通っているループにつける。 

５．テークルの端のロープをシートブロックかデッキにつけたス

ナッチブロックを通して、コックピットのウィンチまで持って

いく。ウィンチを回して落水者を持ち上げる。 

このライフスリングを使うには少しだけ準備をしておく必

要がある。まず、使うハリヤードをあらかじめ決めておき

適当なマークをしておく。３～４パーツのテークルを用意し、

他の目的には使わないようにしておく。使うスナッチブロ

ックを決めておき、最良の取付位置（多分マストの近く）を

決めマークしておく。ハリヤードで直接人を吊り上げるの

は動物的な力が必要であるが、この装置を使えばずっと

楽に持ち上げることができる。 
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パーバックル装置 

この装置は特に低体温状態の負傷者を艇上に持ち上げるための代替装置である。 

Tri-buckleというパテント製品として知られている。 

小さな穴のあいた強度のある三角形の材料の底辺をトーレールに固定し、頂点をハリヤードをから取ったロープな

どに結ぶ。人がのり出すか引きずるかして負傷者を三角形の中に横たえ、次にハリヤードを引いて負傷者を回転さ

せながらデッキ上に持ち上げる。この方法だと負傷者を基本的に水平に保っておけるので低体温の後ショックを最

小限にできる。 
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            アペンディックスＥ 

低体温 
低体温とはなにか？ 

冷たい空気や水にさらされる状況では体の芯の温度の低下を招く。死は脳や心臓の温度の極度の低下に

よる結果となって現れる。 

 

なぜ関係あるか？ 

温和な状況（Mild Condition）においてさえもクルーの能力を低下し高い代償につく事故の危険性が増大す

る。低体温に対する適切な対処は悪い状況でも生き残る機会を多くする 

 

予防 

・暖かい衣服とライフジャケットとハーネスを身につけること。クルー全員に適切な荒天衣料のセットを装備 

 すること。ドライスーツなら最高である。 

からだの全ての部分特に熱損失の大きい部分：頭、首、肘、両脇、股の部分について断熱すること、。暖 

かく、乾いている状態を保つ、しかし重ね着をして温度調整をして汗をかくことを避ける。 

・ワッチを度々交替する。 

・疲労から逃れるため十分な休息をとる。 

・食べたり飲んだりを通常に行う。アルコール飲料は取らない。 

・脱水症状を防止するため尿の色を見ること（色が急激に濃くなったらもっと水分を取ること） 

・船酔いを避ける。 

・乗組員個々の医療上の問題を考慮する。 

・落水者救助訓練を定期的に行う。 

・二人かそれ以上のＣＰＲ（心肺蘇生訓練）を受けたクルーが必要。 

冷たい水中でのサバイバル（７５°Ｆ、２５°Ｃ以下） 

・船にトラブルが起きたときは、もし装備していればサバイバルスーツかドライスーツを着用する。 

 準備する。無線で救助を求め、自艇の位置、乗員の数、けが人の数、艇の状況を連絡する。視覚的な救  

難信号を出す。可能ならば船内にとどまる。沈没が避けられなくなるまで艇に残る。 

・ 船から外にでる場合はライフラフトを伸展し、EPIRBを発信する。グラブバッグと視覚救難信号、防水型

の 

携帯ＶＨＦを持ってラフトに乗り込む。 

ラフトに乗り込んだらできる限り水から出て濡れない状態を保つ。水中のほうが空気中よりも、２０倍も早く  

体温を奪うからである。問題がなければできるだけ船の近くにとどまる。 

・もし水の中に入ってしまったら、乗員はかたまって船の近くにとどまる。 

これは誰もが発見しやすくすし、互いに励ますことができるためである。 

ラフトの中に入り、もし着用していればドライスーツやサバイバルスーツは着続ける。 

・ ・サバイバルスーツを着ていない場合でも、ライフジャケットを着けていることを確認し、衣類や靴をで

きうる 

着続けて断熱と浮力のために利用すること。頭部の保護に帽子をかぶり続ける。できるだけ素早く、ラフト 

 や浮遊板や漂流物などに上がるか、入るかして体の全部または一部を水から出すこと。泳いだり、水中

に 

出てゆくのは避ける、身体の表面を晒している部分を最小にする。ライフジャケットの上にスプラッシュガ

ードをかける事は海水を飲んでしまうことを防止し、冷たい海水中に突っ込んだときに思わず出る喘ぎを

防いでくれる。 
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段階的な低体温症の症状 

 

注 大部分の肉体的な症状は個人差がある。 

  体温の表示にも頼りすぎてはならない。最も信頼できる体温

表示は直腸体温計によるものである。（口中はすに温度が下がっ

てしまう）  通常体温が下がるにつれて症状が増加する。 

 

 

MILD CONDITION（97-93°Ｆ，36-34°Ｃ） 

・身震いする。冷たい手と足 

・まだ敏活、自分でできる。 

・手足の無感覚。機敏さが失われぎこちなくなる。 

・冷たさによる痛み                     

 

MODERATE CONDITION（93-90°F,34-３2°C） 

・上記と同じ。 

・混乱、時間感覚と推理力が無くなる。 

 

 

SEVERE CONDITION(90-82°F,32-28°C) 

・ふるえが少なくなるか止まる。 

・さらに推理力が無くなり、記憶の混乱、異常な行動。 

・遭難者は酔っぱらったようになり、動作はさらに緩慢に、不明瞭な発音に

なる。 

・問題を否定し、助けを拒む。 

・自分自身でできない。 

・遭難者は半意識的から無意識になる。 

・筋肉の硬直が増大する。 

 

CRITICAL CONDITION(82°F,28°C以下） 

・無意識となる、死んだように見える。 

・息がかすかか全くしていないように見える。 

・脈動がゆっくりかすかになる、或いは全くわからない。 

・皮膚は冷たく青灰色となる。 

・硬直がひどい。                    
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MILD CASE 

・あるいは汗をかく体温まで上昇させるために与える。 

・遭難者を横にしながら数時間は暖かく保つ。 

 

MODERATE CASE 

・上記と同様。 

・遭難者が完全に意識があって飲み込むことが困難でない場合にはノ   

ンアルコール、ノンカフェインの暖かい液体を一口飲ませる。 

・遭難者に医師の診察を受けさせる。 

SEVERE CASES 

・できるだけ早く、無線で医学的なアドバイスを受ける。 

・遭難者の補助をすることしかし遭難者の気に入らないことはやらない。乱 

  暴な扱いは心臓停止や心室細動を引き起こすかもしれない。 

・飲食料は与えない。 

・吐くかどうかを観察し、気道確保の準備をする。 

・遭難者が「私は大丈夫だからほうっておいてくれ」といっても無視すること。 

・遭難者はとても大変な状態にあるので、観察し続けること。 

・遭難者を寝台に寝かせ、毛布などを挟み動かないようにし、足を高くし、安 

 静を保つ。動かしてはいけない。 

・最初に行うことはこれ以上の熱の損失を防ぐことと自の体力で 体温  

回復ができるようにすること。 

・暖かく甘い飲み物を与える。（ノンアルコール、ノンカフェイン） 

・緩やかに暖める温源を体温を安定させるためか 

CRITICAL CASES 

・あきらめてはいけない、遭難者はいつも復活するものである。 脈動を

感じるのはとても難しいことである。 

・頭部、首、胸、股を外側から緩やかに暖める。体温が下がらないように

低体温救急法 すべての場合 

・遭難者を横にする 

・遭難者を乾いた区画へ移動し暖める 

・横にしたまま排尿をさせる 

・優しく扱う 

・濡れている衣服は脱がす。必要であれば切断する。 

・頭部、首、胸および股をゆるやかに暖める（あなたの 皮膚が快い

くらいの温度） お湯を入れた瓶や暖かい濡れタオルなどを使う。

・毛布か寝袋で体を覆う。頭部と首も含めて寒さから断熱するために。

・無線で医者に報告す 
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するためである。しかし体温が急激に上がらないようにする。 

・細心の注意を持って優しく扱う。 

・後頭部を持ち上げ、気道を確保する。息をしているか。 

・脈拍があるか１分間は観察し、耳を澄まし、感じること。 

・もし脈拍や呼吸を感じたら、たとえどのようにそっとであろうと心肺蘇生を施してはいけない。その代わ

りに細心の観察で生きている兆候を観察すること。 

・体温を安定させることができるように、なにかの温源例えば他のクルーの裸の胸と遭難者の背中を密

着させることによるような方法で暖める。（足はほうっておく） 

・もし１、２分間呼吸や脈動が無かったら、急いで心肺蘇生術を開始すること。生死にかかわらず遭難者

が体温を取り戻すまで決してあきらめない。 

・医学的な援助が絶対に必要である。入院が必要。 

 

 

警告 

・SEVEREな低体温およびCRITICALな低体温の場合最初の救急法は体温を安定させるために

熱を 

加えることである。 

熱いシャワーや風呂などで急激に暖めることは取り返しがつかないことになりかねない。少な

くと 

もよけいに複雑化させる。遭難者が自分自身でゆっくり体温回復するようにすること。 

・体温回復の過程においては皮膚の温度と体の芯の温度とにはずれがある。遭難者が見かけ

は回復し、医学的な援助 を受けた後でもさらに遭難者を保護し続けること。完全に通常体

温まで回復するにはとても長い時間がかかる。 

・落水した状況で遭難者が１０～１５分間以上水中にいた場合は低体温が現れると考えられる。 

・遭難者はまた溺れた状態になっているかもしれない、だから酸素が必要。吐くかどうかよく観

察すること。 

・ヘリコプターによる救助の時はローターが巻き起こす下降気流の寒風から頭も含めて遭難者

を保護すること。 
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                       アペンディックス F 

      荒天の荒波に打ち勝つ為のドローグの使用について 

 

ライフラフトにおけるドローグについて 

 最近のほとんど全てのライフラフトはNational Maritime Institute(現在のBritish Marine Technology)とその協力者

によって開発された特別のドローグを搭載するのが普通である。このドローグは前の型よりかなり大型で、多孔性

の材質を使い、ラインはもつれ防止が加えてある。ライフラフトの大型のバラストポケットと共に使用すれば、転覆

に対し効果的である。アイスランドにおけるテストでは荒れ狂った海域においても持 

ちこたえられる事を証明している。二次的な機能として漂流を最小限に押さえる事が出来る。使用しているラフトが

このNMIタイプのドローグを搭載可能かどうかはそのライフラフトメーカーに問い合わせされたい。 

 

ヨットにおけるドローグの使用について 

 荒天の荒波に対するヨットの転覆防止にドローグがどのくらい役に立つかについてサザンプトン大学のWolfson研

究グループはRORCへ報告書を出している。（報告書のコピーとビデオテープはRORCから入手できる） 

船尾から流したドローグはヨットの船尾を引っ張り、艇体のスピードを落とし、船尾を前に引っ張られるようにする働

きをする。 

Wolfsonモデルのテストにおいてはこの姿勢はヨットが凌波することによって横方向への回転とロールオーバーを

防ぐ事を証明している。ドローグかシーアンカーはＳＲ４．２７で推奨されている。 

 スターンからのドローグの展開は船尾からの波の打ち込みを避けられないため全ての開口は確実に閉められる

ようになっていなければならない。 

 この点に関し、ＳＲでは例えばヨットは「ヨットは頑強で、水密構造に出来ていること、特にキャビン本体は打ち込

む水の圧力とノックダウンの圧力に打ち勝てるよう建造されていなければならない」と要求している。コンパニオン

ウエイを閉鎖するハッチボードとウオッシュボードは恒久的な何かの方法でー例えばラニヤード、などで固定され

ていなければならない。もしこのような基本的に重要な部材が流失もしくは破壊された場合には船尾から打ち込む

海水で艇は見る間に水船になってしまうであろう。 

 コックピットロッカーのハッチも特別な注意が必要である。時によるとそれらは大きすぎ、ロッカーはハルの内部に

直接つながっている。これらはヨット全体の水密構造にとって重要であり、強固に閉じられるようになっている事が

大切である。多く使われている簡易型のラッチは充分とは言えず、海においては南京錠型の物が良い。ハッチのヒ

ンジやラッチの留め金具は螺子（ネジ）式ではなく、貫通型のボルトを使用すべきである。ロッカーの蓋やハッチに

とって完璧なシール（水密）が大切である。 

 ＵＫの運輸省は船舶に使われるライフラフト及びライフボート用のドローグの規格を決めている、それはヨットにも

適用できるものでありセールメーカーでも製造できるものである。ドローグの口の径はヨットのLWLの10％から15％

範囲内であるべきである。他の部分の寸法はこれの比例により計算されたい。 

 

ドローグのラインについて 

 目安としてLOAの10倍の長さを使うと良い、そして波の周期で調整出来ると良い。材料としては三つ編みナイロン

ーアンカーロープが良い。 
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ドローグのエンドに使う重りについて 

 ドローグは充分水中に沈んでいる事が重要である、理想的には水面下10メーターぐらい沈める、重さとして２０Kg

位が良い。重りとして、ロープとドローグの間に１０ｍチェーンをいれることも一つの方法である。 

 

 ドローグの展開について 

 艇を転覆させないためにはドローグが常に十分な張力で艇を引っ張り、艇が横方向に進路をそらさないようにす

る事である。その為にドローグが船尾から来る2番目から3番目の波の中にあるように調整すると良い。2本のドロ

ーグを並べて使うのも、片方のドローグが波浪中に転がったときにラインが緩む危険を回避する良い方法であ

る。 

 

艇への固定 

シートウインチなどの強力な個所に固定する 

 

ロープの面倒を見る 

 定期的にロープの位置をずらす事も、擦り切れを防止する為に大切である。擦り切れ防止用にナイロンスリーブ

をフェアーリーダーに通す事等も考える。 

 

他のドローグ装備について 

 Jordanと呼ばれる連続型のドローグは長いロープにダクロン材料で出来た小型の円錐コーンを複数定間隔にロ

ープに縫い付けられていて、コーンの先端は常に後方を向くようになっている。優れている点は、もし一つが波頭

によって緩んだとしても、残りのコーンが艇を引っ張る構造になっていることである。 

 パラシュートもしくはパラアンカーはパラシュートの形状をしているシーアンカーである。展開の仕方はドローグと

似ているものの、形状はもっと大きく、船首から展開するように設計されている。直径18フィート位が35－50フィート

のヨットに対して適当と言われている。パラーアンカーはドローグの様にチェーンを付けて使用するのが良い。パラ

ーアンカーは特に一部のマルチハルの権威たちに推奨されている。 
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  アペンディックスＧ  

トレーニング 

外洋でのパーソナルサバイバルのためのトレーニングモデル課程 

 

この付則Ｇ（外洋でのパーソナルサバイバル、トレーニングモデル課程）準備にあたり、 

IMO (International Maritime Organization：国際海事機構) 

AYF (Australian Yachting Federation：オーストラリア ヨット連盟) 

 and RYA (Royal Yachting Association：ロイヤルヨット協会 イギリス) 

の出版物がそれぞれの承認のもとに参考にされている。 

 

序文 

1.モデルコースの目的 

ISAF外洋特別規定６章のトレーニングへの補充。 

モデルコースはこれらのトレーニングの手段というだけでは無い。それに加えて、6章が要求する内容に適合す

るその他のコースにおいても、それにふさわしいメンバーナショナルオーソリティー（ＭＮＡ）がＩＳＡＦの承認を得

るためにも応用できる。（本序文7参照） 

2.モデルコースの使用 

指導主任者はトレーニングを開始するにあたり、受講者の経験、知識を検討、評価しコースの詳細を受講者に相

応しい内容に改定することが望ましい。 

受講者は実際の外洋帆走経験を持っていることが望ましく、特別規定6.02 6.03 の課題に精通し、受講コース

の準備をすることが望ましい。必読文献リストＡ4.2 参照。 

特定の技術の取得が（例：応急処置または専門的な医学知識）が適切に文書で証明（証明書、免許など）されて

いる時には、受講者はコースのその部分の講習を免除される。 

3． 実演 

インストラクターは“受講者が個々の課題を良く理解できた”と納得できるまで、様々な方法で 

実演を繰り返し行うことが望ましい。 

4. 評価 

毎（講習）日の 最後の活動は試験で、それはインストラクターの全体的な評価とともに、総合評価を取得するた

めに使用されることが望ましい。それぞれの単位の合格目安は60％である。 

5. 実習 

詳細な要件は以下の通り。 

総合的な準備は“コース実習の成功” の鍵である。 

6. モデルコースの組み立て 

パートＡ：コースの枠組みを、目標、目安、このための“教材設備、機器”とともにを叙述する。 

パートＢ：講習と実習のアウトラインの提供。タイムテーブルは提案されているが、厳密にこれに従うより受講者

が必要とするスキル（技術）の熟練、達成が重要である。 

パートＣ：講習詳細の発表。 
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7. ＩＳＡＦ承認のトレーニングコース 及び 講習者証明 

7.1 トレーニングコースの“ＩＳＡＦ承認のステータス及びＩＳＡＦロゴの使用権限は 

    ＳＲ6.0.1による必要とされるトレーニングを満足した者にＩＳＡＦ ＭＮＡ（Ｍｅｍｂｅｒ  

Ｎａｔｉｏｎａｌ Ａｕｔｈｏｒｉｔｙ）の審査により与えられる。 

ステータス承認の授与の権限には ＭＮＡとして、“コースの提供者がコースの時間を通して、適切なトレー

ニングを継続して提供すること”（義務）を保証（ＩＳＡＦに対し？）する。 

毎年の再調査はこの目的に適切であるかもしれない。 

ＭＮＡは、“ステータスの承認解除”が必要と判断した時には解除しなければならない。 

7.2 上記7.1の承認を受けるためにトレーニングコースが付則Ｇのモデルトレーニングコースに従う必要はない。

最も重要な要件は、ＳＲ6.01で要求される、トレーニング完了することである。  

外洋帆走訓練やその他の理由による 経験不足のためアドバイスが必要なＭＮＡはＩＳＡＦ経由でＩＳＡＦ  

ＯＦＦＳＨＯＲＥ ＴＲＡＮＩＮＧ ＰＡＮＥＬに連絡しなければならない 

7.3 ＩＳＡＦ承認のOffshore Personal Survival Courseの有効期限内（５年間有効）の証明書を所有するセイラー

はISAF Offshore ＳＲ6.01の要件に適合したこととしてレースオーガナイザーに認められることとする。 

7.4 ＩＳＡＦ承認コースで発行された証明書には“ISAF Approved Offshore Personal Survival Course”（記述）と 

ＩＳＡＦロゴの記載ができる。 

 7.5 レース公示で述べられていない限り、ＩＳＡＦ承認のＳＲ6.01のトレーニングコースは義務ではない。 

しかしながらこのステータスは可能であればどこにでも奨励する。  

パートＡ 枠組み 

Ａ1：クラスの規模最大のクラスとしては２０名を推奨する。 

小さなワークグループを設定する時は、各グループを４名とする。 

最小のクラスとして１０名を推奨する。 

それでないと、より小さなグループ内では、討論を進めることが困難になる。 

Ａ2：講師 （以下の条項を満たしていること） 

     荒天を含めて、あらゆる海象での外洋帆走経験があること、 

     コース教材の完璧な知識があること、 

     ＩＳＡＦ ＳＲの必要条件の完璧な知識があること、 

     教習方法をよく理解していること、 

Ａ3： 設備と機器  

Ａ3.1 適当な教室、机、テーブル及び椅子が必要、そしていろんなルームアレンジができる様、家具類

は移動可能であること。理想として、クラスを分割できるよう、（それぞれのグループごとに実習す

る場所が必要）予備の部屋があること。 

      Ａ3.2 メインの教室には以下の機器が揃っていること、 

黒板または白版 

フリプチャート（海図？掲示板） 

受講者用筆記用具 

オーバーヘッドプロジェクター（透明フィルムなどの使用） 

コンピユータープロジェクター（音声機能必要） 

ビデオテープレーヤー（コンピユータープロジェクタープロジェクターと互換性がある） 
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ＣＤロムドライブ付のデスクトップＰＣまたは、ラプトップＰＣ（ＣＰプロジェクター接続可能） 

ＣＰプロジェクター投影用スクリーン 

上記機器類を安全に使用するための電源 

Ａ3.3 グループの部屋にはテーブル、椅子、なんらかのボード及び筆記用具 

Ａ3.4 ビデオカメラは有効であろう、それはＣＰプロジェクターと互換であること、 

          もしくはビデオテーププレヤーに互換のビデオテープを製作すること、 

Ａ3.5 ライフジャケット、ライフラフト講習にふさわしい デモンストレーション、トレーニングを実施できる

適切な安全機器類、職員、設備 をそなえた、温水プール 

Ａ3.6 灯火類の打ち上げと消火器の講習にふさわしい デモンストレーション、トレーニングを実施できる

適切な安全機器類、職員、設備 をそなえた、屋外 

Ａ４ 推奨する参照事項および展示資料 

         このセクションはＭＮＡの提出する情報により更新される。 

         コース主催者はその地域のオペレーションに関連する適切な資料を奨励する。 

Ａ4.1 講師用 資料印刷物 

付則Ａ2（ライフラフト）および付則Ｇ（トレーニング）を別冊にしたＩＳＡＦ ＯＦＦＳＨＯＲＥ ＳＲ（ＩＳＡ

Ｆ 外洋特別規定）完全版 

ＩＳＡＦ ＲＲＳ（セーリング競技規則） 

国際海衝突予防法（ＣＯＬＲＥＧ） 

Ａｄｏｍｉｒａｌｔｙの通達概要（ＮＰ247） 

Admiralty Charts and Publicationsより毎週発行になるチャート、ＳＯＬＡＲＳ関連情報 

Admiralty Charts and Publications can be maintained so that they are completely up to date for safety-critical 

 SOLAS navigational information through the world-renowned Admiralty Notices to Mariners (NMs) service.  

Admiralty NMs contain all the corrections, alterations and amendments for the UKHO's worldwide series of 

Admiralty Charts and Publications and are published weekly as booklets, which are despatched directly from the 

UKHO.  

ＩＡＭＳＲ（International Aeronautical and Maritime Search and Rescue） マニュアルまたは小型船舶

用マニュアル（準備中） 

ＡＬＲＳ（Admiralty List of Radio Signals）ボリューム 5  ＧＭＤＳＳ（ＮＰ285）Global Maritime 

Distress and Safety System :全地球規模海難救助システム ＳＯＬＡＳ（海上人命安全条約）統合

版 

ＬＳＡコード （海上人命安全条約附属コード集） 適切なＩＳＡＦ ＭＮＡ（国際セーリング連盟の加盟

ナショナル オ－ソリティー）の発行するトレーニング小冊子 それが無い場合は少なくとも下記の

どれか一部 

ＲＹＡ（Royal Yachting Association） 海上生存のための実践コース集（ノート） 

ＡＹＦ（Australian Yachting Association） 上記と同等物 

ＵＳ Ｓａｉｌｉｎｇ 上記と同等物 
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       Ｖｉｄｅｏ Ｔａｐｅ：A Highway of Low Pressure(低気圧の高速進路) 

ＣＤ-ＲＯＭ：コスパス、サーサットシステム 

COASPAS-SARSAT(INTERNATIONAL SATELLITE SYSTEM FOR SEARCH AND RESCUE)  

衛星ＥＰＩＲＢ（衛星非常用位置指示無線標識）から自動的に発信される遭難警報を極軌道周回衛星

で中継し、陸上のＭＣＣ（業務管理センター）において遭難位置を特定し、それらの情報を国際的に

交換する捜索・救助システム。 

 

A4.2  受講者用 

Ａ4.2.1 下記の資料を用意すること 

＊ ＩＳＡＦ ＯＦＦＳＨＯＲＥ ＳＲ（ＩＳＡＦ 外洋特別規定） 

＊ ＩＳＡＦ ＲＲＳ（セーリング競技規則） 

＊ 国際海衝突予防法（ＣＯＬＲＥＧ） 

＊ Ａｄｏｍｉｒａｌｔｙの通達概要（ＮＰ247）：4.1参照 

＊ ＩＡＭＳＲ マニュアルまたは小型船舶用マニュアル（準備中） 

＊ 海上での応急手当（Justins and Berry 著書 Adlard Coles 発行）または、同等の書 

＊ 適切なＩＳＡＦ ＭＮＡ（国際セーリング連盟の加盟ナショナル オ－ソリティー）の発行するトレーニング小

冊子 

それが無い場合は少なくとも下記のどれか一部 

ＲＹＡ（Royal Yachting Association） 海上生存のための実践コース集（ノート） 

ＡＹＦ（Australian Yachting Association） 上記と同等物 

ＵＳ Ｓａｉｌｉｎｇ 上記と同等物 

A4.2.2 知識（必要とされる） 

  ＊ＡＬＲＳボリューム 5 ＧＭＤＳＳ（ＮＰ285） 

Global Maritime Distress and Safety System :全地球規模海難救助システム 

  ＊ＳＯＬＡＳ（海上人命安全条約）統合版 

  ＊ＬＳＡコード （海上人命安全条約附属コード集） 

  ＊世界保健機関 発行 船舶用 国際メディカルガイド 

A42.3 推奨される、より高度な学習 

＊The Grab Bag Book (F & M Howorth著書, Adlard Coles発行)   

＊Instant Weather Forecasting (A Watts著書 Adlard Coles発行) 

  ＊Heavy Weather Sailing（A Coles & Bruce著書 Adlard Coles発行） 

  ＊Essentials of Sea Survival (F Golden and M Tipton著書, Human Kinetics) 

パートC 講義概要の詳細 

段落番号はパートB（後述）のセッション番号、参照 

セッション 1  INTRODUCTION 

1.0 講師はコースの概要と管理、整理をし、そして評価、試験の順序を説明する。 

   コースがISAF承認（INTRODUCTION 7項 参照）であれば、（コース終了時に発行する）証明書は承認される。  

   講師はコースの最終決定の時間割も伝えること。 

1.1 正式のセッションでのトレーニング、およびルーティーンの一部としてヨットを操縦することにおけるトレーニン
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グの重要性 

1.2 安全特性の重要性 

1.3 クルー（乗組員）用要綱には、 

安全機器の積み込み詳細、緊急時対応手順、責任、そしてスキッパーや重要なクルーが対応不可能 

な事態にそなえて 

遭難救助信号の送信方法、EPIRBの使用方法、フレーヤーの使用方法、が含まれる。 

SRで要求されている、積載図を説明する：クルーの経験と適応性は十分でなければならない。 

1.4 艇の安全な運行、管理、クルー行動の指導 等の艇長責任。 

クルー自身の安全、艇および他のクルーの安全に寄与するために義務(業務)から解放 等クルー責任。  

 

セッション 2 安全及びその他機器の維持管理 

2.1 安全機器の定期点検、補修、掃除、乾燥、着用のため調整 そして正しく保管する。 

   実例として上げる、セーフティーハーネス、膨張式ライフジャケット、ライフラフト他  

2.2 引き続き行われる点検、例：リギン（ピンが歪みも無く正しセット、ワイヤーの破損無し、動策類は過度に磨耗

していないシャックルを締める）、シーコック、スタンチューブのグランドパッキン、トイレ配管、その他  

2.3 予備航海灯および一般予備品の有効性 

2.4 流失した際に浮く備品に船名を記載する 

2.5 点検、オーバーホール：水中旗竿（dan buoy）,一人用旗竿付ライフブイ（jon buoy-AUS＝life saver buoy-USA） 

マンオバーボドモジュール（MＯB）ライフスリング 他 

2.6 燃料タンクの底に溜まる水分やゴミは海が大荒れしている時に、浮き上がりエンジンに回ってしまう 

ことがあるので：エンジンオイルおよび、燃料の給油口のキャップはクリーンに維持し確実に締めておく 

 

セッション 3 荒天用セイル 

3.1 ストームおよびヘビーウェザーセイルを受講者の艇に搭載する 

3.2 そのセイルはどのようにセットするのか？ 

3.3 そのセイルは艇内のどこに詰まれているか？ 

3.4 たとえ、穏やかな天候であっても時々 練習することの重要性 

3.5 ものすごい荒天時、縮帆することで、リグにかかるプレッシャー変化の理解 

3.6 艇の上を乗り越えるような波（ウオーター）は、いい加減に収納している、デッキ上に低く過ぎてセット 

している、セイルを 流失させる危険性 

3.7 ストームセイルに重たい金属のシャックルを付けることの危険性 

3.8 ストームセイルに目立つ色を使用することの重要性 

3.9 荒天時にメインセイルを降ろしてブームにラッシングし、トライスルをブームなしでセットすることの 

重要性（ある種の艇では） 

 

セッション 4 損傷のコントロールと修復 

4.1 接近する荒天での損傷を最小におさえる計画  

4.2 予備材料および工具を使用する対処方法（以下の事項に）  

.1 ラダー/ステアリングの損失 
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.2 マストの損失 

.3 衝突（艇：前 中 後：部）、シーコックの破損 等による浸水 

.4 座礁 

.5 過酷な荒天による ハッチの破れ、コーチルーフの割れ 

.6 キール損失（および/または）転覆 

.7 他艇、漂流物（コンテナ等）、シーライフ（鯨 他）、その他との衝突 

 

セッション5 荒天時 クルーの定期的作業、艇の取り扱い、ドローグ（シーアンカー） 

5.1 危険の詳細審査、解決策および不測事態の対応策･以下のクルー定期作業を含む 

    .1 キャビン外での一般的な作業  

ライフジャケット、ハーネス着用の必要の時：ハッチから出る前にフック（ハーネス）を固定する、フック

が２ケの場合どちらか１ケが常時固定しておく、艇の前部に行く時はその旨を誰かに伝える、パーソナ

ルＥＰＩＲＢ（自動遭難通信機）特にＤ/Ｆ（方向探知機）搭載のもの携帯を尊重する 

.2 荒天準備 可動物は安全に固定積載する  

.3 ジャックステーを安全に取り付ける 

.4 荒天時の作業、運転 

.5 過酷な気象での戦術 

.6 ギャレー作業時、体の保持するベルト、荒天 事前に暖かい食料を保温ジャーなどに準備する 

.7 荒天下でのヨットが“良く視認される（見えやすい）”ことの重要性： 

      オレンジ色シートの展開、白色灯、ストロボをデッキあるいはマストに取り付け使用、 

      曇りの日はレーダーリフレクター（丈夫な物）の掲揚も考慮する 

5.2 外洋での操船（特別な操舵技術ではなく）および艇、クルーのコンディションに影響がある 

考慮すべき事項（下記）： 

.1 風力 

.2 強風の継続時間 

.3 航程（長さ） 

.4 波のパターン 

.5 波高、波長 の定義（評価方を含む） 

.6 波の屈折 

.7 複数の波パターン 

.8 潮流のある時の波 

.9 危険な波の状態の予測 

.10 航路及びそれぞれの波と艇との角度 

.11 早めのセイル交換、セイル交換手順、艇の性格と復元性の把握 

.12 ヒーブツー（船首を風上に向けて停船する） 

.13 選択肢の評価（考察）：待ち受ける困難から遠ざかるか、突破するか 

5.3 過酷な気象状況でのドローグの効力 

 

セッション 6 落水の予防策 及 落水者の救助 
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6.1 予防対策 

.1 ライフラインはSRに従い維持管理する 

.2 ハーネスは夜間及び荒天時フックを固定する（C5.1.1参照） 

.3 ハーネスの簡単なフックの欠点 

.4 ハーネスの又紐は、抜け落ちを防止する 

.5 悪天候の時はスターンではなく船内のトイレを使用する 

6.2 落水者の救助 

   .1 手順を十分訓練する（付則 D 参照） 

   .2 必要であれば、“Mayday”ラジオによる遭難救助信号は正当  

   .3 瞬時に使用可能な引き上げ装備（吊上げ用リグ） 

.4 水平に吊り上げ、水平状態の保持する必要性  

.5 救助された人に、衣服の着せ替え、温める、そして 負傷の有無チェック などの 

  共同作業準備と手順、必要であれば陸上に通報  

.6 笛、SOLASタイプのライフジャケットライト（PFD light）、ストロボ 等の使用 

セッション 7 他艇の援助 

7.1 法律及び規則要件 

.1 SOLAS義務はすべての航海中のすべての船舶に適用される＊＊ 

.2 RRS（セーリング競技規則）＊＊ 

.3 道徳的な必要性 

.4 通信義務＊＊ 

.5 航海日誌の保持義務＊＊ 

＊＊下記補足参照 

7.2 沈没船舶のすぐ近くの航行 

      .1 その艇から離れず、陸上に通報する 

      .2 落水者、ライフラフト搭乗者の救助準備をする 

      .3 その艇が炎上中の場合の対処方 

7.3 他の艇（自分）が沈没船にとって唯一の救助ソースであるかもしれない事の理解 

7.4 曳航 および 被曳航 

 

セッション 8 低体温 

8.1 適当な保温衣類の着用により体温低下促進を効果的に抑える。 

8.2 衰弱及び意識不明への兆候である： 震え、興奮、昏睡、ふらつき、不鮮明な言語、記憶喪失、

被害者の低体温、顔色の悪さ、緩慢な呼吸、弱い脈拍、など理解する 

8.3 処置、治療： Justins and Berry著、First Aid at Sea 他 文献参照 

8.4 アルコールを与える、温めるために肌を擦る、等してはいけない、また蘇生をあきらめてはいけ

ない 

セッション 9 ＳＡＲ（Serch And Rescue＝捜索、救助） 組織と方法 

9.1 セイリングするエリアのＳＡＲオーソリティー（当局）に関して下記項目を理解する 

.2 必要であれば航海計画を通知するための電話番号 
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.3 緊急時の通話方法 

.4 どのような設備を持っているか（いない）？ 

.5 ヘリコプター使用時、レスキューシステムを理解する（ライン、救命籠、ウインチマン、その他）お

よびデッキ、水上またはライフラフト、どこから吊り上げるのが好ましいか？ 

.6 直接連絡するためのラジオ周波数を知っていること 

.7 配備される、固定翼飛行機はなにか（機種）を知っていること 

.8 固定翼機の捜索パターン（信号フレアー）を理解する 

.9 世界のＳＡＲ組織に関する知識をもつ 

.10 通りがかりの船舶からいかにして救援を得るか 

.11 小型船舶のための新ＩＡＭＳＡＲの理 

  

 セッション 10 気象予報 

10.1 気象予報の情報源 

10.2 条件と定義の正確な意味 

10.3 ビューフォートの風力とｍｐｈ（マイル/時間：表示）との比較、対照 

10.4 雲、風、海象、気圧計、海水温（時には決定的）、気温 、その他：気象観察日誌をつけ、 

自分の予報をたてる 

セッション 11 ライフラフト 及び ライフジャケット （理論） 

11.1 ライフラフト （理論） 

11.1.2 ライフラフト基準（ＳＯＬＡＳ，ＩＳＡＦ不足ＡパートＩＩ 及び ＯＲＣ）の知識 

11.1.3 ライフラフトの搭載、取り扱い注意 および 保守点検 

11.1.4 ライフラフトの緊急時パック（積み込み備品） 

11.1.5 グラブバッグの中身と使用法 

11.1.6 ライフラフト転覆における二つの相反する重要素：ドローグとコックピットのバラストウオータ

ー 

11.1.7 転覆のメカニズムと転覆から正立させる手順 

11.1.8 “何時、どのように”ライフラフトを使用するか 

11.1.9 ライフラフトを本船きわに進水させて後 最短時間で保護？（乗り込み準備）をする 

11.1.10 できれば濡れずにライフラフトに乗り込む：ドライスーツがあれば着用する 

11.1.11 水中からライフラフトに乗り込む時：乗り込みようタラップ及び つかまるためのラインの重要

性 

11.1.12 ラフトに乗り込む前、そして ラフト内でのクルー組織図： 

救助信号、外部ウオッチ、損傷補修、医療、飲料水、食料、モラルの保持、生存するための

心理学 

11.1.13 冷水による生理学上のショックと低体温（セッション8参照）が  

“ライフラフト運用及び生存活動”という実務の 人間の能力へもたらす影響の理解 

11.1.14 ＳＡＲＴ（SEARCH AND RESCUE RADAR TRANSPONDER）の使用（グラブバッグのオプショ

ン）  

 

65 / 77 2009/3/25改訂版



セッション 11.2 ライフジャケット （理論） 

11.2.1 世界の中のあなたの地域で使用される用語の理解： 

浮力が150ニュートン（同等：15.3ｋｇ）あり、水中で意識不明の人間が30秒以内に 

顔が上向きの姿勢に反転させる効力のあるライフジャケットと浮力のみの簡単な物 

との相違点 

11.2.2 ＳＲで要求される付属備品の理解： 

ホイッスル、マリングレードの反射板、船名または着用者氏名を明記 

11.2.3 ＳＲでの付属備品及び推奨備品の理解： 

ＳＯＬＡＳコードに順ずるライト、ＥＮ検定品（European Norm）376もしくは同等品、 

又紐、スプラッシュガード 

11.2.3 すべての膨張式（手動膨張式、自動膨張式―必要時ガスによる、口で膨らます）及び浮力体

式ジャケットの相対的な長所と使用法理解する 

11.2.4 身に良くフィットすること、ライフジャケットを即座に着用できるように設定しておく、 

ことの重要性を理解 

 

セッション 12 試験 （1） 

      この試験は2項目のうちの１つである。解答時間は１５分ほど、そしてクラス内で解答用紙を交換してマー

クする時間を５分。 設問は迅速に解答できるように設定されるべきである、 

      たとえば、複数選択：少なくとも２択（説明またはリスト）の中から正解一つ 

      コースとしての総合評価は2つの試験に加えて講師による講習中の評価との総合評価による。 

      INTRODUCTION （提案）４項 参照。 

セッション 13 ライフラフト 及び ライフジャケット （実用、実習） 

      .1 波を起こす設備のあるプールは現実性を増す（海上の状態のように） 

      .2 受講者はシャツ、ズボンの上にカッパを着用し泳いで見ます、次に150Ｎのライフジャケットを着用し

て泳いでみる。訓練の大半はすべての受講者に150Ｎのライフジャケットを着用させ行う 

      .3 ライフラフトを膨らませ、のりこむ（いろんな方法で） 

（a） プールサイドから （b）水中から（乗り込み用のタラップがある場合、無い場合の違いを理

解させる）そして ある程度の距離をパドリングする 

      .4 ライフラフトを転覆させて、各々の受講者に泳ぎながらラフトを起こさせる 

      .5 受講者に生存者（無力の：自分からはなにも出来ない）をラフトに引き上げさせる 

      .6 ラフト定員一杯の状態で受講者に、すべての備品（グラブバッグの中のすべての備品の展開、使用：、

食料、飲料水を使用も含む）の点検をさせる 

      .7 受講者にライフラフトから太陽光の反射による信号（ラフトのルーフからスポットライトを使用して） 

        発信させる（波のあるプールでは、より困難である） 

      .8 受講者に防水ハンドヘルドＶＨＦ、防水ハンドヘルドＧＰＳを操作させ、講師を救助艇に見立て通信す

る 

      .9 受講者にライフジャケットの股紐付と無しの双方の試験をさせる 

      .10 受講者一人々に波のなかで、スプラッシュガードの使用を体験させる  

      .11 グループごとにライフジャケットの“自動的に顔を上に向けて浮く”能力を調査させる 
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      .13 無意識の人間を牽引する 

      .14 近くの生存者をスローイングラインを使用して救助 

      .15 プール使用の機会は ＭＯＢ（Man Over Board）モジユール、ライフスリング、ライフブイ その他の実

演、実習にも利用できる 

      .16 もしプールを暗くすることができれば、レトロリフレクティブ（反射）テープの実演をする 

      .17 受講者で眼鏡使用者は壊れないペア（眼鏡）を 彼らのパーソナルサバイバルキットの一部に入れ

ることを検討する 

セッション 14/15 火災予防 および 消化活動 （理論と実用実習） 

      .1 火災の理論 

      .2 小型船舶火災の最も一般的な原因 

      .3 予防 

      .4 装備：目的に合った 消火器、防火シート、点検、検査、保守 

        色々なタイプの消火器の利点と欠点  

      .5 消火器の取り扱い実習（この実習コースに実際の火災は必要無い）    

セッション 16/17 通信設備（VHF,GMDSS,satcomms）（理論と実用実習） 

        .1 VHF主要設備及びハンドヘルド（携帯型） 

      .2 ＳＲ要件の出力25ワット、ＶＨＦのマストヘッドアンテナ、緊急時予備アンテナ 

      .3 ＳＳＢ（現在、海岸局の数は多くはないにもかかわらず、使用されている） 

      .4 Satcom：Ａ，Ｂ．Ｃ，Ｄ と Ｍ。 インマルサットではないタイプ（例、イリジウム） 

      .5 地上波携帯電話、限界 

      .6 ＧＭＤＳＳ（全地球規模海難救助システム）、ＤＳＣ（デジタル選択呼出装置），ＡＩＳ（船舶自動識別シ

ステム） 

.7 ＳＡＲ（Ｓｅａｒｃｈ ＆ Ｒｅｓｃｕｅ）でのＡｖｉａｔｉｏｎ (航空)ＶＨＦ及びその運用 

.8 遭難中（船舶）との通信の記録義務。 

＊＊下記補足参照 

セッション 18/19 信号焔 と イーパブ （理論と実用実習） 

      .1 ＳＲで必要とする信号焔：ハンドフレーヤー、パラシュートフレーヤー、発煙信号。 

         使用法、予防、視程、持続時間、強風下での挙動、パラシュートフレーヤーの到達高度および 

       航空機と衝突の回避、異なる使用操作 

      .2 信号焔の積載（数個は直ち使用可能な状態に） 

      .3 白色フレーアの使用 

      .4 406ＭＨｚのイーパブとその付属装置121.5ＭＨｚビーコン使用法の理解： 

         遭難警報システムとしての121.5ＭＨｚの、ＳＡＲのローカルエリア（遭難現場）でのホーミングに使用

および、121.5ＭＨｚＰＬＢ（パーソナルロケーションビーコン）と（その信号受信用）特殊用途の

Ｄ/Ｆ（方向探知機）受信機を搭載するヨットでの使用  

.5 アルゴスタイプ ビーコンの使用法の理解 

.6 ＧＭＤＳＳ枠組みでの遭難信号の統合の理解 

.7  インマルサット安全通信のｗｅｂリンク：www.inmarsat com/ssafty に注目すること。 

ここにはインマルサットＣかミニＣの海上情報をふくむ、海上の安全と予防に関する情報が豊富
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である。これはＧＭＤＳＳのみの情報より有益である。 

 

   

GMDSS  Global Maritime Distress and Safety System 

 海上における遭難および安全の世界的制度で、SOLAS 条約に基づく人工衛星を利用した海上安全通信システム。

船舶が航海中、いつでも陸上の救助機関や付近を航行する船舶と、船舶の安全に関する通信を確実に行えるように

している。1999 年 2 月 1 日を以って完全導入された。 

        ＊海運関係用語集 参照＊ 

 

セッション 20 試験（2） 

        この試験は2項目のうちの１つである。解答時間は１５分ほど、そしてクラス内で解答用紙を交換してマ

ークする時間を５分。 設問は迅速に解答できるように設定されるべきである。たとえば、複数

選択：少なくとも２択（説明またはリスト）の中から正解一つ 

      コースとしての総合評価は2つの試験に加えて講師による実習中の評価との総合評価による 

      （合格目安の詳細は、Introduction（提案）4を参照） 

 

 

 

補足 1 

1 ＲＲＳ（セーリング競技規則）記述 

“1 ＳＡＦＥＴＹ（安全）” 

1.1 危険な状態にあるものを助けること 

艇または競技者は、危険な状態にある人員または船舶に対して可能な限り救助を行わなければならな

い 

 

2 ＳＯＬＡＳ（海上人命安全条約） ５章 記述 

規則33（旧規則10 の差し替え）記述： 

“海上において援助を提供（救助活動）できる立場にある船長が海上で遭難者から如何なる信号でも受信

した時は  

 全速で彼らの援助(救助)を実行する義務がある、もし可能であれば彼ら（遭難者）もしくはＳＡＲサービス

に 

 自艇が救助活動する旨、連絡する。 

もし遭難警報を受信した船舶が救助不適当、あるいは特殊な状況の場合、彼らの救助の実行が不適当か

不必要であると検討し、船長は遭難者の救助活動が実行できない理由をログブックに記録しなければな

らない そして  

++組織の推奨を考慮し適切なＳＡＲサービスに状況に応じた通報をする。 
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++参照 ＩＡＭＳＡＲマニュアルの 遭難伝言を受とった各船舶のとるべき緊急行動、（改定も可） 

オリジナルの本文、文脈の参照を強く推奨する。 

3 Ａｄｏｍｉｒａｌｔｙの年次通達概要（ＮＰ247） 1-22 セクション 4 記述 

 特定のクラスの船舶に義務とされる 海上での国際遭難周波数のラジオ監視は海上での遭難者の救助手段

の最も重要な要素のひとつです、そして すべての船舶は、法規として、そうする事が要求されていようがい

まいが 

一つかそれ以上の遭難周波数をできるかぎり長く監視することにより安全に貢献しなければならない。 

 

 

パートＢ 時間表の概要  ＳＲアペンディックスＧモデルトレーニングコース 第１

日 

                

講義  ＳＲ     内容                  理論（含休憩）   実習   開始    終了 

１          紹介説明                 ００：３０            １１：００  １１：３０ 

    ６．０２．０ 理論部分の訓練要点 

２   ６．０２．１ 安全備品の手入れと維持       ００．１５            １１．３０  １１．４５ 

３   ６．０２．２ ストームセイル              ００．２０            １１．４５  １２．０５ 

４   ６．０２．３ 損傷管理と修理             ００．２０            １２．０５  １２．２５ 

５   ６．０２．４ 荒天 クルーの動き、 

ボートハンドリング、ドローグ      ００．２５            １２．２５  １２．５０ 

           休憩                     ０１．００           １２．５０  １３．５０ 

６   ６．０２．５ 落水防止と救助             ００．３０            １３．５０  １４．２０ 

７、  ６．０２．６ 他艇への助力              ００．１５            １４．２０  １４．３５ 

８   ６．０２．７ 低体温症                 ００．２０            １４．３５  １４．５５ 

           休憩                    ００．１５            １４．５５  １５．２０ 

９   ６．０２．８ 海難救助体制と手法          ００．３０            １５．１０  １５．４０ 

１０  ６．０２．９ 天気予報                 ００．３０            １５．４０  １６．１０ 

    ６．０３．０ 実際の動きと日常修練に関する訓練要点 

１１  ６．０３．１ ライフラフトとライフジャケット（理論）００．３０            １６．１０  １６．４０ 

１２         試験                    ００．２０            １６．４０  １７．００ 

                 初日の授業は休憩を含み６時間 

                 初日の授業本体時間   ４時間４５分 

                 初日の休憩時間      １時間１５分 

 

ＳＲアペンディックスＧモデルトレーニングコース 第２日 
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講義  ＳＲ     内容                  理論（含休憩）   実習   開始    終了 

 

１３         ライフラフトとライフジャケット（実習）          ０２．００  ０９．００  １１．００ 

           休憩                   ００．１５             １１．００  １１．１５ 

１４  ６．０３．２ 火災予防と消火活動（理論）     ００．１５             １１．１５  １１．３０ 

１５  ６．０３．２ 火災予防と消火活動（実習）               ００．３０  １１．３０   １２．００ 

１６  ６．０３．３ 通信設備                ００．２０             １２．００  １２．２０ 

           （ＶＨＦ、ＧＭＤＳＳ、ｓａｔｃｏｍｍｓ、その他の理論） 

１７  ６．０３．３ 通信設備                ００．２０             １２．００  １２．２０ 

           （ＶＨＦ、ＧＭＤＳＳ、ｓａｔｃｏｍｍｓ、その他の実習）  ００．２５  １２．２０  １２．４５ 

           休憩                   ００．４５             １２．４５  １３．３０ 

１８  ６．０３．４ 信号焔とイーパブ（理論）      ００．２０             １３．３０  １３．５０ 

１９  ６．０３．４ 信号焔とイーパブ（実習）                 ００．３０  １３．５０  １４．２０ 

２０         試験                   ００．２０             １４．２０  １４．４０ 

                 第２日の授業は休憩を含み理論２時間５分、実習３時間２５分 

                 第２日の授業本体時間      ４時間３０分 

                 第２日の休憩時間         １時間 

 

                 全体授業時間は休憩を含み理論８時間５分、実習３時間２５分 

                  全体の授業本体時間      ９時間１５分 

                 全体の休憩時間         ２時間１５分 
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                       アペンディックス Ｈ 

                 外洋レース組織に関するＩＳＡＦ規約 

 

以下の規約は１９９９年のＩＳＡＦノベンバー会議にて承認されていた 

 

１、外洋レースの主催者は海難救助組織当局にレースが通過する可能性のある海域に関して相談をしなくて

はならない。 

２、全てのヨットはその艇のクラスルールに関わらず、ＩＳＡＦで採用されているように適切な水準のＳＲ 

に適合する基準の装備を持たなくてはならない。 

３、それぞれのヨットは、ＳＲに定められているように、十分な人数の出場者がサバイバル訓練を受けていなく

てはならない。 

４、レースはＩＳＡＦのＲＲＳおよび国際海上衝突予防法を適用することが適切な場合は、いつでもそれに適合

するように運営されなくてはならない。 

 

             外洋レースとは８００海里を超える全てのレースをさす。 
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アペンディックス Ｊ 

カテゴリー５ 特別規定 

インショアレース用 

 

カテゴリー５の特別規定はインショアレース用に作られたものである。ここでいうインショアレースとは海岸に近く比

較的温暖な海水で十分な避難場所があるかコース全域にわたって実際的な救助が行える遮蔽された海面で、日

中のみ行われるレースをいう。 

推奨する３．１４のパルピットなどの項目（これらに関しては本体の特別規定を参照）の例外として、カテゴリー５に関

する項目は全てアペンディックスＪに記載される。 

 

カテゴリー５  パートＡ 基本事項 

以下の規定は守られなくてはならない 

規定 項目 

１．０２ その艇の責任者 

艇と乗組員の安全の確保は、艇の責任者の避けられない責任であり、艇を最良の状態で十分

な耐航性を有するように保持し、荒天の海にも対抗できる体力と適切なトレーニングを積ん

だ、経験十分なクルーを乗り組ませるように万全をつくさねばならない。艇の責任者は船体、

スパー、リギン、セール及びすべての備品を確実に整備し、また安全備品が適正に維持格納

され、それらの使用法と置き場所をクルーに熟知させておかなければならない 

２．０３．１ 装備の適切さ 

 すべての必要備品は下記の条件を備えていなくてはならない： 

ａ）その備品に対する定められた機能及び性能を有すること 

ｂ）定期的にチェックされ、清掃され、整備されている事 

ｃ）使用しないときには劣化を最小限に押さえるよう収納されている事 

ｄ）即座に使用できる場所にあること 

ｅ）使用目的、ヨットの大きさに適合する型式、寸法、容量のものであること 

３．０８   

３．０８．１ 

 

３．０８．２ 

 

 

 

 

ハッチとコンパニオンウェイ 

最大船幅ステーションより前方には蓋やカバーが内側に開くハッチを設けてはならない。０.０７

１m2（１１０平方インチ）より小さな舷窓はその限りではない。 

ハッチは以下を満足しなくてはならない。 

ａ）９０°にヒールした状態でも水面上にあるように配置すること。（モノハルのみ） 

ｂ）恒久的に取付けられたもの 

ｃ）即座に閉じることができ、１８０°転覆しても確実に閉鎖された状態状態を保てなければな

らない。 
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３．０８．３ 

 

 

 

 

 

３．０８．４ 

 

コックピットコンパニオンウェイがその場のシアーラインより下方に及んでいる場合、以下を満

足しなければならない。 

ａ）コックピットが後方で開放している艇には認められない。（3.0９.６参照） 

ｂ）シアーラインのレベルまでせき止められるようになっていなければならない。このせき止め

の措置（例えばウオッシュボード）が使われている場合でも、このコンパニオンウェイは艇内

への出入りが可能でなければならない。 

コンパニオンウェイハッチは以下を満足しなくてはならない 

ａ）転覆の際においても、強固に締め切っておく装置で、艇外からも艇内からも操作で  きるも

のである事。 

ｂ）何らかの固定装置を持つ事 

ⅰ）ハッチが開閉のいかなる場合であってもその位置にしっかりと保持できなければならない。

ⅱ）ハッチは使用中でも使用中でなくても、艇外に流出の恐がないように、レース期間中はラ

ニヤードなどで艇体に連結していなくてはならない。 

ⅲ）転覆の際にはハルから外部への出口にならなければならない。 

 

３．０９ コックピット 

３．０９．１ 

 

コックピットは構造的に堅牢で、あらゆるヒール角度で速やかに自然排水（セルフドレーニン

グ）ができ、ハルの部分として、恒久的に一体でなければならない。 

３．０９．２ コックピットは完全に水密でなければならない。コックピットの艇体の開口部は、すべて強固に

しっかりと締め切ることができなければならない。 

 

３．０９．３ 

 

ビルジポンプはコックピット排水管に接続してはならない。 

３．０９．４ 

 

コックピットの床はＬＷＬより２％ＬＷＬ以上、上方になければならない。 

（ＩＭＳヨットで１／０３以前に進水のヨットは少なくとも２％Ｌ以上ＬＷＬより上方になくてはならな

い。） 

 

３．０９．５ バウ、側面、中央、スターンのいかなるウェルも３．０９に規定するコックピットと見做される。 

３．０９．６ コックピットが船尾へ開口している場合 後方開口部の面積は、コックピット最大深さ×コックピ

ットの最大幅の５０％より小さくてはならない。 

３．０９．７   コックピット容積 

ⅰ）最も早いエージ／シリーズデートが４／９２以前 

  もっとも低いコーミングより下にあるすべてのコックピットの合計全容積は９％×ＬＷＬ×Ｂ

×ＦＡ（水線長の９％×最大幅×コックピットに平行するフリーボード高さ）超えてはならな

い。 

ⅱ）最も早いエージ／シリーズデートが４／９２以降 

 上記の各カテゴリーの規定を適用する。ただし最低コーミングの決定に当たっては、ＦＡステ

ーションより後方のものは対象としない。また、ワーキングデッキより後方に延長されたコッ
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クピットの部分はコックピット容積の計算に使用してはならない。 

ⅲ） 

 ＩＭＳレーティングのヨットはＬＷＬ、最大船幅、×コックピットに平行するフリーボード高さの代

わりに、ＩＭＳレーティングルールに規定されているＬ、Ｂ、ＦＡを使う。 

コックピットの排水口 

コックピット排水口の断面積の総和（ゴミ取り網がある場合はその後ろ部分）は以下のとおりで

なくてはならない 

ⅰ）最も早いエージ／シリーズデート１／７２以前のヨット、またはこれら以外でＬＯＡ８.５m（２８

ｆ）以下のヨットには、２×直径２５mm（１インチ）または相当サイズで障害のない開口 

ⅱ）最も早いエージ／シリーズデート１／７２以降のヨットは、４×直径２０mm（３／３インチ）また

は相当サイズで障害のない開口 

４．０１．１ セール番号 

ＩＳＡＦの国際クラスあるいは公認クラスではＲＲＳ７７とＲＲＳアペンディックスＧに可能な限り

適応していなくてはならない。その国のオーソりティーが割り当てた場合はこの限りではな

い。 

カテゴリー５－パートＢ ポータブル装備 

以下のものが搭載されていなくてはならない 

規定 項目 

３．２３．５（ｅ） 手動のビルジポンプ１台 

３．２３．５（ｆ） 少なくとも９リットル（２英ガロン、２.４米ガロン）以上の容量のある頑丈な作りのバケツ１個。

各々ラニヤードを付けること  

３．２４．１（ｂ） コンパス１台（手持ちのコンパスも可） 

４．０５．１ 電気回路があったり、エンジンやコンロ・ストーブが艇にある場合は消火器を１台設置するこ

と。 

４．０６．１ アンカー１個 

４．１７ 浮くことのある装備品へのヨット名記入（ＪＳＡＦではダクトテープなどを貼ってその上に書くより

も本体に直に記入することを推奨する） 

４．２２．１（ａ） ドローグ付きのライフブイ、もしくはドローグ無しのライフスリング。レトロリフレクティブテープが

ついていなくてはならない。 

４．２４ ヒービングラインは長さが１５mー２５m（５０ftー７５ft）で、コックピットか操舵席からすぐ使える

位置に置くこと 

５．０１．１ 各乗員に１着づつ下記を満足するライフジャケットを用意する事 

ａ）ホイッスルを装備 

ｂ）マリングレードのレトロリフレクティブ材のテープつき 

ｄ）インフレータブルの場合は定期的に気密をチェックされているもの 

ｅ）ヨット名か着用者の名前がはっきりと書かれているもの 
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カテゴリー５－パートＣ 推奨項目 

規定 項目 

３．１４ パルピット、スタンション、ライフライン 

特別規定３．１４参照のこと 

４．０１．２ セールが下ろされている状態でのセールナンバー表示装置 

４．０７．１（ａ） フラッシュライト 

４．０８．２ ファーストエイドキット 

４．１１．１ 耐水性海図 

４．１３ エコー水深計ないしは測深索（レッド） 

４．１６ 工具と予備部品 

４．２４ スローイングソック（手投げ袋型）のヒービングライン  アペンディックスＤ参照 

４．２６．９ メインセールのラフ長さを６０％縮小できるリーフ装置ないしは４，２６，６に規定するストームト

ライスル設備 

５．０１．２ ライフジャケット装備とその特質 

ａ）ライフジャケットにはＳＯＬＡＳ ＬＳＡ 規定２．２．３（水難救助器具コード）に従った白色、

０．７５カンデラ以上、発光持続時間８時間以上のライトを装備 

ｂ）１５０Ｎ以上の浮力を持ち、意識不明の人でも水面から約45度の角度で顔が上向きになる

姿勢をしっかりと保てる構造となっているもの。ＥＮ３９６（ＩＳＯ１２４０２）に適合するか準拠し

ている事 

ｃ）腿紐または股紐を装備すること 

ｄ）スプラッシュガードを持つこと（EN394参照） 

ｅ）インフレータブルの場合は圧縮ガスによる膨張システムつきであること。 
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                       アペンディックスＫ 

                         可動と可変バラスト 

２４メートルという長さの制限に関わらず、このアペンディックスはＩＳＯ１２２１７－２（小型艇のスタビリティーと浮力

の評価とカテゴリー分類 パート２、セーリングボートの艇の長さ６メートルかそれ以上の場合）を援用する。本アペ

ンディックに修正されているもの以外のＦＫＲ（横転回復係数）とＦＩＲ（転覆回復係数）はＩＳＯ１２２１７－２に規定され

る。このアペンディックスはモノハル艇のみに適用される。特別に明記されない限り要求はＳＲカテゴリー１、２、３、

４に規定されるとおりである。このアペンディックスはカテゴリー５のもとでレース中のヨットには適用されない。 

１、  スタビリティー 

１．１ 艇の状態 

   スタビリティーのデータ計算で 

   （ａ）シアーラインより上のデッキやその他の囲まれた体積は計算に参入しても良いがこの場合はコックピット

の棚状の部分も参入しなくてはならない。 

   （ｂ）ＩＳＯ１２２１７－２３．５．３節に規定されているように、数量は最小の稼動量として考えられなくてはならな

い。 

１．２ 一般標準 

      可動ないしは可変のバラストを装着したヨットに関するＩＳＯカテゴリーの評価では、ＩＳＯ１２２１７－２、６．１．

４ｂ）は適用してはならない。ボートはＩＳＯ１２２１７－２、６．２．３、６．３（もし適当な場合）、６．４に適合

しなくてはならない。それぞれのスタビリティー要求を考慮する場合、互いに相反する結果が出た場

合は、計算結果は安定するほうを選択しなくてはならない。 

１．３ 横転からの回復 

      可動ないしは可変バラストを持ったヨットはＦＫＲ９０とＦＫＲ－９０の少ないほうの数値でＩＳＯ１２２１７－２、

６．４．４によって算出した下記のＦＫＲ最小値に適合しなくてはならない。 

       ＳＲカテゴリー  ０   １，２   ３   ４ 

       ＦＫＲ      1.0      0.9        0.8     0.7 

      エージデイトが２００４年１１月より前のヨットはＩＳＡＦへの申請によりこの１．３の免除を求めることが出来

る。 

１．４ 転覆からの回復 

      ３．０４．１規定はカテゴリー０でレースを行うヨットに限定される。 

３．０４．１ヨットは乗組員からの妥当な働きかけがあるなしに関わらず、転覆状態から自分で起き上がるようになっ 

ていなくてはならない。自動的な起き上がりはリグのあるなしに関わらず出来なくてはならない。可動ないしは 

可変バラストを持ったヨットは平水で人力のみを使ってこの要求に適合しなくてはならない。また艇体を起こす 

際に必要な全ての装置がいつでも使用可能で、転覆時に機能し乗組員に使用可能でなくてはならない。転覆 

起こしの作業は艇体のどこかの部分に注水することを必要としてはならない。 

   可動ないしは可変バラストを持ったヨットはＩＳＯ１２２１７－２で算出された下記のＦＩＲ最小値に適合しなくては 

ならない。 

ＳＲカテゴリー  ０ 

ＦＩＲ 0.9 

    エージデイトが２００４年１１月より前のヨットはＩＳＡＦへの申請によりこの１．４の免除を求めることが出来る。 
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アペンディックス Ｌ 

カテゴリー６ 特別規定 

インショアレース用 

 
カテゴリー６は以下のように規定される。 

ＳＲカテゴリー６は以下のレースでの使用を想定している。 

    ・参加するヨットが自給自足できない種類 

    ・レース時間が短く、一人乗りヨットの海岸基地に近く、比較的暖かい保護された水 

域で、日中でかつ視界が良いときに行われるレース 

    ・レース主催者から参加艇が常に見えていること 

    ・全ての参加者が適切な状況で海岸に帰ることが出来るよう、コースの全域に渡って対応可能な十分な量

のレスキュウボートが配置可能なこと 

    ・レスキュウボートは適切なデザインで適切に装備されており、十分な訓練をつんだ有能な人間が全てのレ

ースで乗っていること。少なくとも一人は救急に習熟していること。 

 
カテゴリー６の要求は以下の通り。 

レース公示や帆走指示書に別に記述されていない限り、クラスルールが安全に関する規定を含 

む場合は、それらはこの規定の適合する部分より優先される。 

 
ＳＲカテゴリー６に要求される全ての装備は 

    ・適切に機能し 

    ・定期的に点検され、清掃され、維持されている 

    ・使われていない場合は劣化が最小になるような状態で保管されている 

    ・いつでも手にすることが出来る 

    ・ヨットの大きさや使う目的に対して形式、サイズ、容量が適切であり、十分である 

 
ＳＲカテゴリー６でセイリングする全てのヨットは以下の装置を取り付けていること 

    ・曳航あるいはアンカーリングのための強固な取付け具 

 
ＳＲカテゴリー６でセイリングする全てのヨットは以下の装備を持つこと 

    ・ＩＳＯ１２４０５－２－レベル５０ないしは相当の個人用浮力装置 

    ・ナイフ 

    ・艇体が自動水抜きでないか１５０リッター以上の湛水能力がある場合、１リッター以上の容量の１ケのバケ

ツか「あかくみ」 

    ・トラピーズハーネスを装着している場合はＩＳＯ ＤＩＳ １０８６２に適合すること 

    ・セーリング状態でないときにパドルないしは艇を推進させる手段 
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